

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ナオはさ、男女間の友情って成立すると思う？」

「男女間の友情……ですか」

　テーブルを挟はさんだ向かいに座すわるお姉さんが、ニヤリとした笑えみを浮うかべた。

　駅近くの路地裏にある、個人経営のカフェ。そこに呼び出された僕ぼくが投げかけられたのは、そんな質問だった。

　男女間の友情。

　誰だれもが一度は考えたことのある議題だろう。

　恋れん愛あい関かん係けいにはならず男と女の間に芽生える友情は、果たして存在するのか否いなか。

「永遠のテーマだよね、これ。もしナオの見解みたいなのがあったら、ためしに聞いてみたいなぁ」

　質問者であるお姉さん──櫻さくら子こさんは、これから得意の手品でも披ひ露ろうするかのような、愉ゆ快かいげな表情で僕ぼくを見つめる。

　一方の僕ぼくは冷ひや汗あせが止まらない。先ほど櫻さくら子こさんからある衝しよう撃げき的てきな勧かん誘ゆうを受け、その内容を脳内で処理しきれないでいるうちに、矢や継つぎ早ばやにこんな質問をされたのだ。

「僕ぼくは──わかんないです」

　そして、僕ぼくは諦あきらめてしまった。

「まず女の子と付き合ったこととかないですし、それに親しくなった女の子っていうのも全然いないので……」

　高校二年生の僕ぼくは、まだ彼かの女じよができたことがない。

　まず高校が男子高で、恋れん愛あい事ごととは無む縁えんの環かん境きようで学校生活を送っている。中学までは共学だったけれど、だからといってそれっぽい関係になった女の子はいなかった。

　自身の経験で語るには、あまりに材料が少なすぎた。

「……まあ、そうだよね。わかんないよね」

「すみません……」

　視線を僕ぼくから外して窓の外へ遣やった櫻さくら子こさんは、乾かわいた感じで笑った。けれど、その言い方はまるでそんな答えを待ってましたと言わんばかりの余よ裕ゆうさがあった。

「櫻さくら子こさんは、自分なりの答えを持ってるんですか？」

「そうだね、一応」

「聞かせてください」

　僕ぼくなんかと違ちがって、櫻さくら子こさんはいかにもモテそうなルックスをした女子大生。全体的に大人っぽさを感じる「お姉さん」な雰ふん囲い気きは、まずは両耳につけられたピアスから感じられる。セミロングの髪かみにぱっちりした二重、そして透とう明めい感かんのある肌はだ。周囲にいる男性が、彼かの女じよを放っておきはしないだろうことは自明だ。

　そんな櫻さくら子こさんが説く恋れん愛あいの話は、興味がないこともない……ような。

　なんだか緊きん張ちようして、僕ぼくはカフェラテを飲む。すると櫻さくら子こさんもそれに倣ならうように自身のミルクセーキを一口飲み、再び口を開いた。

「半分成立して半分成立しない──が私の考え」

「ええと……」

　どういう意味だ？

　半分とは、何に対する半分？

　というか成立するかどうかの問いかけに、半分ずつが答えってまず回答としてどうなの？

「──生物学的には、だけどね。女性は成立すると感じるけど、男性は成立しないと感じる傾けい向こうがあるっていうことかな。そういう意味で、半分」

「……ええと？」

　やばい。何言ってるんだろう、この人……。

「ナオ、ペンケース持ってる？」

「はい、ありますけど……」

　言われたので、とりあえずカバンから取り出して櫻さくら子こさんに渡わたす。群ぐん青じよう色いろでファスナーで閉まるタイプの、ごくありふれたペンケースだ。

「いわゆる女性脳と男性脳の違ちがいに、友達フォルダの有う無むが挙げられるの」

「友だちフォルダ……ですか」

「そう。このペンケースをその友達フォルダに見立ててみよっか」

　櫻さくら子こさんはまず、ペンや消しゴムなどのペンケースに入っているものをすべて取り出し、テーブルに置いた。

「──私みたいな女性の場合。知人の中で異性としてナシ判定を下した男性は、この友達フォルダに入れられる。女性は自分のお腹なかを痛めて子どもを産む。言い方は悪いけど、男性は自分では産まずに遺伝子をばらまくだけだからね」

「は、はぁ……」

　いきなり過激な発言が飛び出して、気け圧おされる。軽い世間話……という気分で聞いていられなくなってきた。

「だからどうしても、女性はそういった面で男性よりもシビアな評価をせざるを得ないの」

　一本のペンを持った櫻さくら子こさん。それをナシ判定を下した男性に見立て、ペンケース──友達フォルダに入れる。

「この人はアリかも。でもこの人はナシかな。こっちはアリ──。こんな要領で、脳内で自然とちんちんたちを分類していると言われてるの」

「ちん……っ!?」

　さらりと衝しよう撃げき的てきなフレーズを口にする櫻さくら子こさん。やばい。この女子大生やばい。

　やがて櫻さくら子こさんは、すべてのペンをアリとナシに振ふり分わけ終おえた。さっきの発言のせいで、もうペンをすなわちチンチンとして僕ぼくの脳は処理してしまっている。

「そして、ここからが一番大事なとこね？」

「は、はい……！」

　自然と両の拳こぶしに力が入る。

「一度この友達フォルダに入れられてしまうと、そこから脱だつ出しゆつするのはめちゃくちゃ難易度が高い……というかほぼ無理ゲー。はい、残念でした～！」

　そしてペンケースのファスナーがゆっくりと閉められる。友だちフォルダに蓋ふたがされてしまいました……。

「どうして無理なんですか？」

「しょーがないじゃん。無理な男は無理なんだもん」

「元も子もないですね……」

　あっけらかんとして言う櫻さくら子こさん。

　でも確かに感覚的にだけど、男性はここまで極きよく端たんではないような気がしないでもない。いや、本当に僕ぼくのイメージでしかないし、わかんないけど。

「まあ、男性諸君は常にワンチャン狙ねらいみたいなとこあるからね～」

「櫻さくら子こさん、言い方……」

　ワンチャン狙ねらいかはともかくとして、閉められたペンケースを見ると残ざん酷こくだなと思う。

　一度でもアウトになってしまうと、もう取り返しがつかない場合が多い。

　多いというか、櫻さくら子こさんの説明によるとそれが大半。すごくシビアで、優やさしくないシステム設計だと思う。

　けれどそれだって、女性は子どもを産む機能が備わっていて、どうしても慎しん重ちようにならざるを得ないという生物学的な観点から来ているのだとしたら──それはもっともな理り屈くつのようにも感じる。

「──それで、さっきの話に戻もどってくる」

「さっきの話？」

「男女間の友情は成立するかって話」

「あっ！」

　友だちフォルダのインパクトが強すぎて、すっかり忘れていた。

　そうだ、このトークの出発点は男女間の友情についてだったんだ。

「私がなんて言ったか、ナオは覚えてる？」

「ええと……！　女性は友情は成立すると感じるけど、男性は感じない──でしたっけ？」

「そう。これでもう、その意味は自明でしょ？」

「確かに……！　女性は友達フォルダを持ってるから、友情の存在を唱えるってことですよね？」

「すごく簡単に言うとね。いるじゃん、あいつイイヤツなんだけどな～みたいな評価をされる男って。あれはもう、完全に友達フォルダに振ふり分わけられちゃってるの」

「イイヤツ……」

「そう。ナオもイイヤツ枠わくにならないようにしないとモテないっていうこと」

「は、はい……」

　恋れん愛あいなんて、男子高に通う僕ぼくからしたら関係ないものだ。

　映画やアニメ、Ｊ─ＰＯＰで触ふれる創作物が僕ぼくにとっては恋れん愛あいというもので、自分事として考えたことがなかった。

　だからこうやって解説されると、妙みようなものに触ふれたような気がして落ち着かない。

「これが櫻さくら子こさんの言う『科学的にモテる』っていう話ですか？」

「今のは本当にイントロダクションみたいなものではあるけどね」

「そうなんですか……」

　僕ぼく的てきには、もう結構お腹なかいっぱいというか、新しい知見ばかりでだいぶ満たされた感があるんだけど……。

「それで、なんでしたっけ？　僕ぼくにその、科学的にモテる方法を教おしえ込こむっていう、そういう話なんですよね？」

「うん。そうすれば、ナオは絶対にモテるようになる。それは私が保証する」

「もう一度聞きますけど、本当……なんですか？」

　──そうなのだ。

　そもそもの話として、ただの陰いん気きな高校生である僕ぼくと、いかにもキャピキャピしている女子大生の櫻さくら子こさんが、なぜカフェで話はなし込こんでいるのか。

　答えは、これが櫻さくら子こさんが僕ぼくにある衝しよう撃げき的てきな勧かん誘ゆうを持ちかけるために設けられた場であるということだ。

「──もう一回言うね。藍あい夏かの彼かれ氏しにならないかっていうのが、ナオへの提案」

「やっぱりそれも本気なんですね」

　さっき聞いた時は極きわめて悪質な冗じよう談だんかと疑ったけど、こうも繰くり返かえし言われるのを鑑かんがみると櫻さくら子こさんは茶化しているわけではなさそうだ。

　……それもまた悪質なんだけども。

「藍あい夏かを彼かの女じよにするために必要になってくる知識や情報は、私が惜おしみなく提供する。そうすれば絶対、ナオにでも落とせる」

「絶対……」

　絶対。必ず。例外なく。

　学校で先生から言われている。こうしたフレーズのある選せん択たく肢しの設問は疑うように、と。

「うん、絶対。私は本気で言ってるよ。そして究極の目的は、ナオが藍あい夏かとセックスすることだよ」

「セッ……え、えええぇぇぇ!?」

　どこまで本気なんだよ、櫻さくら子こさんは……。

　恋れん愛あい経けい験けんなんてゼロどころかマイナスの閾いき値ちに振ふり切きっているような僕ぼくが、彼かの女じよを作れるわけがないだろ？

　それどころか、せっ、セックスなんて……！

「まあ、本当にセックスしようとしたら、君のちんちんはちょん切るけど」

「…………」

　今のは冗じよう談だんだったのか。わかりにくいな……。

「まあ、ナオのちんちんは小さそうだから、切っても切らなくても変わんないか」

「やめてください……」

　一方の櫻さくら子こさんは──と思わず視線が胸むな元もとにいく。なるほど、大人の女性を感じさせる豊かなバストをしておられるようで……いや、別に僕ぼくも小さくないですが。ええ、たぶん、恐おそらく、願わくば……。

「ナオ、いいね？　令和の時代は、恋れん愛あいすら科学でやっていくものになる。それを体系的に学べば、誰だれだって絶対にモテるようになる」

「信じられません」

　そこだけは譲ゆずらず即そく答とうする。

　男女間の友情がいくら生物学とか科学に基もとづいているからといって、誰だれでも科学を使えばモテるなんて言われて、はいそうですかと納なつ得とくできるわけがない。

「そりゃさ、私とナオはさっき会ったばかりだけど。そんな頭ごなしに否定しなくたっていいじゃない？　私、こう見えて結構モテるんだけど？」

「それは言われなくてもわかります！」

　これだけ美人で話し上手だし、なんかよくわからないけど科学的にモテるとか自信満々に言ってるんだから、さぞかし……ねぇ？

「違ちがうんです。僕ぼくが言いたいのはそういうことじゃなくて……」

　恋れん愛あいがどうこう、科学がどうこう以前の問題として。

　僕ぼくが何より疑問に思ってるのは──。

「その……藍あい夏かって、櫻さくら子こさんの妹じゃないですかッ!!」

　どこに自分の妹とセックスしてくださいなんていう姉がいるんだよ！

　そんなの、あまりに理解に苦しむじゃないか。

　──話を整理しよう。

　僕ぼくの名前は水み無な瀬せ那な央お。高校二年生。これといった取とり柄えもないし、背も低い。

　向かいに座すわってるのが、木き村むら櫻さくら子こさん。とても美人。確か、大学二年生とか言ってたっけ。

　そして櫻さくら子こさんは僕ぼくに、藍あい夏かという女の子を彼かの女じよにしようぜと持ちかけてきている。

　最後に肝かん心じんの藍あい夏かという女の子だけど、彼かの女じよの苗みよう字じは『木き村むら』だ。

　そう──櫻さくら子こさんの妹だ。

　どういうわけか、僕ぼくは姉から妹の売うり込こみをかけられている状じよう況きようにある。

　木き村むら藍あい夏か。

　彼かの女じよとの出会いから、この信じられない話は幕を開けたんだ──。
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「えーっと。あれと、これと……ああ、あれも買わないとか」

　抱かかえたコミックとスマホのメモを照らし合わせると、一冊抜ぬけていることに気づいた。最近ちょっと話題になっていて気になったやつだ。コミック第一巻が数日前に出たみたいなので、ちょっと買ってみようかと思ったのだ。

「こっちかな……」

　学校帰り。僕ぼくは途と中ちゆうで大きな本屋に寄り、目当てのコミック本を探している。

　明日からゴールデンウィーク。

　特に学校の友達と遊ぶ予定もない高校二年生の僕ぼくがやることといえば、もっぱらバイトをしたり漫まん画がを読んだりすることだ。

　ということで、連休前にバイト代で十冊ほど買かい込こもうとしているわけだけど──。

「あれ？　どこだろう……」

　困った、見つからない。適当に歩いていれば見つかるだろうと思っていたけど、なかなかそれらしきタイトルに巡めぐり会あえず。

　気づくとうさん臭くさい自じ己こ啓けい発はつ本ぼんのコーナーに足を踏ふみ入いれていて、慌あわててＵターン。違ちがう、用があるのはコミックのコーナーだ。なんとかメソッドとか人生を変えるうんたらとかには用がない。

「出版社はどこだっけ……」

　スマホに目を落とし、目当ての本の版元を調べる。闇やみ雲くもに探して失敗してしまったので、今更ながらちゃんと調べて見ることにする。

　だから、気づかなかった。

　気づいた時にはもう遅おそくて、僕ぼくと同じくスマホを見ながら歩いてきた人と、思いきり衝しよう突とつしてしまった。

「んあっ」

　午後四時半。そんな情けない声とともに、僕ぼくとその人は本屋の床ゆかに折り重なるように転んだのだ。抱かかえていたコミックを撒まき散ちらしながら。

「いてて……す、すみません……っ」

　慌あわてて立ち上がる。謝罪とともに相手の姿を見下ろすと、その人は僕ぼくと同い年くらいの女の子だった。

　黒いな、と思った。

　制服姿の僕ぼくとは対照的に私服姿の彼かの女じよは、上から下まで全身真っ黒。黒のハンチング帽ぼうに黒のワンピース、黒の厚あつ底ぞこ靴ぐつ、黒のバッグ、黒のスマホケース、黒のマスク──。本当に、全てが全て黒で統一されている。

　言いにくいけど、すごく地じ雷らいっぽいというか、その、なんというか……。うーん、そういう感じ……。

「……っ」

　僕ぼくに遅おくれて立ち上がった彼かの女じよは、やがて大きく顔を歪ゆがめた。それはあからさまな嫌けん悪おの感情に見える。

「す、すみません……。前、見てなくて……」

「…………」

　改めて謝あやまるも、彼かの女じよは厳しく僕ぼくを睨にらみつけていた。

　無事なようで一安心ではあるけど、そんな一方的に敵視しなくてもいいじゃないかと心では思う。

　お互たがいにスマホに意識が集中していて、僕ぼくが全面的に悪いってわけでもない気がするんだけど……。

「──ってあれ!?　うわ、スマホの画面が……！」

　バキバキになっていた。ぶつかって転んだ衝しよう撃げきで、液えき晶しよう部ぶ分ぶんを強く床ゆかに打ちつけてしまったみたいだ。

「あ、あ、あ……」

　これは相当にショックだった。背中が少し寒くなる感覚とともに、心が沈しずんでいくのを脳が理解していく。

「…………」

　しかし彼かの女じよは何も口にせず、ついには落らく胆たんする僕ぼくを無視してその場を立ち去ろうとする。

「ちょ、ちょっと……」

　そう声をかけるも無む駄だだった。

　カツ、カツ──と足音を立てながら、全身真っ黒の彼かの女じよの背中はどんどんと小さくなり、やがて見えなくなる。

　絶望的な気持ちになりながらも、僕ぼくの脳のう裏りにはあの地じ雷らい女おんなが焼き付いていた。まさにゴミを見るようなあの時の表情も、統一されすぎている黒のコーデも。

　抱かかえている十冊近い本に目を落とし、今日は買えないことを悟さとる。こりゃ液えき晶しようの修理代で先月のバイト代はほぼ消えてしまうだろうな……。

　元あった場所に本を戻もどし、書店を後にする。

　まさに、地じ雷らいを踏ふみつけたような出来事だった……。
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「あーあ……」

　翌日。割れた液えき晶しよう画が面めんをなんとかするべく赴おもむいた携けい帯たいショップ。

　修理してもらったおかげで液えき晶しよう画が面めんが元通りになったのはいいのだけど。

「しばらく節約しないとだなぁ……」

　予想していた以上の出費額だった。コツコツと貯金していたバイト代がほとんど飛んで行って、財さい布ふはスカスカ。本当についてないな……。

　そんな具合で恐おそろしく低いテンションの中、修理した足でバイト先へと向かう。

「お疲つかれ様さまでーす……」

　重い足取りながらバイト先であるファミレスまで辿たどり着ついた僕ぼくは、客と同じドアから入店してまずロッカールームへと向かう。

　ゴールデンウィーク真まっ只ただ中なかの都心のファミレス。さらにはランチタイムということでかなり混雑した様子だ。

　このファミレスでバイトを始めたのは、だいたい今から半年前。高校で部活をしないでいたら、だったらバイトでもしてこいと両親から言われたのがきっかけだった。

「おう、ナオ。お疲つかれ。どうした？　元気なさそうだけど」

「あ、店長。お疲つかれ様さまです。いえちょっと、スマホの画面が割れちゃって、修理したらすごい出費になっちゃって……」

　ロッカールームへと続く通路で店長とすれ違ちがう。

「うっわ、それはキツいな。……ま、そういうことなら毎日シフト入ってくれてもいいぞ。うちは終日人手不足だからな～」

「さすがにそれは勘かん弁べんさせていただきます……」

「まあ稼かせぎたくなったら店は歓かん迎げいだよ。とりあえずランチタイムになって急にお客さんも増えてきたから、着き替かえたらホール入ってくれ」

「了りよう解かいです……！　ていうか、タバコ吸ってきましたか？」

　圧あつ倒とう的てきにヤニ臭くさい。これで今から接客しようってのか……？

「いやね、向かいの喫きつ煙えん所じよが撤てつ去きよされちゃってさ。もうほんと、そのせいで少し先のとこまで行かないと吸えなくって」

「誰だれもそんなこと聞いてないです……」

　店長の名前は池いけ田だ沙さ月つき。確か今年で二十八歳さいになるお姉さんで、頼たよれるうちのファミレスのリーダーだ。

　ただしニコチンが体内から抜ぬけると途と端たんに不ふ機き嫌げんになってパフォーマンスが急低下するため、こうして定期的にタバコ休きゆう憩けいを設けてあげなければいけない。見事に時代に逆行する彼かの女じよが、この店てん舗ぽのリーダーである。

「ったく、これだから完かん全ぜん禁きん煙えんはクソなんだよ……」

「前は喫きつ煙えん席せきがありましたからね」

　われわれ外食業界にも着々とノースモーキングの精神が導入されていき、ついに数ヵ月前からは分ぶん煙えんすら認めてもらえなくなった。そのことに対する店長の怒いかりは依い然ぜんとして収まる気配がない。

「あっ。それじゃあ僕ぼく、着き替かえてきますね」

「はいよ」

　いけない、ここで駄だ弁べっている場合じゃない。

　手早く準備を進めないといけないんだった。今日は少し遅ち刻こく気ぎ味みなのだ。

「──あ、ナオ！　ロッカーなんだけど……」

　急いでいたからだろう。

　去り際、店長が言いかけたそれをちゃんと最後まで聞かなかった。

「……あ」

「きゃっ!?」

　ドアを開けて僕ぼくの目に飛とび込こんできたのは、女性の着き替がえの模様だった。
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　その女の子は、下着姿でちょうど制服のシャツを着ようと手に持ったところ。透すき通とおるような白い肌はだを覆おおった黒色のショーツが、下腹部にぴっちりと。

　それは人生でデジタルの環かん境きようでしか見たことのない光景だった。立体感を伴ともなって見る女性の下着姿は──とても綺き麗れいだった。

「あちゃー……」

　背後では、やっちまった感たっぷりな店長の声。

「…………」

「…………」

　そしてあまりに突とつ然ぜんの出来事に、動けず立ちすくむ僕ぼくと女の子。

　──あっ、やばい。

　そう思えるまでには、なぜだか妙みように時間がかかった。

「とりあえず一回閉めたら？」

「す、すみません……」

　店長に促うながされ、ようやくドアを閉める。そこで僕ぼくは初めて、「女じよ性せい更こう衣い中ちゆう」の札が掛かけられていることに気づいた。

　でもあれ……？　あんな女の子、うちのバイトにいたっけな……。

「あー……。ナオ、言うの忘れてたわ」

「店長？」

「今の子なんだけど、今日から入った新しいバイトの子ね」

「そうだったんですね……」

　都心でそんなに広い敷しき地ち面めん積せきがないのもあり、スタッフのスペースも他た店てん舗ぽに比べて非常に狭せまい当店。更こう衣い室しつも男女で設けることができていないのだけど──。

「……ナオ、見ちゃった？」

「下着をばっちりと、はい……」

「うーん、やっちまったね」

「…………」

　ドアの向こうに聞こえないよう小声で茶化してくる店長。恐おそらく深刻な表情を浮うかべているであろう僕ぼくに比べて、店長の顔はあまりに愉ゆ快かいそうだ。

「ナオ、勃ぼつ起きした？」

「しないですよ……」

　なんてこと聞いてくるんだ、この人は。

　反応するどころか、むしろ危機感で萎しなびている。

「藍あい夏か、入るよ」

　それから店長はそう一声かけて、ロッカールームへと入っていく。結果、僕ぼくだけ通路に取り残された格好になる。

「やばいなぁ……」

　どうしようもないので、ここで待つことしばし。

　次し第だいに状じよう況きようを冷静に飲のみ込こめてきたことで、心臓の鼓動が早くなってくる。

「すまんナオ、待たせた。とりあえず入ってくれ」

　やがてドアが開き、中にいるのは店長と着き替がえ終おえた女の子。

　女の子は俯うつむいているため、顔は見えない。どうだろう、やっぱり僕ぼくに怒おこってるのかな……。

「──紹しよう介かいする。今日からうちのファミレスで働くことになった、木き村むら藍あい夏かだ。ナオと同い年の高校二年生」

　店長がそう紹しよう介かいすると、女の子は顔を上げた。綺き麗れいに切きり揃そろえられたぱっつんのショートヘアを、僕ぼくの目が捉とらえる。

「あっ、水み無な瀬せ那な央おって言います。半年くらい、ここでバイトしてます……」

　自分で口にして思う。めっちゃ声が小さい。

　着き替がえを目もく撃げきしてしまった負い目と、それに同年代の女子というのに対してどう接していいのかわからないのも合わさって、話すのを怖こわがっているのが自分でもわかる。

「それでナオにお願いなんだが、藍あい夏かに仕事を色々と教えてあげて欲ほしいんだ」

「えっ、僕ぼくがですか？」

「シフトに入れる曜日と時間が、結構な頻ひん度どでナオと被かぶりそうなんだよ。それに年が近いほうがコミュニケーションも取りやすいだろ？」

「いやいや！　でも僕ぼく、まだ半年しかここにいないですし……」

「半年もいればベテランだろ。飲食店のバイトなんて、下手したら三日で飛ぶんだぞ」

「それは……」

　確かにそんなバイトを今まで何人もここで見てきたけど……。

「で、でも僕ぼくは……」

　十個も歳としが離はなれた店長相手だと別に何ともないけど、やっぱり同年代の女の子は接する機会がなさすぎて苦手意識がありすぎる。おまけに出で会あい頭がしらに下着姿まで見てしまったし、本音を言うとやりにくさしかない。

「いいから。じゃあそういうことで頼たのんぞ、ナオ」

「えぇ……」

　けれど店長にそう言われちゃうと断るわけにはいかない。実際、店長がさっき言った僕ぼくに任せる理由にはそれなりに合理性があるし……。

「まあ……さっきのアレはあるけど、二人とも仲良くな。藍あい夏かからも自じ己こ紹しよう介かい的てきなの、何かしてくれ」

「あ、はい……」

　店長から促うながされても、あまり気の進んだ様子ではない木き村むらさん。うぅ……やっぱり完全に悪印象を持たれてる感じだよなぁ……。

　そして木き村むらさんが、着き替がえの時に外したのであろう自身のマスクを手に取り、顔に装着。

　すると──。

「あっ！」

　思わず声が出る。

　だって、目の前に立っていたのは──。

「ナオ、どうかしたか？」

「あ、あ、あ、あっ！　昨日、本屋で……」

　忘れるはずがない。僕ぼくのスマホをバキバキにした全身真っ黒の地じ雷らい女おんなだ。

　そこで木き村むらさんの表情にも変化が起きる。本屋というフレーズを聞いた途と端たん、何かを思い出した様子で。

「もしかして昨日ぶつかった、あの……」

「僕ぼくのスマホをバキバキにした、あの……」

「別にしようと思ってしたわけじゃないし！　ていうか、そっちがぶつかってきといて被ひ害がい者しや面づらですか？」

「ぶつかったのはどっちが悪いってわけじゃないだろ……！」

「とにかく、スマホをわたしのせいにしないでください。この覗のぞき魔ま……！」

「ち、違ちがう。覗のぞいたのは本当に事故で……」

「話しかけないで。汚けがれちゃうので」

「…………」

　どうしよう、なにこの展開……。

「なんだよ二人、知り合いなのか？　そういうことなら話も早いし、藍あい夏かの教育係のほうよろしく頼たのむぞ！」

「いやいや！　別に全く知り合いなんかじゃなくて……って店長!?　店長!?」

　ぽんと僕ぼくの肩かたを叩たたいた店長は、この場から逃にげるようにしてフロアへ去って行く。面めん倒どう事ごとの匂においを感じると、いつも我関せずといなくなるのが店長だ。

「えっ……わたし、この覗のぞき魔まから教えてもらわないといけないの……!?」

　木き村むらさんは昨日と同じく露ろ骨こつに不快そうに顔を歪ゆがめ、僕ぼくを睨にらみつけてくる。まさしく、汚お物ぶつを見るような目だ。

「よ、よろしく……木き村むらさん……」

「無理……。ほんとに嫌いや……ッ！」

　あからさまな嫌けん悪お感かんを示されながらの、バイトのスタート。

　初出勤の時ですら、こんな気持ちにはならなかった。今の僕ぼくは、ひたすら帰りたいという感情で覆おおい尽つくされている。
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　連休。ランチタイム。

　この二つの要素が重なった際の飲食店というのは、てんてこ舞まいの忙いそがしさになる。

「９７８円ちょうどお預かりいたします。──こちらレシートと次回使えるクーポンになります。ありがとうございました！」

　僕ぼくが担当するのは注文やレジ対応などをする、いわゆる「ホール」だ。調理場で料理を担当する「キッチン」のほうは、なかなか高校生には任せてもらえない。

　お客様にレシートとクーポンを手て渡わたし、お辞じ儀ぎ。二十代後半と思われるその男性は、「どうも～」とだけ言い店を出て行く。

　レジの仕事もすっかり慣れたものだ。

　バイトを始めた当初はレジの打ち方なんてわからないから、ホールにいてもレジ対応ができず、お客様を待たせてしまうこともあった。

　けれど仕事を覚えていき、ようやくレジ打ちも難なくこなせるようになった。そういう部分には自分の成長を感じられる。

　──こんな感じで仕事も板について半年。しかしここに来て、バイトに入って最も難しい業務に直面しているかもしれない。

「ごめん。６番テーブルの食器、片してきてくれる？」

「…………」

　なるべく刺し激げきしないような声こわ音ねで木き村むらさんにお願いするも、返事はなし。

　木き村むらさんは黙だまって６番テーブルまで向かい、お盆ぼんに食器を載のせていく。一応、僕ぼくが言ったことをやってくれてはいるんだけど、とにかくコミュニケーションが取れない。

　とりあえず今は食器の片付けやスプーンやフォークの入った容器の配置など、特に知識がなくてもできるものだけ木き村むらさんには担当してもらっている。

「はぁ～……どうにかクソ忙いそがしい時間を乗り切ったな」

「あ、店長。言われてみれば確かにもうこんな時間……」

　ドリンクバーのコップを補ほ充じゆうし終おえた店長が、通りがかりに声をかけてきた。

　時計を見み遣やると、時刻は午後二時。忙いそがしい時間帯は仕事も大変だが、時間が過ぎるのもあっという間だ。

「んじゃ、タバコ行ってくるから。あとは頼たのんだわ」

「了りよう解かいです……」

　こんな調子で店長はよくいなくなる。勤務時間中のはずなのに。

　僕ぼくのような子どもにはあんな臭くさいだけの煙けむりの何が良いいのか理解に苦しむけど、やっぱり大人には色々あるんだろうか、ストレスとか、税金とか、婚こん期きとか。

　さてと。客足も落ち着いてきたし、そろそろ木き村むらさんに具体的な業務も伝えないといけないけど……。

　うむむ、どうやって声かければいいんだろう……。

「…………」

　食器を後ろに下げて戻もどってきた木き村むらさんは、厨ちゆう房ぼうへと続く暖簾のれんのあたりでむすっと突つっ立たっている。なんかこう、話しかけないでくださいオーラがすごい。

「あ、あの……」

　けれど、意を決して話しかける。また無反応だったらどうしようという怯おびえを必死に隠かくしながら。

「……はい」

「その、オーダーの取り方とかってもう他の人から聞いたりした？」

「……まだですけど」

「そっか。じゃあ、良かったら伝えておきたいんだけど……」

「ああ、はい……」

　木き村むらさんの声はひどく低い。女子ってこんなに低音を発することができるんだなって驚おどろくくらいに低い。

　やばい。覚かく悟ごしていた以上にやりにくい。本当にどうすればいいんだよ……。

「とりあえず、この……ああこれ、オーダーを取る機械なんだけど、……あ、ハンディってこれ呼ぶんだけどね。これは腰こしのところに常に提さげてもらう感じ。それで、ええと……そうだね、ピンポーンって呼び出しのチャイムがあったら、あそこにその押おしたテーブルの番号が表示されるから、そこに向かってもらう感じになるんだけど……」

　うまく言葉が出てこない。絶対にもっと伝わりやすい話し方があるはずなのに。それはわかっている。

　こうして話している最中も、木き村むらさんはじりじりと僕ぼくとの距きよ離りを少しずつ取っている。

「どうしてわたしが……」

「……え？」

「聞いてた話と全然違ちがうし……」

「あ、あの……」

　ついに木き村むらさんは、ぶつぶつと何やら独り言を言い始めた。すごく不満げなことだけはとても伝わってくる。

　聞いてた話？　なんだろう、面接の時に店長から言われたこととかだろうか。

「続き、いい？」

「ああ、はい……」

「テーブルについたら、テーブルの番号を入力するんだけど……。ええと、そうだな……たとえばさっきの６番テーブルだったらなんだけど、ここを押おして『６』って入力をする感じでね……。でも今のうちは、来たお客様を空いてるテーブルに案内してお水を出すところまででいいと思うんだけど……」

　説明し始めてから、ハンディの使い方を教えるのは早すぎたことに気づく。これの使い方は意外と難しくて、初日に教えることではない。僕ぼくも使えるようになったのは働き始めて少し経たった頃ころだった。

「……ああ、そういう」

　一方の木き村むらさんも、心ここにあらずといった様子の受け答えが続く。

　ちゃんと聞いてくれているのか僕ぼくも不安で、話す言葉にも自信がなくなってくる。声も尻しりすぼみに小さくなっていくし、曖あい昧まいな表現も多くなってしまう。

　だめだ……こんなんじゃ木き村むらさんとやっていけそうにない……。

　──と、その時。

「あ、いらっしゃいませー！」

　お客さんが来店したことを知らせるアナウンスが店内に響ひびき、咄とつ嗟さにそっちのほうを向く。

　一番出入口に近い店員は僕ぼくだ。僕ぼくが案内しないと……！

「お客様、一名様でしょうか」

　やってきたのは大学生くらいの女性一人だ。小さめのテーブルのほうへ案内しないといけないな。空いているだろうか。

　しかしその女性客は、僕ぼくが近づいてきたのをスルーして店内をぐるりと見み渡わたした。

「あそこの席でいいかな？」

「えっ、別に構いませんけど……」

「どうも～」

　こちらが案内するのを待たずに、女性客は自分で勝手に席を決めて行ってしまう。

　まあ、たまにそういうお客さんもいるし、これからの時間なら四人がけのテーブル席に一名のお客さんを入れても平気だろう。

「うわあっ!?」

　女性客がテーブル席に腰こし掛かけた、そのタイミング。

　店内に木き村むらさんの驚おどろいた声が響ひびき渡わたる。

「おっ、藍あい夏かじゃ～ん。どう？　うまくやれてる？」

　そんな木き村むらさんに顔見知りといった感じで話しかける女性客。

　なるほど、二人は知り合いなのか。

　偶ぐう然ぜんファミレスで遭そう遇ぐうして、それに驚おどろいた木き村むらさんが声をあげたって感じだろうか。

「お、お、お、お、お……」

　なんだか木き村むらさんはひどく動転した様子で、その女性客を見つめている。

　当初は驚おどろき一色だった木き村むらさんの表情。しかし次し第だいに弛し緩かんしていき、やがてそれが朗ほがらかなものに変わると──。

「お姉ちゃん!!」

　満面の笑えみでテーブルに駆かけ寄より、女性客の腕うでに抱だきついた。それはもう、見事に洗練された愛情表現。

「来てくれたんだ、お姉ちゃん……！」

「うん、来ちゃった」

　女性客は木き村むらさんの髪かみを慣れた手つきで撫なでる。よほど嬉うれしいのか、さらに密着姿勢を強める木き村むらさん。

「えへへ、お姉ちゃん……っ」

「藍あい夏か、仕事中でしょ？　ちゃんとやろうね？」

「えー。だって全然教えてくれないんだもん、わかんないよ。お姉ちゃんが教えてよー」

「お姉ちゃん、今日はお客さんだからさ」

「むぅー……」

　え、なんだこれ……!?

　信じられないほど親しい様子で、木き村むらさんが公然とスキンシップを取っている。

　それも、「お姉ちゃん」と呼ぶような人と。

「お姉ちゃん、何食べるの？」

「うーん。とりあえず、お水持ってきてもらってもいいかな？」

「はぁーい。待ってて、お姉ちゃん!!」

　あんなにぶっきらぼうで不ふ機き嫌げんそうにしていた木き村むらさん。けれどその正体は──。

　姉に対してデレデレなシスコンだっていうのか……!?







「こんにちは。藍あい夏かの姉の櫻さくら子こです」

「どうも……」

　非常にシンプルでわかりやすい自じ己こ紹しよう介かいだった。

「藍あい夏かとは四歳さい差さで、今年で二十一歳さい。まあ大学入学前に一年浪ろう人にんしちゃってるから、学年でいうと三つ差なんだけどね」

「あ、そうなんですね」

　櫻さくら子こさんと名乗った彼かの女じよは、どうやら本当に木き村むらさんの実じつ姉しらしい。

　白を基調としたワンピースに袖そでを通した、いわゆる清せい楚そ系けいっぽい雰ふん囲い気きの櫻さくら子こさん。愚ぐ直ちよくな表現になってしまうが、うん、とても美人だ……！

「メニュー番号７５６番。いちごサンデーパフェを一つお願い」

「かしこまりました……！」

　なんでアプリクーポンのメニュー番号なんか覚えているんだろう、この人。いきなり注文してくるから結構びっくりしたし。

「今日から藍あい夏かがここでバイトをするから、ちょっと遊びに来ようかなと思ったの」

「ずいぶん妹思いでいらっしゃるんですね」

「言っても、私への櫻さくら子この愛ほどじゃないけどね」

　おかしそうに笑えみを浮うかべる櫻さくら子こさん。そこに木き村むらさんが戻もどってきた。

「お姉ちゃん、お待たせ！　お冷持ってきたよー！」

「ありがと。お、ちゃんと注げてるね」

「ほんとに!?　嬉うれしい、やった！」

　そりゃコップに水を入れるだけなんだから失敗するほうが難しいでしょ……。

　しかし木き村むらさんは褒ほめられたのがよほど嬉うれしかったのか、その場でぴょんぴょんと跳はね出だす始末。一方、そして嬉うれしそうに水を一気飲みする櫻さくら子こさん。

　うわあ……なんだこの姉し妹まい……。

「お姉ちゃん、注文は何にするー？」

「あ、ごめん。もうこっちの彼かれに伝えちゃったんだよね。いちごサンデーパフェって」

「ふーん……わたしじゃなくて、こいつなんだ」

「ごめんね！　じゃあ次は藍あい夏かに頼たのむから！」

「うん、わかった！　任せて！」

　さっきまでの僕ぼくとの会話とは打って変わって、軽快なトークが目の前で繰くり広ひろげられる。しかし、どうにも頭の悪い内容に、少し目め眩まいがしてくる。

「木き村むらさん、櫻さくら子こさんと仲良いんだね」

「……別に、そんなことない」

「そ、そう……」

　あれっ。めちゃくちゃ塩対応された……。

　木き村むらさんのテンションも上がったみたいだし今なら話せると思ったんだけど、僕ぼくからの問いかけには一転してむすっと答えられてしまう。最初こそあったですます調も徐じよ々じよになくなってきている。

　それを見た櫻さくら子こさんが、けらけらとお腹なかを抱かかえて笑い始めた。

「水み無な瀬せ那な央おくん、だよね？　面おも白しろいね、君」

「どうして僕ぼくの名前を……」

「ううん、大した理由はないよ。ナオって呼んでもいい？」

「え、はい……。別にいいですけど……」

　呼んでもいいかってどういう意味だろう。これから定期的に妹の働きぶりを観察しに来て、そのたびに僕ぼくにも話しかけるってこと……？

　というか、なんか自然と受け流されたけど、どうして櫻さくら子こさんは僕ぼくのフルネームを知ってるんだ？　まだ僕ぼくのほうは自じ己こ紹しよう介かいをしていないはずだ。

　さっきから驚おどろきや謎なぞがどっと波は涛とうのように押おし寄よせてきていて、ちょっと事態についていけない。

「……とにかく。そんなわけで、うちの妹がこの店でお世話になるみたいだから。ナオ、こんな妹だけどよろしく頼たのんだよ」

「はぁ……。こちらこそよろしくお願いします」

　姉というよりもお母さんとでも表現したらいいのだろうか。妹の保護者といった口ぶりで櫻さくら子こさんは話しているように感じる。

「ごめんね、長いこと呼び止めちゃって。ほら、藍あい夏かも仕事に戻もどって」

「はぁい。お姉ちゃんも頑がん張ばってね」

「うん、ありがと」

　櫻さくら子こさんは何か作業でもするのか、セカンドバッグからパソコンを取り出しカタカタといじり始める。うーん、どことなく胡う散さん臭くさい人だなあ……。

「ふんふんふん～♪　いらっしゃいませ～！」

　お姉さんの登場で露ろ骨こつに機き嫌げんを良くした木き村むらさんは、ちょうどやってきた客にも満面の笑え顔がおで応対。まだちゃんと教えてないというのに、流れるような接客で空いている席へと案内していく。

　木き村むらさんのあまりの変化に、僕ぼくはまだついていけてない。

　僕ぼくの前で見せていた信じられないほど冷れい酷こくな態度。

　姉の櫻さくら子こさんが来店してからの凄すさまじい高こう揚ようっぷり。

　その二つのギャップが本当に激しすぎる。どちらが普ふ段だんの木き村むらさんで、どちらがイレギュラーな木き村むらさんなんだろう。

　困こん惑わくの雲が僕ぼくの心をどんどんと覆おおい尽つくしながら、その日のバイトの時間は過ぎていった。
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　午後六時。

　今日の勤務時間を終え、僕ぼくは控ひかえ室しつへと戻もどる。初日だからということなのか、木き村むらさんは少し早めにあがっていたので恐おそらくもういないだろう。

「あ、店長。お疲つかれ様さまでした」

　ロッカールームへ入ると、部屋の真ん中のテーブルで店長が事務作業をしていた。忙せわしなく電でん卓たくを叩たたいている。

「おう、ナオ。お疲つかれさん。もうこんな時間か」

「忙いそがしいとあっという間ですね」

　ランチタイムを越こえたら多少は楽になったとはいえ、都心のここだと夕時になるとまた休きゆう憩けいがてら訪おとずれる客が増えてくる。

　櫻さくら子こさんがいた時間がちょうど一番暇ひまなタイミングだったなぁ……。

「そういえばどうだー？　藍あい夏かは」

「どうだ、じゃないですよ。死ぬほどやりにくかったですよ」

「ははっ。そりゃそうだ、いきなり着き替がえてるところに突とつ入にゆうされればな」

「軽けい率そつでした……」

　店長ももっと早く言ってくれればよかったのに……と強く思うけど、口には出さないでおく。結局のところ、僕ぼくがやらかしたことに変わりはない。

「そうそう。その件ですごいびっくりしたことがあったんですけど」

「なんだ？」

「店長がタバコで抜ぬけたあと、木き村むらさんのお姉さんが店に来たんですけど」

「あー。知ってる知ってる。さっき本人からメッセージが来たわ」

「えっ？」

　知ってる？　本人からメッセージ？

　よくわからない発言に僕ぼくが眉まゆをひそめると、店長はあっけらかんとして言う。

「櫻さくら子こって、前にうちの店でバイトしてたんだよ。もう一年前くらいになるけど」

「そうなんですか!?」

　ここの元アルバイトだったのか、櫻さくら子こさん。

　そういえば、メニューの注文番号を暗記していたり、すごい慣れた様子で勝手に席についたり、言われてみれば納なつ得とくできる行動があった。

「あいつ、今はＳＮＳでインフルエンサーをやってるんだけど、それが軌き道どうに乗り始めた頃ころにうちも辞やめていったんだよね。うち個人は今でも仲良くて櫻さくら子こと飲んだりしてるんだけど」

「インフルエンサー？」

「踊おどってみたショートムービーがバズったのが最初だっけ。あのビジュアルでちょっとエロい格好して踊おどれば、そりゃ人気出るよ。それから動画チャンネル持って、今はそういうの何でもやってるよ。あとでアカウント教えるわ」

「ど、どうも……」

　うーん……そう紹しよう介かいされてみると、櫻さくら子こさんにはそういう雰ふん囲い気きもあったようなないような……。というか、めっちゃすごい人だったんだなぁ。

「これでもう察しがつくと思うけど、藍あい夏かがうちで働くことになったのも、櫻さくら子こに頼たのまれたからなんだわ」

「姉の推すい薦せんってことですか？」

「推すい薦せんというか、斡あつ旋せんに近いかな。うちの妹をここで働かせてやってくれって、櫻さくら子こから売うり込こみがあったんだよ」

「おもしろいパターンですね」

　元バイトが妹を紹しよう介かいして採用とはちょっとおもしろい。

　僕ぼくは普ふ通つうにバイトアプリで見つけて応おう募ぼしたけど、そういうパターンもあるのか。

「うちみたいな飲食店なんて慢まん性せい的てきに人不足だから助かるわ。櫻さくら子こが復帰してくれるのが一番いいけど、それはもう無理だしなー」

「そうだったんですね……」

　確かに店長は人が増えて助かるかもしれないけど、僕ぼくはそれはもうめちゃくちゃ大変なんですけど……。木き村むらさんとうまくコミュニケーション取れないし……。

「ていうか、すごいびっくりしたんですけど。櫻さくら子こさんと話しているときの木き村むらさんの態度、ヤバくないですか？」

「あー……まあうん、らしいな。うちはあの姉し妹まいが二人でいるとこ見たことなくて、櫻さくら子こからの伝聞情報しか持ってないけど」

　一応、店長も知ってはいるらしい。木き村むらさんのあの豹ひよう変へんっぷりを。

「ヤバかったって、どれくらいヤバかったんだ？」

「そうですね。櫻さくら子こさんの腕うでを摑つかんで超ちよう至し近きん距きよ離りでメロメロ……って感じでした。姉し妹まいで付き合ってるのか、本気で疑いかけましたよ」

「すごいな、それ」

　端たん的てきにヤバさを表現してみると、店長も思わず吹ふき出だした。想像していた以上だったのだろう。

「櫻さくら子このおかげでうちの店もだいぶ助かったりしたんだよ。だからナオ、色々あると思うけどよろしく頼たのむわ」

「わ、わかりました……」

　正直、不安しかない。

　木き村むらさんの僕ぼくに対する態度が露ろ骨こつだし、どうすればいいのかわからない。それがなくても、僕ぼくは女の子ってだけで緊きん張ちようしちゃうし、どのみち難易度が高い。

　でも、これも仕事だもんな。やるしかないよなぁ……。

「──あ。ナオ、残ざん業ぎよう要よう請せい」

　自分のスマホに目を落とした店長が、ぽつりと漏もらす。

「へ……？」

　残業？　はて……。

　きょとんとする僕ぼくに、店長がスマホの画面を見せてくる。店長と誰だれかのメッセージやりとりの様子が映っている。

「櫻さくら子こから、バイトが終わり次し第だい来きて欲ほしいところがあるって。お前さんに」

「えっ……」

　やり取りの相手は櫻さくら子こさん。その文面には、僕ぼくを呼び出す内容が記されていた。

【ナオにバイトが終わったらここに来るように伝えて～（位置情報あり）】

　一いつ緒しよについている地図にピンが打たれている。

「そうらしいから、行ってあげてくれる？　知らんけど」

「とんだ残業ですよ、ほんと……」







　櫻さくら子こさんから指定されたのは、駅の近くにあるカフェだった。

　バイトを始めて以来、週に二回か三回のペースでこの付近に訪おとずれているけれど、こんな名前のカフェは聞いたことがない。恐おそらく個人経営だろう。

　もともと、通りに面している有名チェーン店くらいしか知らないけど。

　店長から転送してもらった位置情報を頼たよりに辿たどり着つく。入店すると、カランコロンとテレビで聞くような効果音とともに出で迎むかえられた。

「あ、ナオ。こっちこっち」

　僕ぼくが櫻さくら子こさんを探す前に、向こうがいち早く僕ぼくを見つける。そして櫻さくら子こさんは今座すわっていた席を立ち、わざわざ僕ぼくに上座を譲ゆずってくれた。

　テーブルの上にあるのは、ファミレスで見たのと同じパソコンとスマートフォン。開かれたパソコンの画面には何かの映像と編集コマンドのような何かが見えるけど、動画の編集だろうか。

「ごめんね、いきなり呼び出しちゃって。何が飲みたいかな？」

「何がと言われても、何があるのか……」

「おすすめはカフェラテかな」

「じゃあ、それで」

　すぐに櫻さくら子こさんが店員を呼び、カフェラテの注文を済ませる。おすすめと言っておきながら当人はミルクセーキを飲んでいるのが少し気になる。

　あんまりこういうカフェに来ることはないので、なんだか落ち着かない。

　もっとも、店の雰ふん囲い気きよりも女性とカフェで向かい合うなんて経験が初めてで、緊きん張ちようしてるんだろうけど。

「あ、パスタとかケーキとか、食べたかったら遠えん慮りよしないで食べていいよ」

「大だい丈じよう夫ぶです。賄まかないもあったし、家で母が晩ご飯作ってくれるので……」

「いいなぁ……私も久しぶりにママの作った料理とか食べてみたいよ」

「実家住まいじゃないんですか？」

「ううん、地元は北海道だよ。そっちの高校を卒業して上京してきた。とは言っても、一年は予備校の寮りようで浪ろう人にんしてたんだけどね」

「なるほど、そうだったんですね……って、あれっ？」

　そこまで聞いて、僕ぼくはなんだか妙みような違い和わ感かんを覚える。

「木き村むらさん……妹さんも東京にいるんですね。高校生なのに……」

　櫻さくら子こさんの生おい立たちに関してはまあいい。生まれたのが北海道で、高校までそこで暮らしていた。そして高校を卒業して東京の予備校で一年浪ろう人にんの末、大学生になったと。

　この経歴は世せ間けん一いつ般ぱんで見てもおかしくない。よくある話だろう。

　でも問題は木き村むらさん──妹のほう。

「私と藍あい夏かの二人で暮らしてるよ。藍あい夏かは親元を離はなれて、東京の女子高に通ってる。確かにちょっと特とく殊しゆだね」

「すごいですね、なんか」

　姉と妹の二人暮らしか。大学から上京するってパターンは比ひ較かく的てきポピュラーだけど、高校からってのはレアケースに思える。
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　と、そこで頼たのんでいたカフェラテが運ばれてきた。

　櫻さくら子こさんに一応いただきますと軽く会え釈しやくし、一口。……あ、確かに美お味いしい。

　僕ぼくがカフェラテに一口つけたタイミングで、櫻さくら子こさんも自分のミルクセーキを飲む。

「それで、うちの藍あい夏かだけど。接してみてどうだったかな？」

　ちょうどそこで話が切きり替かわる。恐おそらく、ここからが本題なのだろう。

「ええと……」

　なんと言えばいいのかわからず、言いい淀よどんでしまう。

「正直に言っていいよ。感覚的な言葉でいいから、ナオはどう思った？」

「ヤバいって思いました。色んな意味で」

「ほんとに正直に言ったね」

「す、すみません！」

「いや、全然責めてないよ。ちょっと面おも白しろかっただけ」

　さすがに失言すぎたかと焦あせったけど、櫻さくら子こさんは楽しそうに笑っている。

「どんなところがヤバいと思った？」

「その、さっきのは木き村むらさんがってだけじゃなくて僕ぼくも含ふくめてヤバいって意味なんですけど。話をしようと思ってもすごく壁かべを感じたり、とにかく僕ぼくに敵意があるように感じたんです。バイトをやっていくうえでも、このままだとまずいなと思って。その意味でヤバいと思いました」

　僕ぼく自じ身しんが危機感を持ったという点でヤバい。このままだと仕事に支障が出かねないと感じたのは確かだ。

「なるほどね。あとは？」

「……ほんとに言っていいですか？」

「いいよ別に。言ってみてよ」

「もう一つは、櫻さくら子こさんが来店した時のあの感じが、何よりヤバいと思いました……」

　わざわざ具体的に説明するまでもない。

　我を忘れたという表現が何より適切だと思う。お姉ちゃんを前にして、人が変わったようにデレデレになっていた。

「──そうなんだよね。藍あい夏かは私に対してあんな感じなんだよね、普ふ段だんから」

「普ふ段だんから!?」

「うん、普ふ段だんから。家でもヤバいよ？　お姉ちゃんお姉ちゃんって、もうすーっごい」

「へ、へぇ～……」

　それはまた特異な家か庭てい環かん境きようだこと……。

「要は藍あい夏かってシスコンなのよ、わかりやすく言うと。高校二年生にもなって、ファミレスで見たあの感じがデフォルト」

「ヤバいじゃないですか……」

「そうなの、ヤバいの」

　どこか他ひ人と事ごとのような雰ふん囲い気きを出しつつも、櫻さくら子こさんは妹の現状についてしっかりと認にん識しきを持っているようだ。まあそりゃそうか。

「藍あい夏かは男には基本的に冷たい。だからナオが特別に嫌けん悪お感かんを抱いだかれているとか、そういうことじゃないから安心して欲ほしいのね。ただ、とにかく私のことを慕したっているだけで」

「すごいですね……。もう、それしか言うことがないです」

　慕したっているというレベルを少し超こえていた気がする。いくら姉し妹まい愛あいが深くたって、あんなにスキンシップを求める高校二年生も珍めずらしい。

「さっきも少し言ったけど、通ってるのが女子高だからね。特に同年代の男子に対しては免めん疫えきが全然ないんだよ」

「僕ぼくも一いつ緒しよです。男子高なので、女子が苦手で……」

「そうだったんだ。それはさっちゃんから聞いてなかったな」

「さっちゃん？」

「あ、沙さ月つきさんのことね。店長だよ店長」

　店長のことそんな呼び方してるのか、櫻さくら子こさんは。

　店長と元バイトという関係性以上なのは、その呼び方でよく伝わってくる。

「──そろそろ本題に入ってもいい？　実はナオにお願いがあって来てもらったんだよね」

「何でしょう……？」

　ようやく辿たどり着ついた。いきなりバイト帰りの僕ぼくを呼びつけた理由は、そこにあるらしい。

「私の妹──藍あい夏かは極度のシスコンだね」

「……はい」

「だから『姉あね離ばなれ』をさせたい。わかる？」

「……なるほど」

「そこで提案。ナオには藍あい夏かの彼かれ氏しになって欲ほしいんだ」

「ふむふむ」

「さしあたっては、お姉ちゃんの私が色々とアドバイスをしてそれを実現させていきたいんだけども──」

「ちょっと待ってくださいッ!!」

　危ない危ない。流れるようにスピーディーな会話だったものだから、突つっ込こむのがワンテンポ遅おくれてしまった。

「ん？　どうかした？」

「どうかしたじゃありませんよ！　なんですか、彼かれ氏しになって欲ほしいって！」

「あれ？　もしかしてもう彼かの女じよいたりするの？」

「いませんよ！」

「じゃあ推すい薦せんするよ、藍あい夏かのこと」

「いやいや！」

　頭が痛くなってきたぞ。最初はなんだか怪あやしい人だと思ってたけどここまで普ふ通つうに会話できていたし、信しん頼らいできそうだと思っていた矢先にこれだ。

「うちの藍あい夏か、可か愛わいいと思わない？」

「そりゃ、確かに可か愛わいいとは思いますけど……」

「ナオは彼かの女じよ欲ほしくないの？　高校生の男子でしょ？」

「欲ほしいか欲ほしくないかの二に択たくで聞かれたら、まあ欲ほしいですけど……」

「じゃあ藍あい夏かなんてどう？　姉の私が言うのもあれだけど、めっちゃ可か愛わいいし彼かれ氏しいないよ。出来たことない」

「どうしてそうなるんですか!?」

　論理展開が謎なぞすぎる。大学生になると前後の文脈を把は握あくできなくなるのか？

「姉あね離ばなれさせたいっていうのはわかりますよ。でもだからって、どうして僕ぼくが彼かれ氏しになるというふうになるんですか？」

「恋れん愛あいが女を変えるからだよ」

「っ……」

　即そく答とうだった。

　用意していたかのように繰くり出だされた力強い言葉に、何よりその櫻さくら子こさんの自信に満ちあふれた態度に、僕ぼくは虚きよを衝つかれる。

「……だとしても！　そもそもの話として、僕ぼくなんかが彼かれ氏しになれるわけがないですよ」

「なぜ？」

「別に僕ぼくはカッコよくないし、恋れん愛あい経けい験けんだってゼロだし。女子と話すだけで緊きん張ちようしちゃうし、背が低いチビだし、木き村むらさんのことを喜ばせられるような気き遣づかいだってできる自信がないし、そもそも超ちよう絶ぜつ嫌きらわれてるし……」

　自分で言ってて悲しくなる。

　彼かれ氏しになれっこない理由がどんどんと思いついてしまう。

　まず恋れん愛あいなんて考えたことがない。今の僕ぼくは男子しかいない学校で日々を過ごし、放課後はバイトに出かけ、あとは適当に散財する。そのサイクルで生きているだけだ。

　女の子と恋こい人びと関かん係けいになるなんて事態が発生し得ないし、想像がつかない。

「いいや、ナオならできるよ」

　しかし櫻さくら子こさんは断言する。

「え……」

「私は本気で言ってるよ。ナオなら藍あい夏かの彼かれ氏しになれる。──ううん、藍あい夏かのことを彼かの女じよにできる」

　櫻さくら子こさんの瞳ひとみは、まっすぐ僕ぼくを射い貫ぬいている。どことなく醸かもし出だされている緊きん張ちよう感かんに、僕ぼくも思わず硬こう直ちよくしてしまう。

「私は藍あい夏かに普ふ通つうの女の子として生きる経験をまず一度させてあげたい。だから今の男性を拒きよ絶ぜつするような姿勢は、そろそろ容よう認にんできない」

「はぁ……」

　櫻さくら子こさんは、普ふ通つうの女の子にしたいという言い方はしなかった。ひとまず普ふ通つうの道を示したいとだけ述べて、その後については言げん及きゆうをしなかった。そこに僕ぼくは櫻さくら子こさんの考え方を見み出いだしたような気がする。

「だからナオに協力して欲ほしい。その対価は、藍あい夏かそのものだ」

「…………」

　ここに論理の飛ひ躍やくがある。

　けれど櫻さくら子こさんの口ぶり的に、冗じよう談だんで言っているわけではなさそうだ。

「ナオなら藍あい夏かを彼かの女じよにできる。それは私が保証する」

「その根こん拠きよはなんですか？」

「モテるための必勝法があるの。それを実じつ践せんすれば、いずれはナオだっていくらでも彼かの女じよが作れるようになる。──それが根こん拠きよ」

「どうしてそんな噓うそをつくんですか？」

　必勝法？　なんだそれ、信じられないにも程ほどがある。急に真面目な顔つきになったと思ったから聞いてみたのに、バカみたいだ。

「噓うそじゃない。恋れん愛あいっていうのは勉強と一いつ緒しよなの。数学の問題と同様に解き方があって、それを反復練習していくことで自分のものにする。そうすれば受験で受かるように、恋れん愛あいもうまくいくようになる」

「意味がわかんないです。勉強と恋れん愛あいが一いつ緒しよだなんて。確かに勉強は頑がん張ばって知識をつけて繰くり返かえしやればできるようになるかもしれないです。けれど恋れん愛あいはもともとのスペックで大部分が決まってくるじゃないですか！」

　顔もかっこよくて背も高くて、おまけに話上手。そういう才能に依い拠きよして、恋れん愛あいというのは一部の男に独どく占せんされているものであるはずだ。

「ナオは恋れん愛あいをスペック勝負だと捉とらえてるみたいだけど、それは違ちがうよ。相手の心理をうまくコントロールすることができれば、誰だれだってモテるようになれるの」

「心理をコントロール……？」

　えっなにそれ、怖こわい。

「そういう言い方をすると悪いことのように聞こえるかもしれないけど、そうじゃなくてね」

「と、言いますと？」

「わかりやすい例だと、私が飲んでるこのミルクセーキ。上に乗ってるサクランボは赤く着色されている。でもこれが青色だったらどう思う？」

「ううん……まずそうです、なんとなく」

「そう、まずそう。もちろんサクランボは赤っていうイメージがあるのも確かだけど、青色は基本的に食欲減退色と言われてる。逆に赤などの暖色系の食材は、食欲を増進する効果があると言われている」

「それは聞いたことがあるかもしれないです」

　色の心理学みたいなやつだろう。黄色は活発な印象を与あたえるとか。

「70年代にはアメリカで囚しゆう人じんの部屋をピンクにすると攻こう撃げき性せいが緩かん和わされるという研究成果が発表された。これも立派な心理をコントロールしている例だね」

「恋れん愛あいにもそういう心理学が利用できる──。櫻さくら子こさんはそう言いたいんですか？」

「……わかってるじゃない」

　心理学。確かにこれは学問の領域だ。

　もしこの心理学が恋れん愛あいにも敷ふ衍えんできるのだとしたら、櫻さくら子こさんの言うように勉強と一いつ緒しよだと解かい釈しやくできるかもしれない。

「平成は終わって、時代は令和。世界はどんどんＩＴ技術で覆おおわれていき、テクノロジーが人を生かしていると言っても過言じゃない。恋れん愛あいだって、先人の努力と叡えい智ちの結けつ晶しようで既すでにメソッドが確立されている。それを正しく理解し実じつ践せんできれば、ナオはモテる。これは絶対。私が保証する」

「……本気で言ってるんですよね？」

「もちろん」

　わからない。わからないけど、櫻さくら子こさんの言っていることには凄すごみがある。

　何より僕ぼくを見つめるこの眼まな差ざし。そこから溢あふれている自信に満ちあふれたオーラに、僕ぼくは完全に圧あつ倒とうされている。

「ねえ、ナオ。もはや恋れん愛あいは科学なの。科学的に恋れん愛あいを学べば、誰だれでも絶対にモテるようになる。それがね、『恋れん愛あい工こう学がく』」

「れんあい……こうがく……」

　初めて聞くフレーズだった。

　そんなものが世界にはあるのか？　科学的に恋れん愛あいを進めるという理論が、僕ぼくの知らない間に構築されていたというのか？

「大事なのはスペックじゃない。いかにして相手に好感を持ってもらえるかなの。そしてその好感を高める方法は、恋れん愛あい工こう学がくが体系的に論理立てて教えてくれる」

「本当……なんですよね」

「ええ、本当よ」

　僕ぼくには無理だと思っていた。端はなっからそんなものとは無む縁えんの青春だとどこかで諦あきらめていた。

　けれど櫻さくら子こさんは今、そうじゃないと僕ぼくに説いている。

「私の話、聞いてくれる？」

「……はい」

　ええい、乗りかかった船だ！

　どこまで本当かわかったものじゃない。騙だまされているような気もする。

　──けれど。

　もしも恋れん愛あい工こう学がくを勉強して、少しでも高校生活が変わるのだとしたら。

　その可能性を考えてしまった僕ぼくは、既すでに何かに取り憑つかれていたんだ。

「じゃあとりあえず、オトコとオンナの違ちがいから話してみよっか」

「オトコとオンナ……ですか」

　櫻さくら子こさんがこちらへ身を乗り出してきて、仄ほのかな香こう水すいの匂においが僕ぼくの心を揺ゆさぶる。

「──ナオはさ、男女の友情って成立すると思う？」

　櫻さくら子こさんによる恋れん愛あい工こう学がくの講座が始まった。

　それは、僕ぼくの価値観を大きく揺ゆさぶることになるチャイムになるのだった。
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　自分の妹を僕ぼくに恋こい人びととして紹しよう介かいしたいというとんでもない発言を繰くり出だした櫻さくら子こさん。

　バイト帰りにカフェに呼び出されて聞かされたその話に、僕ぼくは驚きよう愕がくを隠かくせないでいる。

　そんな中、櫻さくら子こさんはミルクセーキをもう一杯ぱい注文し、また別角度から恋れん愛あいについて説き始める。

「ナオはこう思ってない？　まずは仲良くなって関係を深めていって、やがて時が熟したら告白して付き合う──。こういう恋れん愛あいが理想だって」

「え、それが普ふ通つうなんじゃないですか？　漫まん画がやドラマだってそうじゃないですか」

　出会ってから少しずつお互たがいのことを知っていき、やがて二人は惹ひかれ合あう──。そういった作品に僕ぼくはたくさん触ふれてきた。

「こういう恋れん愛あいのやり方を恋れん愛あい工こう学がくではフレンドシップ戦略っていうんだけど、この方法は本当にやめたほうがいいの。なぜなら──友だちフォルダに入ってしまうから」

「あっ……」

　友達フォルダ、さっき習ったばかりだ……！

　女性にそのフォルダに一度入れられてしまうと、そこから抜ぬけ出だすのは非常に困難。だからその人と恋こい人びとになりたければ、友達フォルダへの追加はなんとしても回かい避ひしたい、と。

「でも、ほとんどの男はこれを知らないの。色んな恋れん愛あい作さく品ひんのせいで、フレンドシップ戦略が真っ当な方法だと信しんじ込こんでいるから」

「僕ぼくもそう思ってました……」

　確かにストーリーとしては綺き麗れいだから。少しずつ距きよ離りが近くなっていく物語は、いつも僕ぼくたちの胸をキュンキュンさせてくれる。

　だけど科学的には悪手もいいところだっていうのか？

「だからスピード感が大事なの。もちろんいきなりグイグイ行っても引かれるに決まってるけど、じっくり狙ねらうのはもっとダメ」

「わ、わかりました……！」

「それともう一つ。非モテコミットを取らないように気をつけるのがめちゃくちゃ大事」

「非モテ……え、なんですか？」

　謎なぞ用よう語ごをいきなり使わないで欲ほしい。わからない。

「非モテコミット。一言で説明すると、特定の一人の女の子に好き好き攻こう撃げきを仕し掛かけること。『俺おれには君しかいないんだよお願いだよ～』みたいな感じで立ち回ると、向こうは引いちゃうの。自分を買ってもらうのではなく、自分を売る。この売り手市場に自分がいると思うようにしないと、非モテコミットに陥おちいることになっちゃう」

「でも、そんなこと言われたって……。僕ぼくなんかのことを好きになってくれる人がいるはずもないし、売り手市場にいるなんて思えるわけないですよ」

「思うの！　仮に今はそうでなくても、その心持ちでいるだけで振ふる舞まいが全然変わってくる。モテたいと思ったら最初にするべき行動は、根こん拠きよも実績もなくていいからとにかく自信を持つこと！」

「そんな無茶な……」

「じゃあ宝くじで三億当ててみる？　そんなの必要ないくらいにモテモテになれる。自信を持つのなんて、それに比べたら恐おそろしく簡単だと思わない？」

「それは極論すぎません？」

　コストはかからないかもしれないけど、いきなり自信を持てと言われてもなぁ……。

「だいたい、気持ちだけじゃ何も変わらないですよ。結局、中身が伴ともなってないとダメな気がするんですけど……」

　テスト前のまあいけるっしょみたいな謎なぞの余よ裕ゆうはほとんど噓うそだ。根こん拠きよなき自信が湧わいてきたところで、解けない問題は解けないのだから。

「ナオの言う通り、最終的には中身がないと女性を満足させられない。けれどスタートラインに立つためには、絶対に自信があるように見られないといけない。その成功体験を積むことで、余よ裕ゆうも出てくるようになるから」

「そういうものですか……」

　櫻さくら子こさんの言いたいことは理解できる。スポーツ選手もプレーに臨のぞむ前にするルーティーンによって最大限のパフォーマンスが出せるという話もよく聞くし、気の持ちようというのは少なからず結果に影えい響きようをもたらすのかもしれない。

　ただ、だからといって実じつ践せんできるかは別なんだけど。

「特にナオは背が低いから、頼たよりがいがあるように見えるとギャップになってポイントも高いと思うんだけど」

「ギャップ……」

「そうそう。ナオくんって実はこう見えて結構頼たのもしいかも……みたいな。私は逆に伸のびしろがあるように感じるけど」

「…………」

　考えたことすらなかった。

　僕ぼくは身長が一六二センチしかなくて、男子高校生の平均からしても低い。学校でも背が低いことでいじられたりして、コンプレックスと捉とらえていた。

　でも櫻さくら子こさんは、これがギャップに繫つながるかも知れないとプラスに考えているのか……？

「──ということで、具体的な課題を出してみようかな。そもそも、藍あい夏かとの関係を進展させるのが目標のわけで」

「マジですか……」

　どうやら本気で、櫻さくら子こさんは自分の妹と僕ぼくをくっつけようとするらしい。常識的には考えられないけど、目の前の人ならやりかねない……そんな雰ふん囲い気きがある。

「よし、決めた！　次のバイト中、藍あい夏かから『ありがとう』と言ってもらうこと。これを達成できるように、ちょっとやってみようよ」

「ありがとう……ですか」

「ナオのほうがバイト先では先せん輩ぱいなんだからさ。恋れん愛あいに関しては自信を持てないかもしれないけど、バイトの仕事に関してはその限りではないじゃん？」

「そう言われると、さっきよりはハードルが下がった気がします」

　自信を持つとは、何も男女関係ばかりではない。

　あんな突とつ拍ぴよう子しもないことをたくさん言い放っておいて、櫻さくら子こさんは簡単にできそうなことから提案してくれた。そこには優やさしさを感じる。

「ナオは変われる、絶対に。だから少しだけ、私を信じてみてくれないか？」

「……わかりました」

　完全に乗せられたな、と僕ぼくは思った。

　理由もいまいち納なつ得とくいかないままに、僕ぼくは櫻さくら子こさんに誘ゆう導どうされている。

　後から考えれば、僕ぼくは櫻さくら子こさんの話に頷うなずく必要なんてこれっぽっちもなかった。どうして僕ぼくを勧かん誘ゆうする相手として選んできたのか、それすら曖あい昧まいだった。

　けれど、それでもいいと思えてしまった。

　目の前で起きている出来事に合理性はなかったけれど、櫻さくら子こさんの唱える理論には理り屈くつがあって、それは魅み力りよく的てきに思えてしまったのだから。
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　ゴールデンウィークが終わった。

　束つかの間まの休みが過ぎ去り、僕ぼくはまた男ばかり──というか男しかいない高校に通う日常への復帰を果たす。

　連休明け初日である本日。僕ぼくは朝起きた時から妙みように緊きん張ちようしていた。

　学校に行くことではない。放課後のバイトで、木き村むらさんとシフトが被かぶっているからだ。

　次のバイト中、木き村むらさんから「ありがとう」と言われること──。

　櫻さくら子こさんから言い渡された課題だ。今日のバイトでこれを達成することが、僕ぼくには求められている。

　午後五時。

「お疲つかれ様さまでーす」

　放課後少しだけ図書室で宿題を進めて時間調整をしたのち、バイト先のファミレスへ。

　すれ違ちがった他のバイトの人に挨あい拶さつしながら控ひかえ室しつへ。

　今日のこの時間は店長が出勤していない。もちろん他のバイトさんも色々とサポートしてくれるとはいえ、僕ぼくも木き村むらさんに色々と教えていかなくては。

「──あ」

　ロッカールームで着き替がえを終えて通路に出たところで、木き村むらさんと遭そう遇ぐうした。

　たぶん向こうはお手洗いに行って、ちょうど出てきたところだったのだろう。手にハンカチを持っている。

　な、何か喋しやべらないと……！

　ええと、ええと。どうすればいいんだろう……？

「今日のシフト、一いつ緒しよだったんだ……。よ、よろしく……」

　頑がん張ばってその言葉を絞しぼり出だして間もなく、僕ぼくは後こう悔かいした。

　シフトが被かぶっていることを今気づいたわけがない。

　この店てん舗ぽで働くみんなが入っているトークグループに、店長から逐ちく一いちシフト表が投下されていく。そこには既すでに研修として入った木き村むらさんも入っていて、だから今日のシフトが被かぶっていることは連休中からお互たがいにわかっていたことだ。

「……どうも」

　案の定、木き村むらさんは首の動きだけで軽く会え釈しやくするのみ。

　そして僕ぼくをかわし、一足早くホールのほうへ行ってしまう。親しみからは程ほど遠とおい対応だったのは明白だ。

「無理だよ、これ……」

　気づくとそんな言葉が漏もれていた。

　だって、あまりに難易度が高すぎる。

　まともに会話も成り立たないのに、ありがとうなんて感謝の気持ちを伝えてもらえるわけがない。

　そもそも、僕ぼくは人から感謝なんてされるような人間じゃない。

　櫻さくら子こさんみたいに才能に恵めぐまれている人にはわからないのかもしれないけど、女の子と意い思し疎そ通つうの取れた会話をするのだって難しいんだ……。







　今日の勤務は午後五時から午後十時までの五時間だ。

　法律で午後十時以降の高校生の労働は禁止されていて、平日の放課後に働こうと思うとこのシフトがギリギリといった感じになる。

　時間はどんどんと過ぎていく。

　木き村むらさんと関わることができないまま三十分が過ぎ、そして一時間が過ぎる。

「ありがとうございました。またのご来店お待ちしてます」

　僕ぼくは僕ぼくで自分がやるべき業務をひたすら続けている。オーダーを取ったりレジの対応をするのが僕ぼくのメインだ。

　来たお客さんを席まで案内するのを専門にやっている木き村むらさんとは、関わるタイミング自体がそんなに多くない。

「あ、藍あい夏かちゃん。お冷をテーブルに置くときなんだけど、こうやってコップに小指を添そえるようにして置くと、置いた時に音が鳴らないの。ドンって置いちゃうとお客様もびっくりしちゃうから、こうするのがおすすめ！」

「そうなんですね。ありがとうございます！」

　ちょうどその時、女性のバイトさんと木き村むらさんの会話が漏もれ聞こえてきた。

　バイトさんは、お冷を置く際のアドバイスをしている。確かにその通り、小指を添そえて置くのは接客の一つのポイントだ。

　それに対し、木き村むらさんはすごく笑え顔がおでありがとうと応じている。僕ぼくが何か言った時の対応とは雲うん泥でいの差さだ。

　あれは本来、僕ぼくが担になっているべき役割だったはず。店長や櫻さくら子こさんから、よろしく頼たのむと直接言われたのだから。

「……あ、ナオ。ちょっとバッシングのほう足りてないかも」

「わかりました。行ってきます」

　先せん輩ぱいのバイトさんからそう言われ、レジを離はなれる。

　バッシングとはいわゆるテーブルの清せい掃そう業ぎよう務むのこと。お客様が帰って、お皿やコップを下げなきゃいけないのだけど、そっちの作業が少し遅おくれているみたいだ。

　ちょうど仕事帰りの人なども多く来店するピークタイムに入るタイミングだし、滞とどこおりなく済ませておかないと混雑が激しくなってしまう。

　奥おくのテーブル。団体のお客様のところの片付けが遅おくれている。さっき僕ぼくがレジで会計をしたグループのぶんだ。

　とりあえず同じ食器を重ね、一つにまとめる。紙類のゴミも小さく潰つぶして一つの容器に詰つめ込こんでいく。

　それが終わるとダスターでテーブルを拭ふきつつ、呼び出しボタンが適切な場所に置かれているかなど全体的なチェックも目視でしていく。

「お済みのお皿、お下げいたします」

　と、隣となりのテーブルに木き村むらさんもやって来た。まだ食事中だが、食べ終えた食器から下げてあげるのも忘れてはならない。中間バッシングと呼ばれる業務だ。

「すみません。注文いいですか？」

「……えっ」

「あの、注文」

「あ、あの……」

　すると隣となりのテーブルのお客さんが、片付けに来た木き村むらさんについでに注文をしようと声をかけている。それに木き村むらさんはひどく困った様子。

　まずい、まだ木き村むらさんはハンディの使い方をちゃんと知らない。こないだ中ちゆう途と半はん端ぱなところまで僕ぼくが教えて、たぶんそれきりだ。

「だから注文を……」

「ええと、その……」

　あたふたしてる木き村むらさんを不ふ審しんがるお客さん。

　──そこから先は無意識だった。

　半年間ここでバイトをしていて、体で覚えていた部分だったのだと思う。

「ご注文ですね。お伺うかがいします！」

　気づくと僕ぼくはテーブルと木き村むらさんの間に割って入り、すかさずハンディを手に構えていた。

「フライドポテトの盛り合わせを一つ、追加で……」

「かしこまりました。以上でよろしいですか？」

「あ、はい。以上で」

「はい。ありがとうございます！」

　13番テーブル。客一名。追加でフライドポテト……と。

　よし、これで入にゆう力りよく完かん了りよう。

　途と中ちゆうだった隣となりのテーブルのバッシング業務に戻もどる。こっちもすぐに済ませ、一いつ旦たん裏のほうに引き上げる。

「……助かった」

　そんな僕ぼくの後ろをついてきた木き村むらさん。裏に入ったところで、小さな声ながらそう話しかけてきた。

　今まで聞いてきた口調よりも心なしか柔やわらかい。それが手伝ってか、僕ぼくも次の言葉が自然と出てきた。

「ごめん。まだちゃんとハンディの使い方、教えてなかったから。困ったよね」

「どうすればいいのか、わかんなくて」

「僕ぼくも最初はそうだったよ」

　思い出す。入ってすぐ、これと同じような状じよう況きようになってあたふたしていた僕ぼくを、店長がやはり同じように助けてくれたこと。

　今になって考えると、それと同じことを僕ぼくは木き村むらさん相手にやっていた。助ける側と助けてもらう側──その立場が入いれ替かわっていた。

「あ、ありがとう……」

「全然。大だい丈じよう夫ぶだよ」

　慣れれば機械的にこなせる作業だ。注文を聞き、その内容を入力して送信するだけ。僕ぼくは調理もしないし、あとは出来上がってきたものを運ぶくらいしかしないのだから。

　チン！

「はい、ただいまお伺うかがいいたします！」

　レジで会計を呼ぶベルが鳴り、すかさず向かう。三十歳さい前後だろうか。スーツ姿の男性一名のお客さんだ。

「すみません、お待たせいたしました」

　ピークタイムに突とつ入にゆうし、忙いそがしさが増してきた。ここから一時間くらいが正念場になってくるだろう。

「２０００円、お預かりいたします」

　──あれ？

　最初はスルーしてしまったけど。さっきの木き村むらさん、僕ぼくに「ありがとう」と言ってなかったか……？

　それ以前に、なんか普ふ通つうに会話が成り立っていた気がする。意識して話そうとするとダメダメだったのに、一言か二言くらいだったけど、すごく自然にキャッチボールができていたように思える。

「お釣つりが５３２円と、レシートになります。またこちら、次回使えるクーポン券です」

「どうもありがとう」

　──あ、まただ。

　木き村むらさんだけじゃない。このお客さんも、僕ぼくにありがとうと言ってくれた。

「…………」

　なんだか不思議な気持ちになって、お客さんが店を出て行ってからも、僕ぼくはしばらくその場に立たち尽つくしてしまった。

「……課題、クリアしちゃった？」

　櫻さくら子こさんから告げられた内容を今一度思い返す。

　──次のバイト中、藍あい夏かから『ありがとう』と言ってもらうこと。

　うん、間ま違ちがいなく達成した。

　さっきまで木き村むらさんとはあんなに会話も成り立っていなかったのに、意外にもあっさりとした結果だった。







　忘れないうちに、帰りの電車の中で課題を達成できた旨むねを櫻さくら子こさんにメッセージで送信しておいた。

　具体的にオーダーを取れない木き村むらさんを助けたことへの感謝だと詳しよう細さいに記すと結構な文章量になってしまったが、ちゃんと伝えたほうがいいと思った。

　そのメッセージへの返信は、僕ぼくが帰宅して風ふ呂ろから上がった直後、いきなりの電話という形でもたらされた。

『お疲つかれ。ナオ、頑がん張ばったね』

「いきなり電話しないでくださいよ。びっくりするじゃないですか……」

　何気に女の人から電話がかかってくるの、人生で初めてなんですけど……。やばい、緊きん張ちよう。

『文章でやり取りするの、めんどくさくって。今、大だい丈じよう夫ぶ？』

「はい。もうお風ふ呂ろ入ってあとは軽く明日の準備して寝ねるだけなので」

　ちまちまメッセージアプリで文章を送り合う櫻さくら子こさんを想像してみると、確かになんか違ちがうような気がする。時間の無む駄だで効率悪いとか言いそう。

『ちゃんと達成できたんだってね？』

「今日も最初に顔を合わせた時はすごく険悪というか、僕ぼくに対してすごく当たりが強く感じられて、絶対に無理って思ったんですけど……」

『でも、意外となんとかなるもんでしょ？』

「結果的にはそうですね」

　自分でもまさかとびっくりしている。気づくのがワンテンポ遅おくれたほどには自然な会話のやり取りで、なんならありがとうの一言よりもその流れのほうに驚おどろいている。

『さすがに簡単すぎたかなー。もうちょっと難しいものを課したほうが良かった？』

「勘かん弁べんしてくださいよ……」

　終わったあとだと難易度はよくわからないけど、課されている間は本当にアップアップだったのは間ま違ちがいない。

「聞いてください。気づいたんですけど、お客さんからも感謝の言葉をたくさん受け取ってたんですよ。真心の籠こもった感じじゃないですけど、財さい布ふにレシートをしまいながらぽつりぽつりと、結構たくさん言われてました」

　最初にそのことに気づいてから、注意して聞くように努めてみた。すると残りの三時間ちょっとの勤務中にも、実は頻ひん繁ぱんに感謝されていることがわかった。

　ありがとう、どうも、ごちそうさま──。

　どんな言葉を選ぶかはそれぞれで、その言い方もまたそれぞれ個人差があったけれど、とにかくたくさんの感謝を届けてもらえていた。

『ナオはよく見てるね。ファミレスのバイトって、覚えてしまえば無意識で体が反応していくようになるから、頭を使わなくてもできるようになってくる。だからそういうことに気づかなくなっちゃうのよね』

「あ、そっか。櫻さくら子こさん、うちの店でバイトしてたんですもんね……！」

　ただの目上の人というだけでなく、櫻さくら子こさんはバイトの先せん輩ぱいでもあったんだ。他の部分の印象があまりに強すぎて忘れていた。

『だから最初はナオの意識改革が必要だった。ありがとうと言われるなんて無理と思ってたのは、普ふ段だんからそういう言葉を受け取っていても、意識してないから。でも本当はたくさんの出会いがある。そのことに気づくことで、少しずつ自信を持てるようになる』

「……あ」

　自信。

　そうだ。そもそも、自分に根こん拠きよがなくていいから自信を持つようにするのがモテるための出発点という話から、今回の課題が出されたのだ。

『ナオは自分が思っている以上にちゃんと魅み力りよくがある。ファミレスの仕事なんかは、知らない間にかなり高いクオリティでできるようになっているんじゃない？　そういう能力があったからこそ、藍あい夏かから「ありがとう」って言ってもらえたんだと思うよ』

「そうなんですかね？」

　ただ、親に言われるがままに始めたバイト。家や学校からのアクセスが良くて高校生でも働けるという条件で、あのファミレスを選んだだけだ。

　けれど、自然と僕ぼくにできることが増えていたのかもしれない。そのことに、僕ぼくは全く無自覚だった。

『少しは自信、つきそう？』

「まだよくわかんないです。でも、ちょっとは上う手まくできることもあるのかなって思えてきました」

『最初はそれでいい。小さなことでいいから、まずは成功体験をナオに植え付けることからスタートにしようと思ってね』

「まんまと乗せられたんですね、やっぱり」

　でも悪い気はしなかった。

　櫻さくら子こさんの掌てのひらの上にいるのだとしても、僕ぼくは少し今の自分についてポジティブに捉とらえられるようになっていた。

　こんな感覚は生まれて初めてだ。

『これでナオもわかってくれたんじゃないかな。まだ藍あい夏かとは距きよ離りがあるかもしれないけど、それでもやりようはあるかもしれない──って』

「かもしれないです」

　どうしてだろう。

　木き村むらさんを彼かの女じよにする。あまりに無む謀ぼうな目標だ。

　けれど櫻さくら子こさんがそのための道標を示してくれるのなら、可能性もゼロじゃないのかもしれないと思えてしまった。

『ナオ！　この調子で立派なちんちん、目指していこう！』

「男性のことをそう呼ぶの、絶対やめたほうがいいと思いますよ……」

『わたしは立派なちんちんが好きなんだよね～』

「やめてください！」

　最後のちんちんはメタファーですらない。ただの趣しゆ味み嗜し好こうの話だった。可か愛わいい女子大生ってやっぱりみんなああいう感じなのかな……。

『お姉ちゃん～。まだ～？』

『ごめん。もうすぐ行くから待っててくれる？』

『んー。わかった、待ってるねっ！』

　電話口の向こうから櫻さくら子こさんじゃない声が聞こえる。木き村むらさんだ。

『あーごめんね、ナオ。今から藍あい夏かに勉強教えなきゃいけないんだよね』

「櫻さくら子こさんが勉強を見てるんですか？」

『まあね。人より一年長く受験生やってるから。勉強のプロだよ、私は』

「浪ろう人にんネタだけは自じ虐ぎやくしますよね、櫻さくら子こさん」

『二は十た歳ちを過ぎるとね、プライドだけじゃ生きていけなくなるの』

「そういうものなんですかね？」

　ちょっと僕ぼくにはまだよくわからない世界の話だ。

「木き村むらさんって外でも家でも櫻さくら子こさんにはあんな感じなんですね」

『筋金入りのシスコンだよねー、ほんとに』

　ファミレスで聞くより、木き村むらさんの声は一オクターブも二オクターブも高かった。やっぱり姉である櫻さくら子こさんのことが本当に大好きで大好きで仕方ないんだろうなぁ。

『じゃ、そんなことで今日のところはお疲つかれ様さま。次に何したらいいのかは、また近いうちに決めてメッセージ送っとくから』

「わ、わかりました……！」

　次も課題があるんですね……。

　櫻さくら子こさんの唱える恋れん愛あい工こう学がく。それに基もとづく、妹のシスコン脱だつ却きやく＆僕ぼくが彼かの女じよにするというトンデモな作戦。

　まだその全てに僕ぼくは納なつ得とくしたわけでは全然ない。

　けれど、今日の僕ぼくはちょっぴり成長できた気がしたんだ。





＊　＊　＊






　次のバイトは二日後の土曜日だった。

　この日も木き村むらさんとシフトが被かぶっている。

　店長は二人のシフトがよく被かぶるから面めん倒どうを見てくれと言っていたけど、これわざと被かぶらせてない？　今月のシフト表を見ても、ほぼ百パーセントの確率で一いつ緒しよになるんですけど……。

「まだ櫻さくら子こさんからの連れん絡らく、来ないなぁ……」

　駅からバイト先へと向かう道で改めてスマホを確かく認にんするが、新着メッセージはない。てっきり電話したあの日の翌朝には何かしら届いているかと思っていたのに。

　……別に期待していたわけではないけど！

「あ、来た」

　と思ったら、櫻さくら子こさんからちょうどメッセージが。まさかとは思うけど、不意を突つくつもりでわざとギリギリのタイミングで送ってきたのか？　店長と繫つながってるみたいだから油断ならない。

【今日は藍あい夏かの親友が来店するらしいから、その子と連れん絡らく先さきの交こう換かんね！　期待してる！】

「親友……え、女子？」

　木き村むらさんの親友ということは、まず間ま違ちがいなく女子だ。クラスメイトあたりだろうか。

　ドラマとかでカフェの可か愛わいい店員に連れん絡らく先さきを聞く──みたいなのは見たことあるけど、店員がお客さんに話しかけるっていう逆パターン。

　いや、そんなの絶対無理じゃん！

　当然やれるでしょ？　みたいな文面だけど、めちゃくちゃなこと言ってないですかね……。

「お疲つかれ様さまでーす……」

　テンションが下がっていくのを自覚しながら入店し、奥おくのロッカールームへ。すると既すでに着き替がえを済ませた木き村むらさんが部屋の中心のテーブルに腰こし掛かけていた。そんでもって、うちのメニュー表とメモ用紙がそのテーブルの上に置かれている。

「……あ」

「お、お疲つかれ様さま。メニューなんか読んでどうしたの？」

「メニューの名前と略りやく称しようを一いつ致ちさせて覚えないとハンディが使えないので。早く覚えなきゃと思って……」

「あっ、そっか。ハンディに表示されるのって略りやく称しようだもんね」

　やわらか国産牛のデミグラスハンバーグなどとはとてもあの小さな端たん末まつに表示できない。略りやく称しようで書かれているため、正せい式しき名めい称しようだけで記き憶おくしても不十分なのが大変なところだ。

「早く自分でオーダー取れるようにならないと……。ってごめん！　着き替がえるんだよね、すぐ出る」

「ごめん、覚えてたところだったのに」

「ううん。こっちこそ」

　木き村むらさんはメニュー表を片手に足早にロッカールームを後にする。

　なんだか昨日までと態度が違ちがう。具体的に言うと、僕ぼくのほうを向いて初めて喋しやべってくれた気がする。

「あ、メモ……」

　着き替がえ始はじめてから、木き村むらさんがテーブルの上のメモを忘れていったことに気づく。見させてもらうと、メニューの略りやく称しようについてびっしりと記されてある。

　ちゃんと覚えようとしててすごいな。僕ぼくなんて覚えるのにすごく時間がかかったし、こんな努力をしたこともなかった。

　そして思う。木き村むらさんってこんな字を書くんだ、と。

　女子っぽいと言ったら偏へん見けんかもしれないけど、もっと丸っこい字を書くのかと思っていた。でもそうじゃなくて、達筆で「とめ」「はね」がすごく強調されるような字体だ。木き村むらさんについての新しい発見だ。

「やっべ。もうこんな時間だ……！」

　いけない、こんなにメモに見入ってる場合じゃない。仕事の時間だ。

　着き替がえを終えてホールに出たときには、さっき櫻さくら子こさんから課題を出されたことなどすっかり忘れていた。







　課題の存在を思い出したのは、まさしく木き村むらさんの親友だというその女の子が来店した時だった。それまで本当に忘れていた。

「いらっしゃいませ──って、美み波なみ！」

「やっほ～藍あい夏か。ごめんね、家で動画見てたら遅おそくなっちゃった」

「うんうん。来てくれてありがと！」

　ちょうど近くにいた僕ぼくの耳にその会話が聞こえて振ふり向むくと、出入口のところには、なにやらガーリーな服装をした女の子の姿が。

「えーっと……あそこの席空いてる！　案内するね！」

「どうも～」

　最初にその子を見て僕ぼくが率そつ直ちよくに思ったのは、モデルさんみたいだなということ。

　僕ぼくと同じくらいはあるんじゃないかという背せ丈たけに、スカートから伸のびるすらっとした足は細く、そして長い。スタイルが抜ばつ群ぐんにいい。

　髪かみも少し巻かれたロングヘアで、それがまたスタイルを強調しているように見える。

　それとぬいぐるみがデカい！　リュックについているクマ、プーマの筆箱三つぶんくらいのサイズがあるぞ……。

　席まで案内した木き村むらさんは、ついでに三十秒ほど彼かの女じよと話はなし込こんだのち、一いつ旦たん裏のほうへと戻もどってきた。

「友達？」

「うん、わたしの親友。荻おぎ野の美み波なみっていうの。可か愛わいいでしょ、読者モデルもやってるんだよ」

「へえ……」

　さっきモデルさんみたいと思ったけど、本当にモデルだったのか！　僕ぼくの目の付け所も意外と間ま違ちがっていないのかもしれない。

　そっか、ああいう女の子が木き村むらさんの一番の友達──親友なんだ。

　制服を着ていながらも、どこか普ふ通つうじゃないオーラがある。それはリュックについている大きいぬいぐるみのせいなのか、あるいは巻かれた髪かみのせいなのか、はたまたどこか堂々とした振ふる舞まいのせいなのか──。

　店には女子高生も多く来店するけれど、その中でもどこかインパクトのある子……というのが、僕ぼくが木き村むらさんの親友──荻おぎ野のさんを見て思う第一印象だ。

「あ、美み波なみの注文！　行ってくる！」

　荻おぎ野のさんの席のボタンが押おされるや否いなや、木き村むらさんがすかさず駆かけていく。櫻さくら子こさんに対する態度に近いのを見るに、とても好きなんだろうな。

　木き村むらさんは注文を取りながら荻おぎ野のさんと談だん笑しようしている。ここから見ている感じだとハンディの使い方にかなり苦労しているようだけど、大だい丈じよう夫ぶだろうか。

「……オーダー取れた？」

「どうだろ、多分平気だと思うけど……」

　戻もどってきた木き村むらさんに訪ねると、間ま違ちがいがないかやや不安な様子。

「厨ちゆう房ぼうの伝票と照合してきたほうがいいかもね」

「う、うん……！　そうする！」

　ハンディに入力したオーダーは即そく座ざに厨ちゆう房ぼうに送信され、紙に印刷された情報となって出力される。それをもとに厨ちゆう房ぼうは各グループで分担して料理を作っていくという流れになる。

　その伝票と齟そ齬ごがないか確かく認にんすれば問題ないだろう。僕ぼくも最初は不安でよく確かく認にんしていたものだ。

　藍あい夏かは三十秒と経たたずに戻もどってきた。

「大だい丈じよう夫ぶそうだった……！」

「そっか。よかったね」

　最初はそうやって一つ一つ覚えていくしかない。それでいい。

「なあ藍あい夏か。ちょっといいか？　ゴミの扱あつかいについて教えたいんだけど」

「あ、はい！　今行きます！」

　と、そこで店長から呼び出しがかかる。ゴミの分別や処理についての説明だろうか。

　藍あい夏かはホールを一いつ旦たん離り脱だつし、裏のほうへ消えていく。まあ今はそんな忙いそがしい時間帯でもないし、問題なさそうだ。

「できたぞー。ナオ頼たのむわ」

「はい、了りよう解かいです！」

　しばらくして、厨ちゆう房ぼうから声をかけられる。

　ええとこのパフェは……あ、荻おぎ野のさんの注文したやつだ。

　木き村むらさんが戻もどってきていれば木き村むらさんに託たくしちゃうほうがいいんだろうけど、まだ店長のほうに行っているみたいだし、僕ぼくが行くか。

「──お待たせしました。いちごサンデーパフェです」

「はぁ～い。ありがとうございまぁ～す」

　なんとも間延びした声。こういう女子高生、お客さんでもたまにいるよなぁ、という印象。

「伝票のほうこちらに挿さしておきます」

　最後にそう告げ、僕ぼくはその場を立ち去ろうとする。

　しかし──それは阻はばまれた。

「あの、みな……なんだっけ、ナントカナオせんぱいですよね？」

「えっ……。そ、そうですけど……」

　なんだよ、ナントカナオせんぱいって。東南アジアの人名かな？

「あたし、藍あい夏かの友達なんですけど。藍あい夏かからよく聞かされるんです、ナオせんぱいのこと」

「は、はぁ……」

　うわー……。めっちゃボロクソに言われてるのかなぁ……。

　着き替がえ覗のぞかれたとか、意い思し疎そ通つうが取れないとか、もっと単純にチビとかキモいとか消えろとか死ねとか……。
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「藍あい夏かが言ってましたよ。お姉さんから言われて働き始めた先に同い年のナントカナオって人がいて、その人は前に本屋でぶつかったみたいでどうこうって」

「間ま違ちがってはないですね……」

　それにしても曖あい昧まいな情報多くない？　僕ぼくの苗みよう字じを覚えてないの、荻おぎ野のさんじゃなくて情報源の木き村むらさんのほうだったの……？

「へぇ～。それがあなただったんですね～」

「あっ……お友達ってことだけど、木き村むらさんのクラスメイト？」

「いえ！　学年で言うとあたしのほうが藍あい夏かより一つ下なので、一応後こう輩はいですね」

「あっ、後こう輩はいなんだ」

　なるほど。それで僕ぼくのことを「せんぱい」って言ってるのか。木き村むらさんの後こう輩はいということはすなわち僕ぼくよりも一個下──高校一年生ということになる。

　それにしても、喋しやべり出だす前に「えっ」とか「あっ」みたいな感じで一いつ旦たんどもるの、陰いんの者ものっぽさがすごいから早くやめたい。

「でも先せん輩ぱい後こう輩はいってよりは、幼おさな馴な染じみって感じなんですよね～。もともと北海道で近所に住んでいて、家族ぐるみで一いつ緒しよに遊んだりしてたんです。小学生の時、あたしだけ家庭の事情で東京に引ひっ越こしちゃったからしばらく会ってなかったんですけど」

「なるほど、そういうことなんだ」

　櫻さくら子こさんが言ってたな。北海道出身だって。

　荻おぎ野のさんの引ひっ越こしでしばらく離はなればなれになっていたけど、高校入学に合わせて木き村むらさんもこっちに来たことでしばらくぶりの再会──と。なんだかドラマチックだなぁ。

「ということは、櫻さくら子こさんとも知り合い？」

「はい、そうですよ～！　てかナオせんぱいも櫻さくら子こさんとの面識があるんですね！」

「う、うん。一応ね……」

　僕ぼくと木き村むらさんと櫻さくら子こさん、そして荻おぎ野のさん。これで四人がそれぞれ共通の知人ということになるな。

「……あ、ごめんなさい。バイト中なのに呼び止めちゃって。藍あい夏かが言うナオせんぱいがワンチャンイケメンじゃないか気になっちゃって。ぴえんです」

「ぴえん……」

「はい、ぴえんです」

「イケメンじゃなくてごめんなさい……」

　言いにくいことをぴえんで済ませるのやめてくれない？　今のは完全に「見たらイケメンじゃなくて残念です」の意味だったよね？

　──でも、僕ぼくはこの荻おぎ野のさんと連れん絡らく先さきを交こう換かんしなくちゃいけないんだよな。

　会話中もずっと念頭にあった。櫻さくら子こさんから課されているミッションが。

　どうしよう。荻おぎ野のさんは会話を切り上げようとしている。さすがに店員と喋しやべりすぎたと配はい慮りよしてくれてのものだろう。

　もう一度タイミングを改めて話しかけに来て、その時を狙ねらうか？

　いや無理だ。今はたまたま木き村むらさんがいないから僕ぼくが来ただけで、このチャンスを逃のがせば木き村むらさんに役割を取られてしまうのは目に見えている。

　今が最初にして最後の機会だ。次は、ない。

　でもここから会話を広げて機を窺うかがうのも難しい。

　……どうしよう、これは完全に詰つんでないか？

　でもここで失敗したら櫻さくら子こさんから何と言われるか。そのくらいもできないのかと笑われるに違ちがいない。それは嫌いやだ。

　クソ……ッ！　やるしかないか。

「……荻おぎ野のさん」

「はぁ～い。なんですか？」

「あの……あの……」

「……？」

　言え！

　機転を利きかせた案など、経験値ゼロの僕ぼくが思いつくわけないだろう？

　だとしたら、言うしかないだろ。飾かざらず、直ちよく截せつ的てきに。

　言え！　だから言え！

　僕ぼくが持っているカードなど、一枚だけしかないのだから。

　ほら、水み無な瀬せ那な央お！

「──連れん絡らく先さき、教えてください！」

　……言った。

　口にしたのは用件だけ。他の情報や適当な言い訳は一いつ切さい並べることなく、目的達成に必要なことだけを率そつ直ちよくに。

　やっちまったと思った。

　こんなのドン引きだろ。いきなり店員がこんなことを言ってきたら、誰だれだってぎょっとするにきまってる。

　どうして僕ぼくはもっと上手に生きられないんだ……。

「ふふっ……ふふっ……。あは、あはははははははははははははっ！」

「へ……」

　一いつ瞬しゆん、何が起きたのかわからなかった。

　荻おぎ野のさんがお腹なかを抱かかえて笑っていた。テーブルの下の足をバタつかせ、可か愛わいらしい声を出しながら。

「なんですか、それ！　めっちゃ緊きん張ちようした感じで溜ためるから何かと思ったら、連れん絡らく先さき……連れん絡らく先さきって……きゃははははははっ！」

　引き続き笑い続ける荻おぎ野のさん。賞レース優勝コンビの漫まん才ざいを見たってこんなにはならないんじゃないかという勢いだ。

「いいですよ、交こう換かんしましょ。ヤバい、めっちゃ草。ぷっ……」

「あ、ありがとう……」

　やった、成功した……！

　でも今はそれ以上に肩かたで息をするほどに笑っている荻おぎ野のさんの印象が強すぎて、達成感が湧わいてこない。

「今スマホ持ってないですよね。ＩＤ書いとくんで、あとで追加しといてください。あ、ゼンリーも同じやつなんで、そっちも追加しといていいですよ」

　テーブル脇わきの紙ナプキンに自身のＩＤを記し渡わたしてくれる。

「ぜ、ぜんりー……？」

　ぜんりー……ナニソレ……？

「ゼンリー、知らないんですか？　位置情報を共有できるアプリですよ。交こう換かんすると、相手が今どこにいつからいるのかわかるんですよ～」

「いや。ちょっとゼンリーはやらないかな……」

　え、怖こわっ。そんなのが女子高生の間で流は行やってるの？

「そうですか、ぴえんです。でも、よろしくお願いしますね？　せ・ん・ぱ・い？」

「っ……」

　上うわ目め遣づかいで言われ、思わず後ずさりしてしまう。

「あっ～！　パフェ溶とけちゃってるじゃないですかぁ～！　ねえ、これじゃストーリーに上げられないんですけど！」

「それは知らないよ……」

　溶とけたことそれ自体へのクレームではなく、映ばえないことへのクレームというのがなんとも荻おぎ野のさんっぽいが、僕ぼくに言われても……。

　──それはともかく。

　どうにか櫻さくら子こさんから言われた通り、連れん絡らく先さきの獲かく得とくには成功できた。

　それに辿たどり着つくまでの手段はちょっとアレだったかもしれないけど、成功は成功だ。

　女子とコミュニケーションを取るのって本当に大変だ。ぴえん。
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　今日のバイトは午後十時までだった。

　学校のある平日はだいたい五時間か六時間の勤務が基本で、週に二回か三回程度。そのくらいのペースでシフトに入っている。

「お先上がります。お疲つかれ様さまでした」

　着き替がえを済ませ、厨ちゆう房ぼうのほうにも一声かける。

　店外に出ると当然だけど空は真っ暗で、飲み屋やカラオケの看板がチカチカと光っている。

　今日はお客さんの数も多くなく仕事自体はそんなに忙いそがしくなかったはずなんだけど、体感では結構な疲ひ労ろうがあったなぁ……。

　理由は言うまでもなく荻おぎ野のさん。櫻さくら子こさんからの課題をクリアしなければならないというプレッシャーのもと、いかにもカースト上位ですという女子高生を相手に話したのだ。自分で言うのもあれだけど、わりと頑がん張ばったんじゃないかと思う。

【どう？　いけた？】

　駅までの道すがらスマホをチェックすると、一時間ほど前に櫻さくら子こさんからメッセージが届いていた。

　電車に乗ったら返信しておこう。いけましたと。

　成果はともかくとして、真正面から連れん絡らく先さき交こう換かんを打だ診しんしたと言ったらめちゃくちゃ笑われるだろうなぁ……。それこそ、荻おぎ野のさんみたいにお腹なかを抱かかえて。

「……ねえ！」

「うわっ!?」

　櫻さくら子こさんがケラケラと笑う顔を想像して渋しぶい顔を浮うかべていると、背後から勢いよく声をかけられた。

　声の聞こえ方からして、絶対に僕ぼくだよな……？

「……ねえ。ちょっといい？」

「木き村むらさん……」

　振ふり返かえると、そこに立っていたのは木き村むらさんだった。学校の制服姿で、マスクを顎あごに下ろすといういつものスタイル。

　僕ぼくと同じく十時にバイトが終わって帰るところなんだろうけど、雰ふん囲い気き的てきになんだか怒おこっている様子。何かしちゃったかな、僕ぼく……。

「これ、何？」

　そう言って、藍あい夏かは自身のスマホを僕ぼくの眼前に突つきつけてくる。

　表示されているのは誰だれかとのトーク画面のようだけど……。

「これ、美み波なみからのメッセージ。何したの？」

「ええと……」

　画面の左側から出ている吹ふき出だしの内容を読んでみる。

【ナオせんぱい、めっちゃ変な人ｗｗｗｗｗｗｗｗｗ　やば、めっちゃ草!!!!】

　送信時間は今から三時間ほど前。ちょうど荻おぎ野のさんが退店した直後くらいのタイミングにあたる。

　このメッセージへの返信を木き村むらさんはまだしていない。どうしたものかと迷っているのかもしれない。

「ねえ、何したの？」

「い、いや……」

　むすっとした表情で僕ぼくに迫せまる木き村むらさん。不快であることが如によ実じつに伝わってくる。

「ふ、普ふ通つうに話してただけだよ……」

「普ふ通つうだったら変な人にならないでしょ？」

「う……」

　実際、普ふ通つうではなかったとは思う。

　自分でも連れん絡らく先さきをもらうまでのくだりは普ふ通つうではなかったと思うし、草を生やしすぎなことを除けばこういう印象になってしまうのもやむを得ない。

「ねえ、何したの？」

　木き村むらさんは同じ質問を繰くり返かえしてくる。怖こわい……。

「いやっ……。僕ぼくが変なこと言っちゃって、そしたらツボにはまったみたいで……」

「変なことって何を言ったの？」

「それは……」

　だめだ、追つい及きゆうが厳しすぎる……。

　木き村むらさんがどうしてそんなに怒おこっているのかわからなかった。確かに気にはなるメッセージ内容かもしれないけど、事細かに問とい詰つめなくたってよくない……？

　ちゃんと説明しろと言われれば説明できなくもない。荻おぎ野のさんがこんなに笑っている理由は間ま違ちがいなくあの件だろうから。

　でも、言いたくないというのが僕ぼくの感情だった。

「……もういいよ。聞いてもわかんなそうだし」

　何も言うことなくずっと黙だまり込こんでいると、木き村むらさんが折れた。折れてくれた。

「あと、お姉ちゃんとも連れん絡らく取ってたりするみたいだけど」

「知ってるの？」

「うん。だってお姉ちゃん、家で話してくるんだから。ナオがおもしろい、ヘボいところも結構おもしろい……って」

「なんだそれ……」

　いや、ヘボいって……。確かにそうかもしれないけど、わざわざ木き村むらさんにそれを伝えなくたっていいじゃないか。

「お姉ちゃんと仲良いの？」

「仲良いっていうか、たまに連れん絡らく取ったりするくらいだけど……」

　ここはうまいこと誤ご魔ま化かさなければ……！

　櫻さくら子こさんとの関係を知られるわけにはいかない。

「どんなこと話すの？」

「うーん……。でもバイトのこととかだよ。櫻さくら子こさんが働いてた頃ころの話とか教えてもらったりして……」

「たとえば？」

　うおっ、これ以上細かく話さなきゃいけないの!?　問とい詰つめ方かたが半はん端ぱじゃない。

「えー……。なんだろ、なんだっけ……。そうだな、昔は今みたいに完かん全ぜん禁きん煙えんじゃなくて臭くさかったとか……」

「あー。お姉ちゃん、タバコめっちゃ吸うからね……不満なのかも」

「そうなんだ……」

　店長が店内の喫きつ煙えんスペースがなくなって嘆なげいていることから適当にでっち上げた話だったけど、櫻さくら子こさんのタバコ好きに救われた格好だ。

　というか、櫻さくら子こさんってあの歳としでヘビースモーカーなのかよ、見た目はすごく清せい楚そぶってるくせに……。

　でも、どうしてこんなにも木き村むらさんは深く掘ほり下さげてくるんだろう。やっぱり僕ぼくに対する恨うらみがあるのだろうか。

「ねえ。お姉ちゃんや友達に変なことするのやめてよ？　わたしの大切な人だから」

　そう言って、木き村むらさんは肩かたにかけたスクールバッグの持ち手をぎゅっと握にぎりしめた。その瞬しゆん間かんを僕ぼくは見み逃のがさなかった。

「もちろん……！」

　頷うなずきながら考える。

　ずっと木き村むらさんに嫌きらわれているのかと思ってた。何かにつけて当たりが強いことが多く、着き替がえをうっかり目もく撃げきしてしまったことを引きずっているのではないかと。

　でも──そうじゃないのかもしれない。

　もしかしたら。

「木き村むらさんの周りには、素す敵てきな人がたくさんいるんだね」

「えっ……」

　僕ぼくの言葉が意外だったのだろう。木き村むらさんは俯うつむきがちだった顔を持ち上げた。

「だから僕ぼくが迷めい惑わくかけないか心配してるんだよね。うん、変なことしないように気をつける。ごめんね木き村むらさん」

　木き村むらさんは姉想おもい、友達想おもいなのかもしれない。

　その人たちのことを想おもうゆえに、色々としでかしてしまっている僕ぼくに対して不安に近い感情を抱だいてしまっているのではないだろうか。

「別に謝あやまって欲ほしかったわけじゃないけど……。でも、素す敵てきな人だよ。お姉ちゃんも美み波なみもみんな」

「……そっか」

　それまで不ふ機き嫌げんだった木き村むらさんの表情が和やわらぎ、微ほほ笑えみに変わった。

　櫻さくら子こさんや荻おぎ野のさんの名前を挙げる時の木き村むらさんは、とても楽しそうで。本人の言葉通り、大切な人なのだろう。

「ごめん。わたしもさっきは言い過ぎた。つい気になってムキになっちゃった」

「ううん……！　僕ぼくの答えも曖あい昧まいだったし、ごめん」

「あんな言われ方されたら、そうなっちゃうよね。パワハラだった」

「パワハラは違ちがくない？」

「あっ。わたしのほうが新人か……！　じゃあ逆パワハラ？」

「なんだそれ！」

　きゃはははははっ!!

　最後に僕ぼくが突つっ込こむと、不思議と二人の口からは笑い声が飛び出した。

　さっきまでの険悪ムードが噓うそのようだ。東京の夜道で制服姿の男女が哄こう笑しようしているのを見たら通行人は旧知の仲だと思うだろう。

　すごい。僕ぼくがあそこで木き村むらさんの周囲の人が素す敵てきだと言げん及きゆうしたというたったそれだけで、一いつ瞬しゆんにして流れが変わった。

　こんなことってあるんだ。言葉一つで相手のこちらに向ける気持ちって変わってしまうものなのか。

「……藍あい夏かでいいよ」

「え？」

「わたしの呼び名。学校でもみんな藍あい夏かって呼んでくるから。逆に木き村むらさんとか呼ばれると、なんか気持ち悪い」

「じゃ、じゃあ藍あい夏かで。うん、藍あい夏か……！」

　下の名前で呼ぶのか。女の子を。

　それが普ふ通つうなのかな？　親しい仲じゃないと下の名前で呼ばなくない？　え、そうでもないのかな？

「わたしもナオって呼んでいい？　女の子みたいだけど」

「絶対それ言われる……」

　もう慣れっこだけど。逆に、この体格で屈くつ強きような名前をつけられても、そっちのほうが違い和わ感かんがすごい。

「わたしのゼンリーのＩＤもあげるよ。美み波なみと交こう換かんしたんだって？」

「藍あい夏かもやってるんだ、それ……」

「仲良い子とは繫つながってるよ。休みの日にたまたまどっちも渋しぶ谷やにいて、合流して遊ぶみたいなこともあるし、便利だよ」

「なるほど。便利なのかぁ……」

　うーん、そういうものなのか？　まだ大だい丈じよう夫ぶかなって疑念はあるけれど、仲の良いい人とは繫つながるやつっていうのを無む碍げにするのは良くない気もするし……。どうせ家か学校かあるいはバイト先にしかいない人生だし、インストールしてみようかな。
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　──結局。

　僕ぼくたちはその後もくだらない会話をしながら駅まで歩いていった。

　家の方角が上りと下りで逆だったからホームで別れることになったけど、なかなか弾はずんだ会話だったと思う。

「……藍あい夏か、いいやつじゃん」

　上り電車に乗のり込こんだ藍あい夏かを見送ったあと。

　耳に届いた自分の声にびっくりする。気づいたらそう呟つぶやいていた。

　藍あい夏かを彼かの女じよにする──。

　その意味不明なミッションの達成にはまだ程ほど遠とおいけど、ちょっとは仲良くなれたんじゃないかな。

　もっと気合いを入れて櫻さくら子こさんに師事してみてもいいかもしれない。

　今日の僕ぼくは、自分を取り巻く世界を少しだけ変えられた気がするから──。
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　僕ぼくはクラスの中心にいるような人気者でもないけど、かといって教室の隅すみでじめじめしているタイプの学生というわけでもなかった。

「おい！　放課後に体育館使えるらしいけど、バスケでもやるか？　今日はバレー部が練習試合で出かけるから空いてるんだって。職員室行って確かく認にんしてきた！」

　昼休み。

　みんなの輪に混じってお弁当を食べていると、すごい勢いで教室に駆かけ込こんできたクラスメイトが教室中に有益情報を拡散する。

「いいね。やろうぜ！」

「えー、おれ今日デートなんだけど」

「ＡＶ女優でシコるのをデートとは言わないぞ」

　これが男子高の日常だ。

　使い古された下ネタと、それに対する同じようなツッコミ。それらが毎日のようにどこかで生まれ、その場で消費されていく。定型句だけで会話が成立するネット掲けい示じ板ばんのようなノリが学校全体で繰くり広ひろげられている特とく殊しゆな空間だ。

「でもテストそろそろじゃね？」

「言うて二週間後だろ。どうせ帰ったってエロ動画見るしかねえじゃん」

「それはそう」

　教室にはいくつかグループがある。

　わかりやすいのが運動部と文化系のグループだ。クラスにおいて中心を担になうほうと、日ひ陰かげ者ものの集まりのほう。

　そしてもう一つの勢力が、僕ぼくも一応所属している中間グループ。

　運動部などの忙いそがしい部活には所属しておらず、文化部だったり帰宅部だったりするけどよく放課後に遊んだり教室に残ってはしゃいだりするグループだ。あるいは、この世で一番無益な集団とも言う。

　普ふ段だんは運動部が使っている放課後の体育館が空いたと聞けばバスケをやるぞと意い気き込ごむような、暇ひま人じんたちの集まりである。

　そんなグループの僕ぼくも一員……なのだけど……。

「放課後やる人！　挙手ッ！」

「いち、に、さん、よん、ごー、ろく、なな……うん、七人だな」

「まーたそうやってナオのことをハブいたら可哀かわい想そうだろ！　そういうのがいじめに繫つながるんだぞ！」

「あれ？　ナオいたんだ」

「いたよ！　ずっとここでみんなと弁当食べてるでしょ！」

「すまん。ちっちゃくて気づかなかったわ」

「えー……」

　そう、いつもこんな感じ。

「マイノリティに配はい慮りよしないとダメだろ！　ナオはちっちゃいんだから！」

「そうだぞ。ナオは一六〇センチしかないんだぞ！」

「一六二センチだから！」

　僕ぼくはいわゆる「いじられキャラ」なのだ。

　男子の中で背が低くみんなと違ちがって小こ柄がらな僕ぼくは、気づくと教室の中でこういうポジションになっていた。なってしまっていた。

「あーもう！　僕ぼくがチビなのが悪いんです！　すいませんでしたぁー！」

　でも、僕ぼくはこの立ち位置をなんだかんだ悪くないと思ってるし、ましてやいじめられているとは思っていない。

　もちろんそう言われて嫌いやな人もいるだろうけど、僕ぼくに限って言えばそういうキャラで受け入れられているし、誰だれも悪意を持っていじっているわけではないから。

　ナオもいたんだ、みたいなのはもはや定番すぎて、そうされないと逆に不安になっちゃうくらいだ。

「じゃあナオも入れて八人？　あと適当に他クラスも誘さそえば二チームくらいにはなりそう？」

「だな。じゃあ先生に使わせてくれって言いに行くか」

「あのー……ちょっとごめん」

「ナオ、どうした？　バスケにリベロはないぞ？」

「いや、そうじゃなくて……。ちょっと今日の放課後は用事が……」

　今更ですごく言い出しにくいんだけど。

　ツッコミのほうを優先した結果、タイミングを見失ってしまったんですけど……今日、行けないんです……。

「バイトか？」

「うん、まあそんな感じ……」

「サボっちまえよ、そんなの」

「さすがに無理！」

　まあ、バイトではないんですけどね……。

　でもそう言ってしまうのが一番手っ取り早いし、それに僕ぼく自じ身しん、今日の放課後に何があるのか知らないからどうしようもない。

　ただ一つわかっているのは、間ま違ちがいなく変なことが起きるということ。

　──なぜかって？

　櫻さくら子こさんに呼び出されているからだ。

　今日の午後五時。必ず渋しぶ谷やに来るように、と。
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　午後五時。渋しぶ谷や駅えき。

　早く着くのも遅おくれて行くのも嫌いやだったので、集合時刻の三十秒前くらいに待ち合わせの場所に行くと、そこには既すでに三つの人ひと影かげがあった。

「やっほー。迷ったのかと心配したよ、ナオ」

「やっぱり最後の一人ってナオだったのね」

　そこにいたのは呼び出し主である櫻さくら子こさんと藍あい夏かの姿。

「せんぱい、こんにちは。ゼンリー、三人が集結してますね～」

　荻おぎ野のさんの姿もある。言われて、僕ぼくもインストールしたてのゼンリーを開いてみると、三人が渋しぶ谷やの中心地で会っている様子が表示されている。なるほど、リアルの知人と繫つながるぶんにはちょっと面おも白しろいアプリかもしれないな……。

　二人は私服だった。藍あい夏かは安定の黒コーデで、荻おぎ野のさんはピンクでふりふりした感じのやつ。そして櫻さくら子こさんはジャケットを着ていて、いつもよりもかっちりとした印象。あれれ、僕ぼくだけ制服なんですね。

　はて、なんの集まりだ……？

「ねえお姉ちゃん！　結局、今日はこれから何するの？」

「おしゃれなバーとかですかぁ～？」

　どうやら藍あい夏かや荻おぎ野のさんも聞いてないらしい。

　僕ぼくだけドッキリにでもかけられているのだとしたらどうしようと思ったけれど、その線はないっぽい。みんな横並びに焦じらされている。

　えー、何だろう……。渋しぶ谷やってことは、やはり荻おぎ野のさんの言うようにバーとか個室とかの食事会だろうか。いや、だとしたらわざわざサプライズにせずとも、普ふ通つうに用件を言って呼び出してもいいのか。

　あえて隠かくされて呼び出された時点で、恐おそらく普ふ通つうのことではなさそう……櫻さくら子こさんのことだし……。

　その覚かく悟ごができていたぶん、まだ良かったかもしれない。

「じゃあ発表するね。今日はこの四人で街コンに行くよ～」

　まち……こん……？

　なんだっけ、それ……。

「ナオは知ってる？　街コン」

「ええと。なんか出会い系？　のあれでしたっけ……？」

「んー。間ま違ちがってないけどあんまりピンと来てない感じ？」

「……はい」

　聞いたことがあるような、ないような……。語感自体はどこかで耳にしたことがあるんだけど、その実体はまるで知らない。

「はぁーい、あたし知ってます！　男子と女子がお酒とかを飲みながら知り合って、恋こい人びと探さがし～みたいなイベントのことですよねっ！」

「美み波なみちゃん正解。だいたいそんな感じだね。今日の街コンはアルコールの提供なしだから、イメージしてるよりは気楽だと思うけど」

「マジでそれに行くんですか、僕ぼくたちが……」

　荻おぎ野のさんは見るからにテンションが上がった様子だけど、僕ぼくと藍あい夏かの二人はきょとんとしてしまっている。

　いやだって、何がどうなってこの四人で恋こい人びと探さがしの旅に出かけることになったの？

「お姉ちゃん、どういうこと……？　わたしに彼かれ氏しを作らせたいの……？」

　僕ぼくと同様に櫻さくら子こさんの意図が摑つかめないでいる藍あい夏か。猜さい疑ぎ心しんの籠こもった瞳ひとみで姉を見つめる。

「ああ、ごめん。ちゃんと説明する。今日はね、ちょっとサクラをやってもらいたいんだよ、街コンの」

「サクラ？」

「うん。今日の街コンの主しゆ催さい者しやが私の大学の友達で、今日がその一回目なんだけど。まだ知名度がいまいちで、もう少し参加人数が欲ほしいってことらしいんだよ。レポートの代筆とかで色々とお世話になってたりするから協力してあげたくてさ」

「ああ、そういう……」

　僕ぼくらは参加者のふりをした運営側の仕し込こみ役やくっていうことか。

　いや、だとしてもどうして僕ぼくや藍あい夏かなんだ？　という疑問はある。櫻さくら子こさんの人脈がどうなってるのか知らないけど、もっとサクラに適切な知人は他にいるように思える。

「そういう理由だったんですねー。いいですよ、あたしは櫻さくら子こさんのためなら何だって協力しますよっ！」

　わけを知り、なおさら乗り気になる荻おぎ野のさん。初めて会った時も櫻さくら子こさんにだいぶ好意を寄せているようだったけど、なるほど二人はこういう距きよ離り感かんなのか。

「お姉ちゃんの事情はわかったけど……どうしてわたしなの？」

　一方の藍あい夏かは僕ぼくと似たような疑問を抱だいたらしい。櫻さくら子こさんが株を上げておきたいということだとしても、だからって姉のことしか興味がない藍あい夏かを引っ張り出すことには疑問がある。

「ごめんね、藍あい夏か。でも可か愛わいい子が欲ほしいって言われちゃったから、自じ慢まんの妹が思おもい浮うかんじゃったんだよ。もちろんサクラだから、寄ってくる男がいたら適当にあしらっちゃっていいからね」

「……ほんとに？」

「うん、本当。それに、美み波なみちゃんとペアでの行動だし、私も近くで見てるから。何か起こるようなことは絶対にさせない」

「……わかった。お姉ちゃんを信じる！」

　櫻さくら子こさんはしっかりと藍あい夏かの目を見て言葉を絞しぼり出だした。それがしっかりと届いたようで、藍あい夏かはゆっくりと頷うなずく。

「ナオもそういうことなんだけど、オッケー？」

「わかりました。僕ぼくも平気です」

　正直なところ不安しかないけどね！

　何だよ街コンって……。

　知らない女性と交流してあわよくば……みたいな場所なんでしょ？　事前準備もなしにそんなイベントに放ほうり込こまれたら心臓止まっちゃうよ。いや、事前準備があったところでって話ではあるけど。

「とりあえず今日の趣しゆ旨しとしては、大学生や専門学生……要は高校を卒業してる二は十た歳ちくらいの学生だけの集まりってことになってるのね。だからみんなには、大学生や専門学生のふりをしてもらおうと思ってる。私のほうでそれっぽい設定は作ってきたから、みんなはそれを演じて乗り切ってくれればいいから。本当に数合わせ程度に思ってもらえれば」

　櫻さくら子こさんはそう言って、僕ぼくらにその設定とやらが書かれたメッセージを一いつ斉せい送そう信しんした。

　ええと僕ぼくは……櫻さくら子こさんと同じ京けい王おう大学に通う一年生の十九歳さい。専せん攻こうは社会学。めんどくさくてサークル等などの学生団体に所属しなかったことを今になって後こう悔かいしている。男子高出身で彼かの女じよができたことがなく、自分に自信がない。

「半分くらい実際のナオの設定だね、これ」

「後半ほとんど一いつ緒しよじゃないですか！」

　めんどくさくて部活に入らなかったし、男子高なのも一いつ緒しよ。そして彼かの女じよができたこともなければ自信もない。……悲しくなってきた。ひどいな、今の僕ぼくって。

　話を合わせられるように、京けい王おう大学の公式サイトくらいは軽く目を通しておこう……。

「あたしと藍あい夏かは美容学生なんですねー！」

「うん。二人とも可か愛わいいしおしゃれだから不自然さはないかなって。メイクも大人っぽいし高校生には見えないよ」

「ほんとですか!?　ぴえんです！」

「ぴえんだね～」

　便利だな、ぴえん。こういう時にも使うの？

　二人は同じ美容系の専門学校に通う十九歳さいで、ファッションやネイルなど満まん遍べんなく学んでいるというのが基本情報。通っている学校が美容なだけに、女子ばかりで出会いがなくて困っているため参加したということになっている。こちらも無難なところか。

　それはいいとして、僕ぼくがもう一つ気になっていることがある。

「ていうか、学生限定の街コンなんてのがあるんですね」

「そうそう。最近は学生限定以外にも『○○歳さい以上』『ぽっちゃり好き向け』なんていうニッチな街コンも多いんだよ」

「業ごうが深いな……ぽっちゃり……」

　世の中には色んな人がいるのだなぁ、みたいな気持ちだけで留とどめておくことにしよう。

　学生だったら出会いあるでしょと思いがちだけど、実際僕ぼく自じ身しんが男子高で女子など一人もいない環かん境きようで生活しているから、意外と需じゆ要ようがあるのかもしれないな。知らんけど。

「──ということで、みんなよろしくね！　じゃあ会場、向かおうか」







　これは言うまでもないことだけど、僕ぼくには当然のように課題が出た。

「じゃあ今日はナンパして連れん絡らく先さきの交こう換かんを成功させること！　頑がん張ばってね！」

「まあ、薄うす々うす予感はしてましたよ……」

　どうせそんなところだろうなと思っていたから、もはや驚おどろきはなかった。むしろ想定していた以上のことを言われなくて安心してしまった節すらある。

　会場となるレンタルスペースの控ひかえ室しつで、僕ぼくと櫻さくら子こさんは話はなし込こんでいた。

　さすがに制服ではまずかろうと櫻さくら子こさんが事前に用意していた服に僕ぼくは着き替がえさせられる。バイト先の制服のサイズを店長から聞き出し、用意したらしい。本当にそういうところに抜ぬかりがないよなあ、この人は……。

「櫻さくら子こさん、だいぶいつもと違ちがうメイクしてますね」

「まあね～。ちょっと最近人気出てきて、顔知ってる人もいるかもしれないし」

　いつもの櫻さくら子こさんは白とかベージュとか、そういう清せい楚そ系けいのイメージを想起させる服装でいることが多い。

　けれど今日はなんというか……ホス狂ぐるいとかしてそうな、治安の悪そうな感じで統一している。

　櫻さくら子こさんは大学に通いながら、インフルエンサーとして収入を得ている。

　若い世代向けにＪ─ＰＯＰをＢＧＭに踊おどったり、流は行やりのコスプレをしてみたり、動画を投とう稿こうしたり。本当にオールマイティに色んなメディアで自身を発信している。

　最近は企き業ぎよう案あん件けんの仕事なんかももらえるようになるほどには人気が出てきていて、それらの収入で藍あい夏かと二人暮らしをしている。普ふ通つうにすごい。

　そして一方の僕ぼくの服装だけど──。

「まあ学生だけのイベントだし、黒のチノパンに白いシャツでいいんじゃないかな。あと軽くワックスだけつけとこうね～」

　櫻さくら子こさんは自分のカバンからワックスのボトルを取り出し手に馴な染じませると、慣れた手つきで僕ぼくの髪かみに束を作っていく。櫻さくら子こさんって普段ワックスつけてないですよね？　どうして手慣れているんですか？　という疑問には触ふれないでおく。

「それでナンパをするって具体的にどうすればいいんですか？　荻おぎ野のさんは藍あい夏かっていう共通の知人がいるからなんとか話せますけど、全く知らない女性を相手にするのはさすがに難易度高すぎですって」

「構えすぎだよ、ナオ。むしろナンパの中でも街コンなんて難易度めちゃくちゃ低いよ？」

「えぇ……」

　何を言ってるんだ、櫻さくら子こさんは……。

「街コンってそもそもどういうイベントなんだっけ？　言ってみて」

「男女が出会いを探して集まるパーティ的な……？」

「そうだよ。前提として、出会い目的ですよっていう合意形成が既すでに達成されているわけ。女性だってワンチャン狙ねらってるし、ワンチャン狙ねらわれたいと思ってる。その時点でハードルが低い──わかる？」

「あっ……確かに……！」

　向こうだって男性と出会いたくて来てるんだ。声をかけることそれ自体は、街コンの空気感として容よう認にんされるというか、推すい奨しようされるべき行こう為いなのか。

「で、でも……！　僕ぼくはそもそも藍あい夏かと仲良くなるんじゃなかったでしたっけ？」

「そうだね。けれどまだ藍あい夏かと親しくなるにはナオの経験値が足りない。Ａという大学に入りたいからって、Ｂという大学の過去問を解くのは間ま違ちがってないでしょ？」

「んー……」

　そう言われるとそうなのか……？　よくわからない。

　櫻さくら子こさんは時折、恋れん愛あいの理論を勉強に例えて説明してくる。その二つは果たして並へい列れつして語られていいことなのか、僕ぼくには判断が難しい。

「そして今回はとっておきの、誰だれでも簡単にできる恋れん愛あい工こう学がくテクニックをナオには伝授するね」

「おっ……！」

　僕ぼくの髪かみを整え終えた櫻さくら子こさん。ニヤリと口角を上げて不敵に微ほほ笑えむ。

　誰だれでも簡単にできる。その魔ま法ほうのフレーズに興味を惹ひかれる。とりあえずクリックしたくなっちゃうやつだ。

「リフレイン。これをマスターするだけで好感度を段だん違ちがいに稼かせげるんだよ」

「りふれいん……」

「そうそれ！」

「……へ？　どういうことですか？」

　いきなり「そうそれ！」って言われても……。

「リフレイン。日本語に直すとどういう意味？」

「繰くり返かえす……でしたっけ？」

「正解。そう、リフレインは繰くり返かえすってこと。私がリフレインって言葉を言ったら、ナオは少し疑った感じで反復してくれたでしょ？　それがリフレインだよ」

「え、そんなのがテクニックなんですか？」

　これまでフレンドシップ戦略やら非モテコミットやら変なことばかり聞かされてきたけど、今回のは極きわめて単純明快。繰くり返かえすだけだって……？

「相手が『今日は疲つかれたんだよねー』って言うとするよね。そしたらこっちは、『そっか。疲つかれたんだね』とオウム返しをする。聞き手に回る時には、これを気をつければ相手からの共感ポイントが稼かせげる。簡単でしょ？」

「そんなのでいいんですか？」

　なんかチープで噓うそくさい感じもするけど、本当なのだとしたら難易度はレベル１とか２くらいだろう。

「女の子はとにかく共感で生きている。それな、そだねー、わかりみが深い──。流行したこういう言葉はすべて共感が根底にある。そういうこと」

「なるほど。リフレインですね、意識してみます……！」

　いいテクニックを聞いた。正直、そんなのが効果的なのか半信半疑ではあるけれど。

　街コン……。一体どんなイベントなのか想像もつかないけど、とにかく櫻さくら子こさんの言うことを信じてやってみるしかない。

　鏡に映るいつもとはちょっと違ちがう自分と頷うなずき合あって、僕ぼくは会場に向けて歩き出した。
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　会場となるレンタルスペースは、学校の体育館の半分くらいの広さだった。

　内装はパーティ会場というより綺き麗れいな洋室のリビングに近い。テーブルがあってソファもあって食しよつ器き棚だなやシンクがあって──といった感じで、アットホームな雰ふん囲い気きだった。

　参加者と思われる人々が少しずつ集まり始めている。だいたいの人は友人と来ているみたいで、その友人と落ち着かなさそうに周囲を見回している。

　ここにいるのは高校を卒業している学生ということだけど、やっぱりみんな年上っぽい感じがするなぁ……。そもそも僕ぼくは小さいし、高校生だってバレたりしないか不安になってくる。それに僕ぼくら、サクラでもあるし……。

「なにナオ、ワックスなんかつけて」

　落ち着かない雰ふん囲い気きにそわそわしていると、藍あい夏かが声をかけてきた。いつものように顎あごにマスクをかけての登場だ。

「櫻さくら子こさんにやってもらったんだよ。変かな？」

「ふーん。お姉ちゃんが……」

　思案顔を浮うかべつつ、僕ぼくの髪かみをまじまじと見つめる藍あい夏か。

「うん、よくきまってると思う！」

「実はこれ、自分でセットしたんだ」

「じゃあ全然きまってない！」

「櫻さくら子こさんが関わってるかどうかで判断してるよね!?」

　逆に基準が明確で清すが々すがしい。櫻さくら子こさんについては全ぜん面めん肯こう定ていするけど、他については否定的というスタンスだ。

「ねえ藍あい夏か。櫻さくら子こさんって、たまにこういうことするの？」

「こういうことって？」

「何というか……今日みたいな感じで、説明なしに集合かけて変なことに巻まき込こむような真ま似ねというか……」

　バイト後にいきなり呼び出された時から僕ぼくはそういう強ごう引いんなところがある人なのだと認にん識しきしているけど、藍あい夏かに対してもそういったことがあるのだろうか。その点が僕ぼくは少し気になっていた。

「ううん。こんなの初めて」

「え、そうなの？」

「でも最近のお姉ちゃん、今までと少し違ちがうというか……よくわかんないんだけど、ママみたいになったと思う」

「ママ……？」

　不思議な回答が飛び出した。

「急に厳しくなった気がする。前まではお姉ちゃんが私の部屋もまとめて掃そう除じしてくれてたんだけど、最近は自分の部屋は自分でやれって言って掃そう除じしてくれなくなったり。洗せん濯たく物ものを畳たたむのも、自分のぶんは自分でって言ってくる」

「あ、ママだそれは」

　これ以上ないママエピソードだ。自分のことは自分でやりなさい……うっ、耳が痛い。

「でも、一いつ緒しよに料理をする機会が増えたのは嬉うれしいかも！　前はお姉ちゃんに頼たよりきりだったけど、一いつ緒しよに作って一いつ緒しよに食べるのがすごく幸せ……！」

「めっちゃいいじゃん。楽しそう」

　料理も平然と作れちゃう櫻さくら子こさん、冷静に考えて超すごいよなぁ……。

　そんな櫻さくら子こさんはと言うと、会場の前方で主しゆ催さい者しやらしき人と何か話はなし込こんでいる。その主しゆ催さい者しやらしき人は少し髭ひげを生やした二十代半ばくらいに見えるけど、いったい櫻さくら子こさんとどういう繫つながりの人なんだろう。

「でもたまに外食するのも好きかな。私がなにか頑がん張ばったりすると、そのご褒ほう美びに綺き麗れいな夜景の見えるホテルとか、夏だとクルーズ船で食事とか」

「ほてる……くるーずせん……」

　ドラマで見るようなやつじゃん、それ。

　僕ぼくにはあまりに縁えん遠どおいものすぎて、すごそうという感想しか出てこない。

「でも街コンなんて、急にどうしたんだろう。お姉ちゃんは友達のためって言ってるけど、それだけなのかな……？」

「うーん……」

　そういった櫻さくら子こさんの変化に加え、今日の街コンへの誘さそいについても藍あい夏かはやはり気がかりに思っているようだ。さっき一いつ旦たんは納なつ得とくした様子だったけど、それでは不完全らしい。

「どうなんだろうね」

　恐おそらく僕ぼくに経験を積ませるという意義が今日はある。けれどそれを藍あい夏かに伝えるわけにもいかず、今の僕ぼくは首を傾かしげるしかない。

「お待たせしました～！」

　と、そこに遅おくれて荻おぎ野のさんが姿を現した。

「あ、美み波なみ！　メイクすごい！」

「えへっ。オトナっぽく顔面工事してみた！」

　目のあたりを自分で指さしながら、満足げに笑えみを浮うかべる荻おぎ野のさん。言われてみると、確かにメイクが変わっている。全体的に濃こくなったというのかな、どう表現すればいいんだろうか……？

「せんぱい。どこが変わったかわかりますか～？」

「ええと……目、だよね？」

「そうじゃなくて！　ビューラーでおめめをぱちぱちにして、マスカラでくるりんとして、アイシャドウでえちえちにしたんですぅ～！　わかります？　ぱちぱちくるりんからのえちえちですよ？」

「わかんないです……」

　途と中ちゆうまでギリギリついていけてたけど、アイシャドウでえちえちのあたりで脳内回路がショートしてしまった。

「せんぱい、ぴえんですよ」

「ぴえんなのか」

　もうなんでもいいや……。

　荻おぎ野のさんとは空気で会話するのが多分最適解だ。深く考えてはいけない。

　そんな話をしていると、会場前方で話はなし込こんでいた櫻さくら子こさんが戻もどってきた。

「──ごめんね、お待たせ。もう始まるってさ」

「お姉ちゃん！　打ち合わせしてたの？」

「まあそんなとこかな。実は私も詳くわしい内容を聞いてなかったから、今聞いてきた」

　大だい丈じよう夫ぶかよ、それで……。

　ひどく急な話だったことが窺うかがえる。僕ぼくに連れん絡らくがあったのも二日前だし。

「はい、こんばんは！　えー、今日は第一回『学生コン０次会』に集まってくださってありがとうございます！　司会を務めさせていただく──」

　櫻さくら子こさんの話していた彼かれがマイクを持ち、導入の挨あい拶さつを進めていく。

　本日が記念すべき第一回であること。今日のこの会というのはあくまで前座であって、ここでの出会いの後が本番だという意味で「０次会」という名前をつけたのだということ、自分が学生だった頃ころを振ふり返かえってもっと出会いが欲ほしかったからこういう場を作ったこと──あとなんか色々と語っていく。途と中ちゆうからは適当に聞き流したのでよくわからない。

「──えー、ということでね！　さっそくスタートしましょうか！」

　あ、話が終わったみたいだ。だいぶ待たされた気がするけども、さっそくスタートだ。

「第一部は自由！　とりあえずドリンクと軽食があるので、それらを自由に食べながらそれぞれ自由に歓かん談だんしてください！　では！」

　何か始まるのかと思ったらまさかの投げやり。

　え、どうしよう……。

「……ナオ」

　困こん惑わくしているところに、櫻さくら子こさんが寄ってきてくれた。おっ、なんかアドバイスをくれるのかな？

「じゃあ頑がん張ばって！」

「えっ、えぇ!?」

　え、放置!?　伝えること、それだけ!?

「藍あい夏かと美み波なみちゃんは二人で立ってれば誰だれか話しかけに来ると思うから、ヤバそうな人じゃなかったら軽く応じてあげて。……一応ね」

「わかったよお姉ちゃん！」

「かしこまりです～」

　と櫻さくら子こさんはこちらの二人にもまた適当な指示を飛ばす。まあイメージだけど、荻おぎ野のさんは男を手玉に取るのが上手そうだから、櫻さくら子こさん以外の人に興味がない藍あい夏かのこともうまくサポートしてくれるだろう。

　それを期待して、櫻さくら子こさんも荻おぎ野のさんを連れてきたのだろうし。

　そして櫻さくら子こさんだけど──すぐに男性に囲まれてしまった。

「こんばんはー☆」

「ちょっと五分だけでいいんで、時間いいですか？」

　……ああ。なるほど。

　櫻さくら子こさんは放置したくてしたのではない。自分がすぐに取り囲まれるようにアプローチをかけられることをわかっていたのだ。もう、自分の力では為なす術すべもないほどに。

　──結論を言うと、第一部は僕ぼくも為なす術すべがなかった。

　リフレインの知識を伝授されたはいいけども、逆に言えばそれだけ。どうやって話しかければいいのか、どうすれば会話が盛り上がるのか。その知識があまりになさすぎた。

　ただただ時間が過ぎる中に呆ぼう然ぜんと立っていた。櫻さくら子こさんが矢や継つぎ早ばやに声をかけられ、それと同じくらいに藍あい夏かと荻おぎ野のさんのペアのもとにも男性が集まっている中、当然、僕ぼくは誰だれにも話しかけることができず、話しかけられることもなく。

「……いやぁ、意外と上手にナンパしてくる男もいたよ」

　やがて解放された櫻さくら子こさんは、少し疲つかれた様子で僕ぼくに話しかけに来た。

「上手って、どういうのが上手なんですか？」

　試ためしに聞いてみる。そういうのを知らなければ、経験値の少なすぎる僕ぼくは太た刀ち打うちしようがない。

「まず最初。タイムコンストレインメソッド」

「タイム……え、なんですか？」

「要は時間制限を提示して安心させるって手法だね。ほら、最初に『五分だけ』って言って話しかけてきた人がいたよね？　あれのこと」

「わざわざ時間制限をかけるんですか？」

　ダラダラと話してしまわないよう、あえて自分にプレッシャーをかけるのが目的だろうか。

「誰だれだって初対面の人には警けい戒かい心しんを抱だくでしょ？　対男性の女性は特にそう。どんな人かわからないし、しつこくされたら嫌いやだなあとか。それを少しでも解消するために、五分で終わることを先に伝えるの。ナンパの常じよう套とうテクニックの一つ」

「あー……。見るだけでいいって言ってくる訪ほう問もん販はん売ばいみたいなものですね」

「言い方が悪いね、ナオ。まあ手法としてはそれと全く一いつ緒しよなんだけど」

　それがタイム……なんだっけ、和訳すると時間制限法みたいなやつらしい。女性の警けい戒かい心しんを和やわらげるためのテクニックであると。

「他にも会話のテクニックで言うと、私でいうと浪ろう人にんしたのをネタにしている感じで鉄板の自じ虐ぎやくを用意しとくとか」

「自じ虐ぎやく……ですか」

　芸人でもイジられて人気が出るパターンもよくあるし、それに近いのかな？

「ナオはチビなのを自じ虐ぎやくできるようになるといいよ。結局、ウィークポイントは最初に言っちゃうのが攻こう撃げき面めんでも防ぼう御ぎよ面めんでも最善策だから」

「わかりました……！」

　確かに、少なくとも学校ではキャラとして小さいことが受け入れられ、それでコミュニケーションが成り立っている。それを外部でもうまく使えるようにしなければ！

「後は、相手をディスるのも意外と効果的だったりするよ」

「えぇ!?　初対面でダメじゃないですか、それは」

「真正面からデブとかブスとか言えってことじゃないよ？　相手のプライドを傷つけないことは大前提で、『なんでやねん！』的なツッコミが返せるようにするってこと」

「ほう……」

「他にも持ち物を褒ほめるとか、なるべく聞き手に回るとか色々とあるけど……一気に言っても覚えられないし、また今度教えてあげるよ」

　どうして櫻さくら子こさんはそんな知識があるのだろう。たとえば男性だったら、それこそナンパのためにそういったテクニックを磨みがいていったということも考えられるけど、櫻さくら子こさんの場合は一体どうしてなのだろう。

「ここからは第二部！　軽いゲームをやってみたいと思います！」

　そんなことを考えていると、仕切り直しのアナウンス。第二部では何か運営サイドからの催もよおしがあるみたいだ。

　まず参加者全員に一枚ずつトランプのカードが配られた。自分の数字を見てはいけないらしく、裏にしたままの状態だ。

「いいですか？　自分の数字を見ることなく、カードを頭上に掲かかげてください」

　司会進行の彼かれに言われるがままに、おでこのちょっと上あたりにカードを掲かかげる。さて、何が始まるのだろう。

「皆みなさんには今から異性とペアを組んでいただきます！　そしてそのペアの数字の合計が高い上位五組に景品を差し上げます！」

　おお～と会場が沸わく。

　プレゼントがあると聞き、僕ぼくも少し胸が高鳴ってしまう。

「いいですか。異性です。女性は男性と、男性は女性とペアを組んでください。それでは……よーいスタート！」

　そしてゲームが開始される。

　ルールは極きわめてシンプル。大きい数字の人を早く見つけて、ペアを組む。ただそれだけ。

　なんじゃそれという感じだけど……これは助かったかもしれない。

「ナオもこれならちょっと動けそうだね。ルールの決まっているゲームなら、アクションも起こしやすいんじゃないかな？」

　櫻さくら子こさんの言う通りだ。ペアどうですかと声をかける。景品ゲットという大義名分もある。第一部の後の巻き返しチャンスとしては、良いいプログラムかもしれない。

「そうですね……ってマジっすか……」

「うん？　どうかした？」

「い、いえ……。なんでもないです……」

　櫻さくら子こさんの頭上にあるカードはクイーン。つまり12だ。おいおい、めちゃくちゃ良いいカードじゃん……。

「あぁ……。まあとりあえず頑がん張ばって、ナオ」

「どうもです……」

　そんな強運の持ち主である櫻さくら子こさんは、虚うつろな目で僕ぼくを見送る。

　んん？

　今の櫻さくら子こさんの反応で、僕ぼくは何かを察してしまったぞ。

「あの、すみません！　ペア組んでもらえませんか？」

「俺おれと！　俺おれと組んでください！」

「お姉ちゃんっ！　わたしとっ！　性別なんて関係ない！　可か愛わいい可か愛わいい妹のわたしとっ！」

　案の定と言うべきか、櫻さくら子こさんのもとにはクイーンのカードに気づいた男性たち（と藍あい夏か）がすごい勢いで群がっていく。

「あちゃー。出で遅おくれちゃいましたね～」

　そんな櫻さくら子こさんを遠目で見ていたのは荻おぎ野のさんだ。

「せんぱい……あ、ご愁しゆう傷しよう様さまです。ぴえんですね」

「薄うす々うす気づいてたけど、やっぱりダメか……」

　僕ぼくと目が合った荻おぎ野のさんは、本当にかわいそうといった瞳ひとみで見つめてきた。

　もうわかったよ。僕ぼくのカード、クソショボいんだろ？

　会場を歩いていて、僕ぼくのほうを見た女性がさーっと躊躇ためらうことなくいなくなっていく。

　恐おそらくエースかあるいはそれに近いカードなんだろうな……。そりゃみんな逃にげていきますわ……。

　しかし櫻さくら子こさん、もともとのスペックが高いうえに運もいいって本当に卑ひ怯きようだな。

「なんかあたし、少し立ち止まられたうえでやっぱいいですって感じの対応を受けるんですよね～。なんなんでしょう」

「……なるほど」

　そう嘆なげく荻おぎ野のさんの数字は８だ。真ん中で区切れば上位の数字にあたるが、ゲームが始まってすぐの状態だともうちょっと良いい人を探したくなる絶ぜつ妙みような数字。

「じゃあ僕ぼくと組む？」

「本気で嫌いやです。そんなことになったら、ぴえんですから」

「あ、はい……」

　ここまで誰だれからも相手にされないの、運とはいえ結構傷つくなぁ……。なんだろう、格差社会をまざまざと見せつけられている気分だ。

「こうなったら数字はいいからイケメンの人にペアのお願いをしてきます。じゃあせんぱい、頑がん張ばってくださいね～。では」

「くそっ……」

　勝利条件を無視してイケメン狙ねらいで遊びに出で掛かける荻おぎ野のさん。

　僕ぼくもイケメンだったら違ちがったかもしれないけど、数字も見た目もこれでは話にならないな、勝ち目がない。

「さあ、そろそろペアが成立したところも増えてきましたかー？」

　司会の人がそう実じつ況きようするように、項うな垂だれている間にどんどんと周りはペアを確定させている。気づいた時には完全に置いてきぼりになっていた。

「やっば……」

　もはや景品どうこうより、まだ一人で会場を彷徨さまよっているのが惨みじめになってきた。

　この感情は焦あせりだ。数字が低いという事実より、周囲に遅おくれを取っている事実に対して、居たたまれない気持ちになっている。

「……あ」

「……あ」

　そんな中、一人の女性と目が合う。

　うまく言えないけど、キャピキャピした女性が多い中で、少しだけ違ちがった感じの女の人。猫ねこ背ぜ気ぎ味みな佇たたずまい。顔を見てみると、垂れ目で不安げな表情をしていた。

　ゲーム開始の盛り上がりからペアが決まり始めて落ち着いてきた会場内。

　静けさが増す中、僕ぼくと同様に困っているんだろうなというのがよくわかった。

　その女性は、今にも手を降ろしたそうに弱々しくカードを掲かかげている。そこに書かれている数字は２だ。

「あの。僕ぼくで良かったらペアになりませんか？」

　考えている暇ひまはなかった。

　もしかしたらまだ３や４あたりのカードの女性なら残っているかもしれない。けれど、自分が目が合ったのち散々無視されてきたように、きっと彼かの女じよもそうされてきたのだと案じると、とてもじゃないがそんなことはできなかった。

「……いいんですか？」

「雑ざ魚こカードの僕ぼくで申し訳ないですけど……」

「そんな！　私のほうこそ、組んでくれるんだったら……！」

「ではお願いしていいですか？」

「はい、ぜひ！」

　よし、なんとかペア成立だ！

「僕ぼくの数字いくつですか？」

「２ですね。スペードの」

「あっ、同じですね。そしたら」

　彼かの女じよのカードはハートの２だ。

　最悪の数字ではなかったけれど、やっぱりそんなものだよな。こりゃ誰だれからも相手にされないわけだ。

「他の人も結構同じ数字って人が多いみたいですね」

「言われてみれば……」

　彼かの女じよに言われて他の参加者の数字に注目していると、櫻さくら子こさんは同じくクイーンのカードを引いた女性とペアになっていた。

　これ以外のペアもだいたいが一つか二つの差の数字で収まっている。
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「結けつ婚こんもこういう感じ……なんですかね」

「ど、どうなんでしょう……。僕ぼくはよくわかんないですけど……」

　思いがけない彼かの女じよの発言に戸と惑まどってしまう。

「ハイスペックの人は選べる立場になるから、ハイスペックの人同士で結ばれるんです。周りがどんどん結ばれていく中で、残った人たちは焦あせり始はじめます。自分もやばい、誰だれでもいいから──って」

「あっ似てる……」

　さっきの僕ぼくはまさにそれだった。

　自分のスペック──数字が低いことはわかりきっていて、早くペアを組むことに必死になっていた。選べる立場になく、誰だれでもいいからと焦あせっていた。

「逆転しようがないのがこのゲームの世せ知ち辛がらい部分かもしれないですね」

「私もそれ思いました。初期値で勝負が決まってる感じ……」

　むごいゲームだと二人で苦く笑しようし合あう。

　ルールは単純明快で最初は楽しそうだと思ったけど、弱いカードを引いてしまった時のやるせなさが異常だ。

「──そういえば自じ己こ紹しよう介かいがまだでしたね」

「ほんとだ……！」

　言われて気づく。なんだか普ふ通つうに会話をしていたけど、まだお互たがいに名乗ってすらいない状態だ。

「僕ぼく、水み無な瀬せ那な央おっていいます」

「桃もも山やまひよりです。あの、おいくつなんですか？」

「高校……じゃない、大学一年生の十九歳さいです」

「学年一緒です！　だからわかります、大学生になったばかりでまだ間ま違ちがって高校生って言っちゃう……」

「うわっ、言いい間ま違ちがえたのバレちゃってた……」

「思いっきり高校って言ってましたよ？」

　あっぶねえ……。設定を忘れてうっかり高校って言っちゃったけど、うまいこと解かい釈しやくしてくれたぞ……！

　そうか、設定上は同級生にあたるのか。だとしたら、あんまり敬語とか使わないほうが良いいかもしれないなぁ……。

「なんて呼んだらいい？」

「ひよりでいいですよ。大学ってわりと友達でも名前で呼ぶし、そんな感じで……！」

「うん……！　ひよりね、ひより」

　へえ。大学生は異性でも名前呼びが普ふ通つうだったりするのか。うーん、全然イメージ湧わかないなぁ……。

「私のほうはなんて呼べばいいですか？」

「ナオでいいよ。僕ぼくも結構下の名前で呼ばれるし。那な央おって女の子っぽい名前で……それにほら、背もすごく低いから！　それでみんなおもしろがって下の名前で呼ぶから、もうそれでいいかなって最近は思ってるんだけど……！」

　今じゃ何とも思わないけど、小学生の時なんかは本当にこの名前が嫌いやだった。体が小さいことも相まって、女かよといじめられたりしたことも少なくない。

　けれど櫻さくら子こさんがウィークポイントは最初に言ってしまえばプラスに持っていけると言っていたし、ここは自分からネタにしていこう。

「えー。私はナオって可か愛わいくていいと思いますよ……！　じゃあ私はナオ……ナオくんって呼んでもいいですか？」

「ナオくん!?」

「嫌いやだったら全然違ちがうのにします……！」

「ううん、嫌いやじゃないよ」

　ナオくんなんて呼び方するの、親しん戚せきのおばさん以来かもしれない。でも意外と悪くないというか、ちょっと気に入りそうな自分がいる。

「あと同い年だしタメ口にしよ……！」

「うん、わかりま……わかった。私もタメ口でいくね」

　本来の年ねん齢れいであれば年上の人に敬語を使われているのがくすぐったかった。これで呼び方も決まり、少し話しやすくなるだろう。

「ナオくんってほんとに同い年？　失礼かもしれないんだけど、年下の子っていう感じがするかも……」

「ほんとに同い年だよ！」

　──いいえ、正解です。

　本当は二つほど年下のクソガキです。タメ口でごめんなさい……。

「なんか可か愛わいいから、年下かなあって」

「どこが!?」

「わかんないけど！　あとあんまり緊きん張ちようしないで話せる……！」

「…………」

　思いがけぬことを言われ面めん食くらう。なんだよ、可か愛わいいって。

　でも僕ぼくのほうも、実は他の女性と比べてもあまり緊きん張ちようしないで話せているかもしれない。少しずつ街コンの雰ふん囲い気きに慣れてきたのもあるし、ゲームということで強制的にペアを組まなきゃいけない状じよう況きようのおかげもありそう。

「ナオくんはどこの大学？」

「えっと……京けい王おう！　京けい王おう大学！」

　危ない。半分くらい設定を忘れかけていた。

「えっ、私も京けい王おう。同じだ……」

「同じ!?」

「同じ……！」

「同じ!?」

　ここで怒ど濤とうのリフレイン！

　ってそうじゃない。ヤバい、このタイミングでの大学被かぶりはちょっと想定外だ。

　京けい王おう大学という設定にしたのは、万が一京けい王おう大学の話題を僕ぼくに振ふられても隣となりの櫻さくら子こさんが対処できるようにするためでもある。

　しかし今は櫻さくら子こさんの力を借りることができない。流し見しただけの大学の公式サイトの情報を武器に、在校生と渡わたり合あうしかない……！

「学部はどこなの？」

「社会学部！　ひよりは？」

「うんとね、私は教育学部だよ」

「そっか、教育学部なのか！」

「うん。それの総合教育学科！」

「総合教育学科か！」

　引き続きリフレインを意識……というより、そう返す以外にどうしようもないからオウム返しをしているだけ。余計なことを口走ってボロを出してしまわないよう、相手の言葉を繰くり返かえすに留とどめるしかない。

　大学って確か、まず学部で分かれてそのまたさらに先に学科という分類があるんだっけ……。

　教育学部まではなんとか想像できるけど、総合教育学科ってなんだよ……。何がどう総合されてるの？

「ナオくんの学科は？」

「えっ……それは……」

　はい大ピンチ。恐おそれていた事態に直面してしまった。

　櫻さくら子こさんがどうにかしてくれるだろうと吞のん気きに構えていたのが失敗だった。学科の名前なんて聞かれても知らないよ……。

「ええとね……」

　社会学部にはどんな学科があるの？　総合社会学科？　教育社会学科？　本当に想像がつかない。

「うーん。なんとなくだけど、ナオくんはメディア社会学科な気がするなあ」

「え、当たり！　よくわかったね、メディア社会学科だよ！」

「うわっ、ほんとに当たっちゃった！」

　うおおおおぉぉぉ！　勝手に予想してくれた！

　また危き機き一いつ髪ぱつといったところ。さっきから会話が綱つな渡わたり続つづきでそろそろ心臓が持たないんですけど……。

「ひよりはサークルとかって入ってる？　僕ぼくはどこも入ってなくてあんまりそのへん詳くわしくないんだけど……」

　学科の話が続くと危あやういので話わ題だい転てん換かん。

　そして最初にサークル情報に明るくないことを伝えてしまえば少し会話も楽になりそうだ。櫻さくら子こさんのアドバイスの応用型といった感じ。

「実は私もどこも入ってなくて……」

「そっか。どこも入ってないんだ」

「だから大学でも全然友達とかいない……」

　話している印象はとても朗ほがらかだからたくさん友達もいそうに思えるけど、本当はそうじゃないのか。

　こんな時、僕ぼくはなんと返事をするべきなんだろう。

　リフレインの手法に則のつとり、友達いないんだねと繰くり返かえす？　いや、さすがにそれはこの場面においては逆効果な気がする。

　僕ぼくもいないんだよねと言って共感ポイントを貯ためる？　うん、それは確かに悪くない選せん択たくだと思う。

　でも櫻さくら子こさんだったら？

　その角度から考えてみると、自おのずと答えは頭に浮うかんできて──気づくと僕ぼくは言葉に出していた。

「僕ぼくが友達。それじゃ……ダメかな？」

　きっとこれが最適解のはずだ。

　一ヵ月前の僕ぼくだったら、女の子の目を見て話すこともできなかったけど。

　櫻さくら子こさんから知ち恵えを授さずけてもらって、僕ぼくは少し成長することができた。

「そんなの当たり前だよ」

　ひよりさんは笑ってくれた。その言葉を待ってましたと言わんばかりに。

　──ねえ、櫻さくら子こさん。

　僕ぼく、ちゃんと一人で女の子と話せるようになったよ……！







[image: ４章　一途な男がモテると思っている残念な人へ]

　世の中には飲みニケーションと言って、同じ卓たくで酒を飲むことで親しん睦ぼくを深めるというコミュニケーションがあるらしい。酒の席で仕事が決まると僕ぼくのお父さんも言っていた。

　他にもある。お酒があればタバコだ。

　社会的に禁きん煙えんが叫さけばれているが、タバコが好きだという層はまだ一定数いる。

　たとえばそう。うちの店長だ。

　店長はヤニニケーションとかタバコミュニケーションとか言って、よく仕事を抜ぬけ出だして喫きつ煙えん所じよに通っている。

　学校が終わりバイトへと向かっている途と中ちゆう。ビルに設置されている喫きつ煙えん所じよで、その日も店長が愛あい煙えん家かたちと歓かん談だんをしていた。

「おお、ナオか。このあとシフト入ってたっけ？」

「はい。今日は十時まで、藍あい夏かも一いつ緒しよに」

　いつもなら店長が油売ってるのを見かけても、向こうから捕ほ捉そくされない限り知らんぷりして通り過ぎることがほとんど。

　けれど今日は僕ぼくのほうから喫きつ煙えん所じよへと向かい話しかけた。

　その理由はもう一個ある。

「なんで櫻さくら子こさんもいるんですか……」

「いやあ、ヤニはおいしいねぇ」

　そう語る二十歳さいそこそこの女子大生の顔は、まるで世界の珍ちん味みでも食したかのように幸せそうだ。

「櫻さくら子ことはしばらくお互たがい忙いそがしくて飲めてなかったからさ。じゃあタバコでもいいかって呼びつけたんだよ」

「そんなに私と会いたかったんだね、さっちゃん……」

「さっちゃん言うな！　根こん性じよう焼やきすっぞ!?」

「ひぃ、怖こわい！」

　何やってんだこの二人……。

　でも店長と櫻さくら子こさんのやり取りには、積み重ねてきた関係性みたいなのが感じられる。

　藍あい夏かがバイトをするのも櫻さくら子こさんが店長に進言した結果だし、櫻さくら子こさんがバイトを辞やめた今でも本当に仲良しなんだな。

　僕ぼくもそのうちバイトを辞やめることにはなると思うけど、その後も店長との関係が続くといいなと思う。

「それで、二人でどんな話をしてたんですか？」

「結けつ婚こんだよ結けつ婚こん。櫻さくら子このやつ、労働力は紹しよう介かいしてくれるくせに男は紹しよう介かいしてくれないんだよ。京けい王おうのイケメンボーイの友達を紹しよう介かいしろってんだ」

「いや、だって無理でしょ」

「なんで！」

「だって、さっちゃんだよ？　さっちゃんは……うん……」

「死ね！　今まで奢おごってやったタバコ代とライター代、全部返して死ね！」

　ボケ担当の櫻さくら子こさんというのが珍めずらしくて吹ふき出だしてしまいそうになる。店長、結けつ婚こんできるといいね……。

「ところでナオ、街コンのひよりちゃんとのトークは順調？」

「まあ一応……」

　先日の学生限定街コン。

　そこで僕ぼくは櫻さくら子こさんから、ナンパを成功させろというミッションを受けていた。

　達成条件は独力で連れん絡らく先さきの交こう換かんを済ませることだったが、僕ぼくは見事にひよりと友達になり連れん絡らく先さきの交こう換かんに成功した。

「なんだよ街コンって。うち聞いてないぞ!?」
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「さっちゃんは学生じゃないから参加できなかったんだよ、諦あきらめて」

「さっちゃん言うな！　あと諦あきらめない！」

　店長、櫻さくら子こさんの前だとキャラ崩ほう壊かい起こすよなぁ……。僕ぼくと話す時と違ちがいすぎて、そのギャップにやられてしまう。

「ていうかナオ！　おまえもデキたのか？」

「デキてないですっ！　ただ櫻さくら子こさんに言われるがままにメッセージのやり取りをしてるだけで……」

　街コン終しゆう了りよう後ご、ひよりという女の子と連れん絡らく先さきを交こう換かんできたことを伝えると、櫻さくら子こさんは僕ぼくにメッセージのやり取りを続けることを指示。それから三日経たったのが今日だ。

「あー……タバコなくなっちゃった。そろそろ戻もどるか……」

　カリカリしているうちに店長のタバコが切れてしまったらしい。そこでようやく仕事復帰する決断をする。どれだけ吸ってたんだ……。

「お疲つかれ。また飲み行こうね、さっちゃん」

「うるさい偽ぎ善ぜん者しや！　コメント欄らん炎えん上じようしろ！」

「ぴえん！」

　櫻さくら子こさんまでぴえん言ってるし……。

「ナオも遅おくれないように出勤しろよ～」

「はい、了りよう解かいです」

　今日はちょっと早くこっちに着いたから、バイトの開始までもう少し時間がある。もう少しだけ櫻さくら子こさんと話していこう。

　嫌けん煙えん家かである僕ぼくもいるので、喫きつ煙えんスペースから離り脱だつしたところで会話を再開。

「そうだねー。そろそろ、ひよりちゃんをランチにでも誘さそってみようよ！　そんな高くないけど美お味いしくて雰ふん囲い気きもいいとこ知ってるから、そこで」

「え、まだ続けるんですか？」

「せっかく良いい収しゆう穫かくがあったんだから。まさかの私と同じ京けい王おう大学の子ってのもあるし、仲良くなってみたほうがいいじゃん？」

「で、でも！　藍あい夏かはどうするんですか？」

　櫻さくら子こさんの目的は、僕ぼくを藍あい夏かの彼かれ氏しにすることのはず。

　そのための練習──女性慣れする練習として、街コンに連れて行って度胸をつけさせてくれたんじゃないのか？

「僕ぼくが違ちがう女の人と仲良くなっちゃったら本ほん末まつ転てん倒とうじゃないですか！」

　櫻さくら子こさんの言う本ほん旨しとはズレていってしまう気がする。僕ぼくが目指すことになっているのは、藍あい夏かの彼かれ氏しの座であるはずなのだから。

「あー……ナオにはまだ恋れん愛あい工こう学がくの基き礎そ中の基き礎そを一つ教え忘れてたね」

「基き礎そ中の基き礎そ？」

「うん。モテる男がモテる──というモテスパイラル理論なんだけど」

「いや、それはそうでしょう……」

　モテる男がモテる。それはそう。

　頭が良いいとテストで良いい点を取れるし、お金持ちなら高い物を買える。別に恋れん愛あい工こう学がくとか関係なく、モテる男はそりゃモテるでしょうよ。だってモテるのだから。

「そういう言葉遊びの話じゃなくてね。──ナオはグッピーという魚を知ってる？」

「グッピー……熱帯魚でしたっけ……」

「そうそう。そのグッピーのオスは、尾おヒレが長いとモテると言われているの。人間でいうちんちんみたいなものね」

「ちょっと違ちがうと思いますけど!?」

　たとえちんちんが小さくてもきっとイケメンはモテモテだろう。知らないけど。ところで櫻さくら子こさん、ちんちん好き過ぎないですか？

「まあとにかく、綺き麗れいな羽を持つ孔く雀じやくがモテるように、グッピーは尾おヒレで決まってくるということみたいだよ。──でも」

　そこで櫻さくら子こさんは立ち止まり、胸ポケットから一枚のカードとペンを取り出した。よく見ると、カードは櫻さくら子こさん自身の名めい刺しだ。インフルエンサーも名めい刺しなんて持ってるんだ……。

「アメリカのとある動物学者が実験をしたんだ。水すい槽そうを三つのブロックに仕切り、真ん中にメスのグッピーを入れる。そして両サイドには尾おヒレの長いオスと短いオス──要はイケメンとブサイクだね。それを入れたんだけど……」

　そう言って、名めい刺しの裏にそのイラストを簡易的に描かき込こんでいく。意外と絵心があって理解しやすそうだ。

「仕切りはあるけど、その仕切りは透とう明めいでメスは両サイドの様子が見られるような形になっている。さてここで、尾おヒレの短い──ブサイクなオスだね。その水すい槽そうにメスを大量に投入したんだね」

「ほう……」

「すると、さすがにブサイクとはいえオス一匹ぴきだからね。尾おヒレの短いオスはメスにモテモテで、言っちゃえばハーレムだよ。大量のメスグッピーと交こう尾びをしたんだね。一方の尾おヒレの長いグッピーは放置されたまま。そしてその様子を、真ん中の水すい槽そうに入れられている一人のメスグッピーも目もく撃げきしている、と」

「まさか……」

　先が読めた。櫻さくら子こさんがわざわざ語っているという点を鑑かんがみて、僕ぼくはこの実験の行く末が想像できた。

「さて。ここで大量投入したメスグッピーを一いつ旦たんどけたうえで、仕切りを取り外しました。水すい槽そうの中には三匹びきのグッピーがいます。モテるブサイクと孤こ独どくなイケメンを目もく撃げきしていたメスグッピーちゃんは、どちらのオスと交こう尾びしたでしょう？」

「これって、たぶん尾おヒレが短いほう……っていうオチですよね？」

「……当たり」

　ああ、やっぱり当たってしまった。

　櫻さくら子こさんはメスのグッピーから矢印を伸のばし、尾おヒレの短いオスに衝しよう突とつさせる。これにて図解も完かん了りよう。

　まさかとは思っていたけど、本当に当たってしまうと衝しよう撃げきを受ける。

「さっき私が言ったモテる男がモテるという話だけど、このグッピー理論を聞いた後だと意味が変わってくるね？」

　してやったりといった様子で櫻さくら子こさんがニヤリと笑う。

「たとえスペック差があろうと、一いつ旦たんモテるような状態になってしまえば無む双そうが起きる……ということですか？」

「うん、そういうこと。そしてこれは人間にも当てはめることができると考えるのが恋れん愛あい工こう学がくで、そしてこのグッピー理論は恋れん愛あい工こう学がくでも土台となる考え方になるの」

　こないだの街コンでのトランプゲームで、スペック差は覆くつがえせないのだと解かい釈しやくしたばかりだったけど、それから三日経たった今日、櫻さくら子こさんによって真正面から否定されてしまった。

「もちろんカッコよくなる努力は惜おしむべきじゃない。けれど、モテるための最大の近道はモテてしまうことなんだ。これは言葉遊びではなく、実験が証明している科学なんだよ」

「おおっ……！」

　櫻さくら子こさんの話術はすごい。最初聞いた時はなんだそれと呆あきれてしまうことが多いのに、最後まで聞いてみるといつも自分の常識が変えられているのだから。

「──じゃあナオの具体例に話を戻もどすよ。ナオの言う通り、藍あい夏かを彼かの女じよにするのが最終的な目標なのは変わらないよ。そのための一番の近道……ここまでの話を総合すれば簡単に想像がつくんじゃない？」

「っ……」

　脳がガツンと揺ゆさぶられた。こんな経験、人生で初めてだ。

　櫻さくら子こさんから色々と教えてもらってきて、それらは驚おどろきの連続だった。

　新しい知識、見解を手に入れ、それは僕ぼくの行動する指針となってきた。

　けれど、まさかこの常識までもが覆くつがえされようとは思ってもいなかったし、僕ぼくは今なお信じたくない気持ちでいっぱいだ。

　櫻さくら子こさん。どうしてここまでその基き礎そを教えてくれなかったんですか。

「藍あい夏か以外の女性と、男女として関係を深める──」

　これが藍あい夏かの彼かれ氏しになるための最善策だっていうのか……？

　何かが確実にねじれている。特定の一人のために、他の女の子の好感度を上げていく恋れん愛あいゲームなんてあるものか。

「正解。ナオがモテるという実績を作っていく。それがそれとなく藍あい夏かへと伝わっていったその時、ナオと藍あい夏かの距きよ離りはぐっと縮まるの」

「それが恋れん愛あい工こう学がくなんですか？」

「少なくとも、私はそう信じてる」

「…………」

「…………」

「わかりました」

　しばらく櫻さくら子こさんの目を見ていた。

　そして僕ぼくは、櫻さくら子こさんに頷うなずくことにした。

　どこか理り屈くつが変だと思う。それは僕ぼくの心に芽め生ばえた確かな違い和わ感かんだ。

　けれどもし僕ぼくが櫻さくら子こさんの道を進んでいるのだとすれば、これは櫻さくら子こさんも必ず抱だいたことのある疑問のはずだ。

　そうだとしたら、僕ぼくは経験者の意見を一度受け入れてみようと思った。

　実際、僕ぼくはこれまでの関わりで櫻さくら子こさんを信しん頼らいできる人と思ってきた。少なくともいくらかその実績はある。

「ひよりちゃんとの関係を進めてみよっか。おすすめのランチがあるんだけど」

「……はい、教えてください」
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　櫻さくら子こさんと別れバイトに向かったが、今日は仕事中も落ち着かなかった。

　もちろん、ひよりさんを食事に誘さそった件だ。

　櫻さくら子こさんからおすすめされた京けい王おう大学近くのお店。バイト直前、そこで一いつ緒しよにランチでもどうですかというメッセージを送ったのだ。

　今日までの三日間は軽い日常的なやりとりを十件ほど送り合っていた。それが途と切ぎれないのを脈ありの可能性ありと櫻さくら子こさんは捉とらえ、まずはランチで探さぐりを入れてみようということらしい。

「どうかしたの？」

　バイトの休きゆう憩けい時じ間かん中。

　まだ既き読どくがつかないことにそわそわしている僕ぼくを不ふ審しんに思ったのか、同じく休きゆう憩けいに入った藍あい夏かが声をかけてきた。

「いや……！　別になんでも」

「ふーん。スマホの画面と天てん井じようを交こう互ごに見てるから変だなって」

「き、気のせいだよ……」

「そっか」

　藍あい夏かもさして興味はないのか、それ以上は追つい及きゆうしてくることなくすぐに手元のノートに目を落とす。……ん？

　よくいじっているスマホじゃなくて、ノートだ。

「藍あい夏かは何見てるの？」

「これ？　日本史のノートだよ。テスト近いから勉強しないと」

「偉えらい……」

　そういえば僕ぼくの高校のテストもわりと迫せまってきている。櫻さくら子こさん絡がらみで落ち着かない日々が続いているせいですっかり忘れていたけれど、テストは僕ぼくも他ひ人と事ごとではない。

「藍あい夏かは櫻さくら子こさんに教えてもらってるんだっけ？」

「そうだよ。お姉ちゃんも忙いそがしそうだからあんまり頼たよったりはしないけど、たまに勉強見てもらったりしてるかなぁ」

　姉について語る時の藍あい夏かはいつも幸せそうだ。

　櫻さくら子こさんが妹について語る時も慈いつくしみを感じるし、なんだかんだ言って二人とも姉し妹まい仲なかが本当に良いいんだろうな。一人っ子の僕ぼくには体感できない世界だ。

「もう、漢字覚えられないよ。わたしが先生だったら、漢字で書けなかったらひらがなで書いても全部正解にしてあげたい」

「確かに日本史って、意味わかんない字を書く用語多いよね」

　流鏑馬やぶさめとか屯倉みやけとか、あれ何がどうなってあの漢字があてられてるんだろう。太おおの安やす万ま侶ろもどうして「太」なのか理解に苦しむ。

「あーあーあー。覚えられる気がしないよ」

　漢字を空書きしているのか、指を虚こ空くうに向けて振ふり回まわしながら藍あい夏かは渋じゆう面めんを浮うかべる。

「せっかくお姉ちゃんに教わってるんだから、ちゃんと結果を残さないと……！　歴史系は苦手だから早くからやっておかないといけないんだよね」

「……そっか」

　ただひたすらに櫻さくら子こさんのことが好きなだけではない。

　藍あい夏かは櫻さくら子こさんからの愛にしっかりと結果で恩返ししようとしている。その向上心は、素す直なおにすごいことだと尊敬の念を抱いだかざるを得ない。

「ナオはもう休きゆう憩けい終わりじゃない？」

「ほんとだ……！　じゃあ僕ぼくは戻もどるね」

「うん。頑がん張ばってね」

　藍あい夏かとは時間差で休きゆう憩けいに入っていて、僕ぼくのほうが先に戻もどる時間となった。

　結局ひよりからの既き読どくはまだついていない。バイト後に何か返事が来ているのを期待して、今はホールに立つしかない。

　──そういえば、もう藍あい夏かとも気負わず喋しやべることができるようになっている。

　出会った当初はお互たがいになんだこいつとマイナスイメージを持って接していたけれど、少しずつ距きよ離りが縮まっている。

　それもこれも櫻さくら子こさんが僕ぼくの背中を押おしてくれているおかげだ。藍あい夏か同様、僕ぼくも櫻さくら子こさんに感謝しなくては……！

「……すいません」

「はい、ご注文ですか？」

　と、ホールに出てすぐのところのテーブルでお客さんに声をかけられ、立ち止まる。

　二十代後半くらいの男性一名。見たところお水もまだ持ってこられていない。ちょうど今来店したばかりのお客さんのようだ。

「若わか鶏どりのグリルのＡセット、いいですか？」

「若わか鶏どりのグリルのＡセットですね。以上でよろしいですか？」

「……あ、ええと。もう一つ」

「はい。お伺うかがい致いたします」

「今日ってあの黒い子、いない感じですかね？」

　黒い子……？

　あ、藍あい夏かのことか。

「ちょうど休きゆう憩けいに入っております。もう少ししたら戻もどって来こられるんじゃないかと」

「そうですか。すいません」

「いえ、とんでもないです」

　半年もバイトしていると、印象的なお客さんの一人や二人はできるものだ。

　いつも同じ服を着ているおじさん、髪かみ型がたがオールバックのおばさん、めちゃくちゃ細いのに二人前くらい頼たのむおばあさん……何かしらインパクトのある人はなかなか忘れないし、何度も来られると「おっ」と思うこともしばしば。

　それと同じで、お客さんの側も店員を覚えることがあるのだろう。こうして藍あい夏かを覚えているお客さんが出てきたというのも、それだけ藍あい夏かも店員としてのキャリアが認められてきたということでもある。

　僕ぼくが何かしたわけではないけど、ちょっぴり嬉うれしいな。こういうの。

「……あ！　アプリのクーポンがある。すいません、こっちに変へん更こうしてもいい？」

「ご注文、６４６番に変へん更こうですか？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。変へん更こういたしますね」

「すみません、ありがとう」

　櫻さくら子こさんから最初の課題を言いい渡わたされて以降、感謝の言葉に敏びん感かんになった。実はさりげなくお客さんからありがとうの言葉を受け取っていることが多かった。

　それも櫻さくら子こさんのおかげに他ならない。

　こう思うと、藍あい夏かがうちのファミレスに入ってからの僕ぼくは、前より感受性が豊かになったのかもしれない。

　ちっぽけだけれど、最近はそんな成長を感じる機会が多い。

「あ～せんぱい！」

　と、そこに出入口付近から聞き慣れた声が耳に届く。

　極きわめて緊きん張ちよう感かんに欠けた猫ねこなで声ごえ。そんな知り合いは一人しかいない。

　荻おぎ野のさんだ。あるいはぴえんの人。

「こんにちは～。ぴえんです～」

　ぴえんって挨あい拶さつにもなるのか……ま、マジ卍まんじ!!

　こないだよりスカート短くなってないですか、荻おぎ野のさん。相変わらずリュックについているクソでかいぬいぐるみの主張が激しい。

「ゼンリーで藍あい夏かの表示がここになっていたので、来ちゃいましたぁ～」

「そうなんだね。今ちょっと休きゆう憩けい入っちゃってるけど、そろそろ来ると思うよ」

「あ～そうなんですね。了りよう解かいです」

　それだったら奥おくのドリンクバーなどからは遠い席に案内したほうがいいだろう。藍あい夏かが来て軽く世間話をするのにも、出入口付近だとお客さんの出入りが激しくて目立ちやすくなってしまうだろうし。

「何頼たのむ？　ドリンクバー？」

「いえ。ちょっと疲つかれたので甘あまいもの……パフェもらえますか？　いちごのやつ」

「アプリある？　いちごサンデーだったらちょうどクーポン配布されてるけど……」

「じゃあそれで～」

「…………はい」

　本当はアプリのクーポン画面を提示してもらわないとダメだけど、面めん倒どうくさいからいいや。提示してもらったことにして入力してしまおう。

「疲つかれたって居残り勉強でもしてたの？　テスト近いみたいだし」

「いえ。お仕事でちょっとだけ撮さつ影えいに行ってきました。なるはやで素材が欲ほしいみたいで」

「そういえばモデルやってるんだったね、荻おぎ野のさん」

「フォロワー千人くらいの底辺ですけどね～。ぴえんです」

「底辺って……」

　千人って普ふ通つうにすごくない？　そうでもないの？

「どんなお仕事だったの？」

「よくわかんない雑誌の文ぶん房ぼう具ぐ紹しよう介かいのコーナーです。『すご～い！』『おしゃれ～！』みたいなフキダシが伸のびる顔の撮さつ影えいです」

「おおう……」

　わかったようなわからないような……。

　紹しよう介かいされる文ぶん房ぼう具ぐについて感想を述べる女子高生役だろうか。それでもって、驚おどろいたり笑ったりした顔の素材を撮さつ影えいして、アイコン的な感じに加工される……みたいな。

「でもすごいじゃん、モデルなんて」

「名前だけですよ。やってることと言えば、ほとんど素材屋ですし」

「そんなこと言わなくても……」

　若じやつ干かんやさぐれた様子の荻おぎ野のさん。

　僕ぼくからしたらそれでもすごいという印象なんだけど、当事者からすると思うところもあるのだろうか。

「やっぱりブスだからいけないんですよね～。もっと可か愛わいくならないと……」

「いやいや、ブスってどこが!?」

「ブスですよ、あたしは」

「えー……」

　何を言ってるんだ、荻おぎ野のさんは……。

　この容姿でブスを自じ称しようしてたら全国の女性から怒おこられるよ？

　けれど荻おぎ野のさんは皮肉で言っている様子はなく、至って本気で思っている風で。

「まだまだ足りないです。あたしは藍あい夏かと違ちがってブスの星に生まれたブス子ちゃんなので。顔面工事を繰くり返かえしていくしかないんです」

　顔面工事などというパワーワードを挟はさみながら卑ひ下げを続ける荻おぎ野のさん。わからない、こんなに綺き麗れいで整った顔をしているというのにブスブス連呼するなんて。

「せんぱい？　そーいう時は、『そんなことない！　オレは美み波なみちゃんは充じゆう分ぶん可か愛わいいと思うけどな？』とイケボで言うのが正解なんですよ？　……あ、高身長で顔がかっこいいのが前提条件なんですけど！」

「ホストクラブでも行ったらいいんじゃないかな！」

　悪かったな、チビのブスのデスボイスで！

　正解に辿たどり着つく前提条件が多すぎる。ネット掲けい示じ板ばんで晒さらされがちな勘かん違ちがいクソ女みたいなこと言ってるぞ、この人……。

「女の子が可か愛わいくなるコツは、可か愛わいいってたくさん言ってもらうことです。……ま、自分では絶対ブスだと思うし、言われても否定しちゃうんですけど」

「めんどくさ!?」

「あー！　そーいうこと言う男、ぴえんですよ」

　嬉うれしい時にも悲しい時にも使うぴえんという語、もはや古文の用語じゃん。いといみじ、いといみじ。

　それはともかく、藍あい夏かや荻おぎ野のさんと接していると女の子は難しいと感じるばかりだ。わからないことが多すぎる。

「あーあ。あたしも高身長で高学歴で高収入のイケメン彼かれ氏しができませんかね～。こんなブスじゃ抱だいてくれないのかな～」

「言い方……」

「せんぱい。学校にイケメンで高身長で優やさしくて女心が完全に理解できる友達とかっていたりしませんか？　紹しよう介かいしてほしいんですけど」

「……仕事あるので戻もどるね。ごゆっくりどうぞ」

　会話の内容も内容だし、暇ひまだからってずっと相手をしているわけにもいかない。

　そろそろ藍あい夏かも来るだろうし、何だったらバトンタッチでもいいだろう。

「はぁ～い。お呼び止めしてごめんなさい」

「……どうも」

　自分でも意外だと思っているのは、荻おぎ野のさんに対して苦手意識がないということ。

　荻おぎ野のさんはいかにも女子高生らしい女子高生。彼かの女じよの軸じくになっている文化や価値観は男子に囲まれて生きている僕ぼくからすれば理解できないことばかりで、同じ日本語を母語としている以外はほぼほぼ異文化交流だ。

　だけど不思議と話せてしまう。

　それが荻おぎ野のさんの人ひと柄がらに起因しているのか、あるいは僕ぼくが櫻さくら子こさんから受けている指導の賜たま物ものなのかはわからない。

　けれどコミュニケーションが取れているという点で、悪いことではないのは確かだ。むしろ良いい傾けい向こうと言える。

「藍あい夏か。荻おぎ野のさん来てるよ。一番奥おくのテーブル」

「え、ほんと!?　行く行く、休きゆう憩けいおしまい！」

　あとは藍あい夏かに任せよう。荻おぎ野のさんだって親友と話しているほうが楽しいだろうし。

　そんな調子で今日のバイトは進行した。そして勤務が終わってスマホの通知をチェックしてみると。

【ランチ、ぜひ行きましょう！　日曜日だったらお昼空いてる！】

　……来た！

　ポップで可か愛わいらしいスタンプとともに、ひよりさんから承しよう諾だくの返事が。

　ついに！　櫻さくら子こさんの言うグッピー理論を実じつ践せんする時が来た……！
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　僕ぼくの世界に女の子はいなかった。

　それは半ば空想上の存在で、メッセージの返信が来るかドキドキしたりましてや二人でどこかに出かける女の子ができるなんて考えたことすらなかった。

　映画やドラマやアニメで見るような男女の関係は完全なるファンタジーで、現実の延長線上にあるかもしれない世界と認にん識しきしたことはなかった。

　だから当日になり待ち合わせ場所について自分の置かれている状じよう況きようがピンと来なかったし、ひよりさんが来てもやっぱりピンと来なかった。

　ようやく僕ぼくが現実感を持って緊きん張ちようしたのは、慣れないイタリアンの店に入ってテーブルについたあたりだ。

「へえ、きれいなとこだね……！」

　席についたひよりさんは店内を見回し、興奮気味に言う。

「きれいだね！　僕ぼくも思った」

「ナオくんはよくこういうお店に来るの？」

「ううん……！　友達がここがおすすめだよって教えてくれたから、ちょっと誘さそってみたんだけど」

　さすがは櫻さくら子こさんのチョイスだと感かん嘆たんせざるを得ない。

　表参道の駅からは少し離はなれたところにある閑かん静せいな通り。普ふ通つうに歩いていたら気にも留とめないところに店は建っていた。

　事前にストリートビューは見ておけと言われていたおかげで辛かろうじて迷うことはなかったけど、初見だったら難易度高めだっただろうな……。

　そして肝かん心じんの店内も、レースカーテンから差さし込こむ日差しに照らされた空間で、開放感のある中で食事が楽しめそうな予感。白を基調としている壁かべ紙がみも清潔感があって良さげだ。

「そうなんだ。友達さん、いいところ知ってたんだね。感謝しなくちゃ」

「ほんとだね」

　うん、店の選せん択たくは完かん璧ぺきだったな。滑すべり出だしは好調だ。

　──なんだけど、ここでいきなりのピンチが訪おとずれる。というより、早いうちに処理しておかなければならないことがあるのだ。

「ひより……いや、ひよりさん。最初に伝えなきゃいけないことがあるんです」

「うん？　どうしたの、急に畏かしこまって」

　改まって口を開いた僕ぼくに、ひよりさんも心なしかぽかんとした様子になる。

　今日のランチデートにあたって、櫻さくら子こさんから厳命されていることが一つだけある。

「僕ぼく、ひよりさんと同い年なんかじゃないんです。本当は高校二年生で……」

　そう。年ねん齢れいの件についてだ。

　街コンの参加資格を満たすべく高校を卒業している体であの日は振ふる舞まっていた。綱つな渡わたりではあったものの、当日はなんとか誤ご魔ま化かしつつ乗り切れたと思う。

　けれど街コン後も関わっていくとなると、いつまでも噓うそをつき続けるのは無理がある。偽いつわった年ねん齢れいは二つではあるけど、高校生と大学生は様々な面で隔かく絶ぜつがあるし、ましてや偽いつわったのがひよりさんも通っている京けい王おう大学となってはバレるのも時間の問題だ。

　櫻さくら子こさんから伝えられた。すぐに本当のことを言って謝罪するように、と。

「噓うそ、ついてたの？」

「……ごめんなさい」

　謝あやまる。しっかり、誠実に、頭を下げて。

「実は僕ぼく、あの街コンのサクラだったんです。大学生の友達に頼たのまれて、数合わせに大学生を演じて欲ほしい……と」

　今となっては櫻さくら子こさんのあの無む茶ちや振ぶりがどこまで本当だったのかはわからない。

　僕ぼくにああいう華はなやかなイベントやナンパの初級編を叩たたき込こみたかっただけなのか、あるいはそういった動機も多少はありつつも本当にサクラが必要だったのか。

　ともかく、僕ぼくがサクラだったことは伝えるべきだろう。

「そう……だったんだ……」

「本当にごめんなさい！　僕ぼくは京けい王おう大学の学生なんかじゃなくて、ただの高校二年生のクソガキで……」

　ひよりさんの顔色が曇くもる。そんなの当たり前だ。年ねん齢れいが一いつ緒しよ、大学が一いつ緒しよ……そういった同じ属性というのを足がかりに仲良くなったのに、それがまるっきり偽にせ物ものだったのだから。

「じゃあナオくん、今日はどうして誘さそったの？　謝あやまるため？」

「それもあります」

「も？」

「でも、それだけじゃないです。またひよりさんと話したかったです」

「…………」

「最初はただ連れられるままに街コンに参加しているだけでした。でも、せっかくだから僕ぼくも自分の力だけで友達を作ってみたいっていう気持ちになってきて……。そして唯ゆい一いつ友達になれたのがひよりさんでした」

　ここからは櫻さくら子こさんからのアドバイスではない。

　僕ぼくが考えたり思ったりしたことを話しつつ、謝罪していく。台本なんてない。グッピー理論に基もとづいて、最善手を常に考えつつ言葉にしていく行程だ。

「──だから。今日の僕ぼくはサクラじゃないです。ありのままの僕ぼくです。ありのままの僕ぼくで、ひよりさんと食事がしたかったんです」

　サクラじゃない。ありのまま。

　自分が発した言葉が自分に跳はね返かえってくるのを感じながらも、僕ぼくは言葉を紡つむぐ。

　人生で初めての二人きりのランチ。頑がん張ばらなきゃいけないんだ。それが、こんなに素す敵てきな舞ぶ台たいを用意してくれた櫻さくら子こさんのためでもある。

「……そっか。ナオくん、そうだったんだ」

「本当にごめんなさい。しかも今日まで黙だまっていて……」

　再び頭を下げると、注文していた料理が運ばれてきた。

　僕ぼくがペペロンチーノにサラダとアイスティーのセットで、ひよりさんはクリームパスタのチーズケーキセットだ。

「とりあえず食べよっか」

「……はい」

　ひよりさんからフォークを渡わたしてもらい、二人で「いただきます」。

　ゆっくりペペロンチーノを巻いて口に運んでみる。……美お味いしい。普ふ通つうに美お味いしい。

　だけど、今のままだと心から美お味いしいと思えないよなぁ……。

「──今から変なこと言うね。私、ナオくんが噓うそをついているって聞いて最初はびっくりしたけど、今は悲しいって感情はないかも。むしろ、ちょっと嬉うれしい」

「え……？」

　クリームパスタを口に運んで飲のみ込こんだのちひよりさんが明かしてくれたのは、本当に変なことだった。

　嬉うれしかった？　噓うそをつかれたのに、どうしてひよりさんは嬉うれしいのだろう……。

「ナオくんは私を騙だましたことを素す直なおに謝あやまってくれた。事情があって噓うそをついてたけど、そのことに罪悪感があったからだよね。それがナオくんの本当の部分だと思うから……！」

「っ……」

　思ってもみない理由だった。

　要約すると、ちゃんと素す直なおに謝あやまれる良いい人っていうこと……？

「私ね、こないだまで男の人に騙だまされてたの。二ふた股またをかけられてて……」

「ふ、二ふた股また!?　な、何があったんですか……？」

　え、え、え……？

　いきなり衝しよう撃げきの情報がぶっ込こまれたんですけど……!?

「ごめんね、私の話になっちゃうんだけど。こないだ人生で初めて彼かれ氏しができたの」

「彼かれ氏しができたんですか。マジですか……！」

「うん、びっくりだよね。私もびっくりだった。大学に入学してボランティアをやるサークルに入ったんだけど、そこの先せん輩ぱいから告白されたの」

　あれ？　ひよりさん、街コンではサークルには入ってないって言ってた気がするけど……。

　でも今それを突つっ込こんで聞くのは野や暮ぼだと思い、続く言葉に耳を傾かたむける。

「知り合ったばかりでその先せん輩ぱいのこと何も知らなかったし、だから好きって感情もなかった。でも、付き合ってから好きになってもらえればいいよとか、そういう言葉をたくさんかけて来て──」

「オッケーしたんですか……？」

　僕ぼくの問いかけにひよりさんは頷うなずいた。口元を真一文字に結びながら。

「私がバカだった。高校までずっと地味な環かん境きようにいて、男の子の友達もほとんどいなかった。本当は恋こいとかしてみたかったけど、できなくて。だから大学生になって告白されて、それに流されちゃった」

　すごく後こう悔かいしているんだろうな。ひよりさんの口ぶりがそれを如によ実じつに表現している。

「ありますよね。雰ふん囲い気きとかそういうの」

「ううん。私がバカで愚おろかだっただけだよ。形だけでも彼かれ氏しができればランクアップして、何かが変わると思ってた」

　彼かれ氏しが欲ほしい。漠ばく然ぜんとそういう感情があった中で、新しい出会いが必至の進学という季節が訪おとずれた。

　そこで出会ったサークルの先せん輩ぱい。そして告白──。

　誰だれもが憧あこがれるシチュエーションだ。まるで少しよう女じよ漫まん画がのような王道の恋こい模も様よう。

「二ふた股また……だったんですか？」

「うん。その先せん輩ぱい、同じ日に他の一年生の子にも告白してたの。その子は『まだ知り合ったばかりだから』って言って断ったんだって。当たり前だよね、いきなりすぎたもん」

　一口食べたきり、僕ぼくもひよりさんもフォークを持った右手が動かない。こうなってしまえばとても食べられる状じよう況きようではない。

「だから先せん輩ぱいはその当日に私に乗のり換かえたんだと思う。そして私はその子と違ちがって、その場でいいですよって言っちゃった。……弱かったから」

「後から知ったんですか？　先せん輩ぱいが別の人にも告白してたこと」

「三日後くらいかな。サークルの友達からそういう噂うわさを聞いて、本人に問いただしたら認めたの……」

「うわぁ……」

　その先せん輩ぱい、なかなかエグいことするなぁ……。

　片かたっ端ぱしから一年生の女子に告白していって、最初に引っかかった子と付き合おうという魂こん胆たんだったのだろうか。

「今思うと、なんでオッケーしたんだろうって。何も知らない男の人と付き合っちゃうなんてね……」

「その先せん輩ぱいとはデートとかしたんですか？」

「ううん。手すら繫つないだことない」

「手すら繫つないだことないって、ある意味すごいですね、それも……」

　先日に引き続き、今日もリフレインのテクニックは時折挟はさみつつ。とはいえ、内容が内容なだけにそれを意識するのも大変になってきた。

　わかんないけど、付き合う前って手くらい繫つなぐものじゃないの？　いや、本当にわかんないけど……。

「もちろん二ふた股まただとわかってすぐに別れたけど、私と先せん輩ぱいが付き合ったことも含ふくめてサークル内ですぐ噂うわさになっちゃった。だからもうそこには居にくくて辞やめちゃった」

「周囲の反応とかもありますもんね……」

　合が点てんがいった。だからひよりさんはサークルに入ってないと街コンで言ったのか。

　その裏には、まさかこんな胸むな糞くそな二ふた股また事じ件けんがあったなんて……。

「本当にバカだったなぁ……。彼かれ氏しっていう存在が欲ほしくて流されて……。焦あせったところで何にも幸せなことなんてないのにね」

「でも、そんな傷つくことがあったのにどうして街コンなんかに……！」

　一つ疑問に思うことがあった。

　二ふた股またをかけられる悲しい被ひ害がいに遭あったというのに、ひよりさんは出会いの場である街コンに参加している。切きり替かえが早いというか、その部分の心理状態が少し気になる。

「ナオくんもそう思うよね。……ヤケになってたんだと思う。二ふた股またかけられて悔くやしくて、なんでもいいから自分から彼かれ氏し作ってやる～みたいな。今になって冷静に振ふり返かえると、自じ暴ぼう自じ棄きになってただけ」

「自じ暴ぼう自じ棄き……」

「それも含ふくめて、私ってば本当にバカだよね」

「バカだなんて、そんなこと……！」

　人間はなかなか合理的になれない生き物だと思う。

　僕ぼくだってつい感情的に動いてしまって、後になって悔くやむことばかりだ。もっと勉強しておけば良かったと思いながら、次のテストが近づいてもついゲームをしたり無意味に部屋の片付けを始めるのは定番中の定番。

「──でもね」

　ひよりさんはさっきまでより大きい声を出す。

「ナオくんはあんな先せん輩ぱいと比べて、誠実で優やさしい人なんだなって思えた。悪いと思ったことを自分からちゃんと言えて、すごいなあって。だから逆に嬉うれしかったの」

「別に僕ぼくは……っ」

　繫つながった。あんな噓うそをついていたのに、嬉うれしいと感想を口にしたその理由。

　先せん輩ぱいに騙だまされた過去があった。その経験があっての、僕ぼくに対する評価だ。

「私もヤケになって参加しただけで、本気で出会いが欲ほしくて参加したわけじゃない。だからどこかでナオくんに対して申し訳ない気持ちもあったんだけど、そういうことならまた一いつ緒しよになれたね」

「一いつ緒しよ……」

　最近つくづく思う。

　一いつ緒しよとか同じとか、共通性を導くことによる心理的効果だ。シンパシーを覚えることで、距きよ離りが縮まっていくのだと。

「でも私が冷静な判断をしていたら街コンに参加してなかったから、ナオくんとは出会えてなかったんだよね。よくわかんないね」

「よくわかんないです」

　シンパシーを生むために繰くり返かえす。よくわかんないねと。

　そうして僕ぼくとひよりさんは、再び関係性を構築し直すんだ。

「それに、ナオくんが本当に年下なのも悪くないし……！」

「えっ……」

「本当に年下だったら、私がめいっぱい可か愛わいがってあげられるもん。私が正しよう真しん正しよう銘めいお姉さんだもんね？」

「いや、あの……えっ？」

　ひよりさん急にどうしたんですか!?

「やっぱりナオくん、可か愛わいい……」

　両りよう肘ひじをテーブルに載のせ、向かいに座すわる僕ぼくとの距きよ離りを詰つめる。そしてニヤリと笑ったかと思うとこの一言だ。

「やっぱり女の子だから年上の人にリードされたい願望もあるけど、意外と年下の男の子も悪くないかなぁ……なんて！」

「そ、それってどういう……」

「別に？　さっきの話を聞いてもやっぱり私はナオくんのことが可か愛わいいと思っていて、あと年下の男の子もいいかもなっていう、それだけの意味！」

　だからそれがどういう意味なんですかって聞いてるんですけど！

　お互たがいに抱かかえていたものを打ち明けて話した途と端たん、何かのスイッチが入った様子になったひよりさん。

　僕ぼくに悪い印象を持ってないのはわかるんだけど、言い方がちょっとその……ね？　匂におわせる感じなのが……ね？

「でも男子高校生ってヤバいかな？　男女が逆だったら事案？　でも年ねん齢れい差さは二つしかないし……」

「あのあの、ひよりさん……？」

「捕つかまっちゃう？　ワイドショーとかで高校生に手を出した桃もも山やまひより容疑者ってテロップが出ながら送検される映像が流れてネット掲けい示じ板ばんとかツイッターとかでも人生終わったなとかネタにされて高校のトークグループでひよりちゃん捕つかまってる笑えんマジなのヤバいじゃん大学入って人変わっちゃったんだねって言われたりそのうちメディア関係者が押おし寄よせていつかやると思ってましたとかコメントされちゃうのかな」

　あっやばい。ひよりさんのトーク、何かのスイッチが入っちゃってる。

　勝手に何かの扉とびらを開いてしまったぞ、この人……。

「事案だね、ヤバいね。ナオくん！」

「大だい丈じよう夫ぶじゃないですか？　言うて二歳さい差さですし……」

「そうかな？　でも事案かな？」

「事案……ですかね？」

「そっか事案かぁ……。事案だよね、うん」

　ひよりさん、何が何でも事案にしたい説が濃のう厚こうになってきた。

　二歳さい差さだし一いつ緒しよにご飯を食べているだけなんだから全然問題ないはずだけど、問題があるほうがテンション上がっちゃうひよりさんマジで謎なぞ……。

「ひよりさん、そろそろ食べましょう？　冷めちゃいますよ」

「あっ、ごめんね。そうだね、せっかく美お味いしいんだから早く食べないとだよね……！」

　僕ぼくの提案で少し冷静になってくれたようだ。

　フォークを握にぎり直なおし、二人してパスタを食べる。

「美お味いしいねーナオくん」

「ですね。美お味いしい……」

「いいとこ教えてくれてありがとね」

「こちらこそ。来てくれてありがとうございます……！」

　ちゃんと食べ始めたら手が止まらない。結構なスピードで平らげていく僕ぼくとひよりさん。

「ナオくん、また遊ぼうね？」

「え、いいんですか……？」

「もちろん。ナオくんは誠実で優やさしそうな人だから……！」

「…………」

　誠実で優やさしい人……か。

　ひよりさんは僕ぼくのこと、そんなふうに思ってくれてるんだな。

「あ、でも僕ぼく、土日はファミレスでバイトしてることが多くって……。そろそろ学校のテストもあって最近は忙いそがしいんですよね……」

「そうなんだ。じゃあテスト終わって落ち着いたら遊んでくれると嬉うれしいな。それまではとりあえず、ナオくんの働いてるファミレスで私も学校の課題とかやろうかな」

「えぇ!?　働いてるとこ見られるのは、ちょっと恥はずかしいんですけど……！」

「嫌いや……かな？」

「……ッ！　そ、そんなことはないですけど！　恥はずかしいだけで……！」

　やばいって。ひよりさん、なんでそんな言い方するんだよッ！

　僕ぼくが話題を作って頑がん張ばってリードしていたと思っていたんだけど、気づいたらひよりさんのペースになっている。

　優やさしく微ほほ笑えみかけてくるひよりさんの仕草は、とても年上のお姉さんっぽくて──僕ぼくは図はからずもドキリとしてしまう。

「ほんとに!?　そしたら、ナオくんの売うり掛かけでたくさん注文しちゃおうかなぁ」

「売うり掛かけって、ぼくのバイト先はホストクラブじゃないですよッ！」

「えー残念。隣となりついてもらおうと思ったのに……」

「そういうサービスはやってないです！」

　──言い忘れていた。

　もう一つだけ櫻さくら子こさんから今日のランチについてアドバイスをもらっていた。

　ミラーリング、という技わざがあるらしい。

　ランチを食べている間、ひよりさんがお水を飲んだら僕ぼくも同時に飲み、パスタを巻いたら僕ぼくも同時に巻くようにしている。なるべく動き完コピをしているのだ。

　そう──まるで鏡映しになるように。

　心理学の有名なテクニックで、こうすることで相手に親近感や安心感を与あたえることができるのだという。

　──まあ、最後のほうはひよりさんのペースに吞のまれて、そんなことをしている余よ裕ゆうは次し第だいになくなっていったわけだけど。

　櫻さくら子こさんはカフェで僕ぼくと会っている際、実は僕ぼくがカフェラテを飲むと倣ならうようにミルクセーキを飲んでいたらしいけど、全然気づかなかった。

　……まあ、櫻さくら子こさんのことはともかくとして。

　ひよりさんが僕ぼくを評価している間にも、その僕ぼくは恋れん愛あい工こう学がくを実じつ践せんしていた。

　目的があって、その達成に向けた道のりだ。ひよりさんとのランチは、その大事な中ちゆう継けいポイントだ。

　だから僕ぼくはここにいて、「違ちがう女の人」と関係を深めようとしている。

「……ごちそうさまでした」

　ひよりさんとの交流は楽しかった。食べ終えてからもしばらく会話が弾はずんで、今日のセッティングは成功だったと思う。

　──成功、だと思うんだけど。




　どうしてだろう。僕ぼくはどうしてか、心に蟠わだかまりを抱かかえることになったんだ。
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　ひよりさんとのランチから数日が経たった。

　あの日の会話内容、ひよりさんの様子──色々な要素をゆっくりと咀そ嚼しやくしながら、今日を迎むかえ、今なおその咀そ嚼しやくは続いている。

「うーん……」

　放課後。今日はこのあと用事があり、電車でいつもと違ちがう方角へ。その車内でも、ぐるぐると僕ぼくの思考は渦うず巻まいていた。そろそろ言葉にまとめておきたいところなんだけど。

　ここのところ、ずっとモヤモヤしている。ひよりさんと話したことで、藍あい夏かのこと、恋れん愛あい工こう学がくのことについて再考していた。

　自分の意見。櫻さくら子こさんの意見。それらを何巡じゆんも何巡じゆんも頭の中で組み合わせて、分解して、もう一度組み合わせて──。

　そんな折、偶ぐう然ぜんの出会いがあった。

「あれ、ナオ……？」

「藍あい夏か……」

　見知った女の子の声がして、彼かの女じよは今日も黒い装よそおいをしていた。黒のハンチング帽ぼうに黒のワンピース、黒の厚あつ底ぞこ靴ぐつ、黒のバッグ、黒のスマホケース、黒のマスク──。確か初めて会った時もこの格好をしていた。

「なんで私服？　学校は？」

　平日。僕ぼくは学校帰りのわけで、当然藍あい夏かも時間帯を考えればそうであるはず。本屋でぶつかったあの日もそうだったけど、藍あい夏かの服装はしっかり私服だ。

「着き替がえたんだよ。放課後とかに出かける用事がある日は、駅のトイレとかで私服に着き替がえてから向かうようにしてる。邪じや魔まだから、制服はそのままコインロッカーに入れてね」

「制服、嫌きらいなの？」

「というより、これが好き。だから着き替がえる」

「へえ……」

　登下校以外に用事がある日は、わざわざ着き替がえの私服を持って行っているのか。地じ雷らい系けい──独特のファッションをする藍あい夏かだけど、そうでいることに対するこだわりというのが僕ぼくの思っている以上に強いものなのかもしれない。

「ナオの家、こっちだっけ？」

「いや、ちょっと用事があって」

「ふーん……」

　何かに感づいたような顔をする藍あい夏か。僕ぼくがこちらの方角に「用事」と言えば、まあそれを想像しないわけにはいかないかもしれない。

「──ねえ、ちょっと時間あるよね？」

「ちょっとならね……」

　だから妹の藍あい夏かは当然に知っている。このペースで移動すれば、しばらく僕ぼくには待ち時間が生まれるだろうことを。僕ぼくの先方はまだ時間が整っていないことも、藍あい夏かにとっては日常的に把は握あくしている情報なのだろう。

「買い物してから帰ろうと思ってるんだけど、一いつ緒しよに来る？」

「……行く」

　断るという選せん択たく肢しはなかった。そんなことをしようものなら櫻さくら子こさんに何と言われるかわからないのもあるし──それ以上に嬉うれしかった。出会った頃ころの距きよ離り感かんを考えると、偶ぐう然ぜん出会ったからとはいえ、そこからプライベートの用事に誘さそわれたというのは大きな進歩だ。

「よし、決まりね。次の駅で降りるから」

　黒のワンピースから伸のびる足が扉とびらのほうへと向き直る。いつもはもっと丈たけの長い装よそおいをしているから、藍あい夏かの足がこうであることを知らなかった。

　別に意外性はない。白くて、細くて、それは今まで見てきた藍あい夏かの容姿から想像できる通りのものではあったんだけど、なんだか「そうなんだな」という印象を抱だいた。

　僕ぼくは少しずつ藍あい夏かのことを知ろうとしているのかもしれない。受動的に受け取る情報だけでなく、自ら探し始めているのだろうか。

「ほら、降りるよ」

　藍あい夏かにそう促うながされ、僕ぼくも慌あわてて電車を降りた。







「夏服、そろそろ揃そろえときたいんだよね」

「なるほど」

「あ、バッグだけ持ってもらっていい？」

「うん、いいよ」

　やってきたのは駅から歩いてすぐのショッピングモール。ゴールデンウィークが過ぎ去ってしばらく経たち、学校の制服も夏服への移行期間に入っている。半はん袖そででないと汗あせばんでしまう季節になろうとしていた。

「──こっち」

「あ、うん」

　モールに入った藍あい夏かは、目的地が決まっているのか歩くペースをそのままにスタスタと進んでいく。なんとなくのイメージだけど、女の子は悩なやみながらウインドウショッピングを楽しむ模様を思おもい浮うかべていたので、一目散な藍あい夏かのさまは不思議に感じる。

「ここで買うよー」

「事前に決めてたんだ」

「うーん、事前にっていうか……いつもここだから、自然とね」

　なるほど、藍あい夏かのお気に入りのブランドということか。

「あの、僕ぼくはどうすれば……。さすがに入りにくいんだけど」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくな様子の藍あい夏かの一方で、僕ぼくは入店に二の足を踏ふんでいる。それはもうしっかりと女の子用のブランドといった店構えの中に、藍あい夏かに引き連れられているとはいえ、アウェー感がすごくてたまらない。

「いいんじゃない？　こういう機会でもなきゃ、ナオは一生こんなところ来ないじゃん」

「そういうものなの？」

「気にしすぎだよ。ＡＴＭの男を連れて来る女なんて、掃はいて捨すてるほどいるんだから」

「はぁ……」

　櫻さくら子こさんに調教された暁あかつきには、いずれは僕ぼくも女性の財さい布ふになることに人生の悦よろこびを見み出いだすような男になるのでしょうか……。それだけお金に余よ裕ゆうのある生活を送れるのなら御おんの字じという気もしなくもないけども。

「うーん、やっぱこれかなぁ」

　入店した藍あい夏かは、さっそく新作とポップの貼はられた一着を手に取り悩なやんでいる。この様子だと、事前にＳＮＳとかでチェックしてから来たのだろう。

「でもこっちも可か愛わいいなぁ……」

　そしてもう片方の手にもう一着。右手と左手、藍あい夏かはそれぞれを交こう互ごに見比べてはうんうんとうなり始める。

　その様子は、なんだかとても「普ふ通つう」に見える。僕ぼくがこれまで見てきた木き村むら藍あい夏かという女の子は、全身真っ黒の特とく徴ちよう的てきな服で、僕ぼくのことをひどく敵対視した様子で、まともにコミュニケーションを取るのも最初は難しかった。

　だけど今ここにいる藍あい夏かは同学年の高校二年生で、僕ぼくが本屋で買う漫まん画がをどちらにしようか悩なやむのと同じような様子でいる、一いつ般ぱん的てきにイメージしやすい仕草をしている。

　言いい換かえればそれは親近感と呼ぶのだと思う。櫻さくら子こさんが女の子には共感を与あたえるべしと言っていたけれど、それは僕ぼくにも言えること。等身大という親近感が、共感という好意的な感情に繫つながっているのかもしれない。

「とりあえず着てみたらどう？」

「そうしよっかなぁ……」

　試着できるスペースもあるようなので、ここは無難なアドバイスをしておく。ということにしておけば聞こえがいいけど、本音では「どっちがいいと思う？」と質問されるのを回かい避ひしたかった。そうなった時の対処法がまるでわからない。

　藍あい夏かは二着を携たずさえ、試着室へ。

「ちょっと待っててね」

「あ、うん」

　カーテンが閉められる間ま際ぎわ、顔だけ覗のぞかせて言ったその一言を最後に、僕ぼくと藍あい夏かの間に会話はなくなる。

「…………」

「…………」

　気にしないようにと思えば思うほど、気になってしまうもの。

　扉とびらですらない。

　布一枚隔へだてた先で、藍あい夏かが着き替がえをしている。バイト先の更こう衣い室しつで会ったあの日のことを思い出してしまい、居たたまれなさを覚える。

「…………」

「…………」

　衣きぬ擦ずれの音。ハンガーの音。

　──脱ぬぎ終おわったのだろうか。

　先ほどまではなんとか平気だった店の空間も、藍あい夏かがいなくなって取り残された今、自分がいてはいけないように思えてきてならない。

「藍あい夏かはさ……黒が好きなの？」

　だから喋しやべれれば何でも良かった。

　その時たまたま僕ぼくが思いついたのがその質問だっただけで、かねてから聞きたかったことというわけでもない。

「うん、好き」

　カーテン越ごしに返ってくる肯こう定てい。

「黒がね、わたしは好き」

　藍あい夏かが試着のため持もち込こんだ二着のワンピースも、もれなく黒色が基調のもの。ロリータ系と言われるのであろうそれを藍あい夏かがひとたび纏まとうと、今だと「地じ雷らい系けい」と形容される仕上がりになるのだろう。

「ナオはないの？　好きな色とか」

「あんまり考えたことないなぁ。うーん、特にないかもしれない……」

　僕ぼくは目立つタイプの人間ではないから、派手な色は敬遠しがちな気はする。けれどだからと言って淡あわい色が好きかと言えば、別にそんなこともない。

　というか、どうしたら好きな色が生まれるんだろう。きっかけというか、好きになる拠より所どころを見つける方法がよくわからない。

　だからこう聞いてみる。

「藍あい夏かはどうして黒が好きなの？　理由みたいなの、ある？」

　着き替がえ中ちゆう。こんな会話をするタイミングではない気もするけど、始まってしまったものは止まらない。

「黒……前はそんなに好きじゃなかったんだけどね。小さい頃ころは赤とかピンクとか、なんていうのかな……女の子っぽい色が好きだった」

　女の子っぽい。ステレオタイプな言い方ではあるけど、言いたいことはわかる。トイレのマークは男子は青で女子は赤。そういったイメージは、確かにどうしてもついて回って生きてきた。

「黒が好きになったのは、それこそ高校生になる前後くらいかな。わたし……自分のことを守ってくれる存在なんだよね、黒は」

「守ってくれる……」

　思ってもいない言葉が飛び出して、思わずリフレイン。

「黒はとても強い色だと思う。どの色よりも暗くて、圧あつ倒とうする力があるような感じ。その力を借りると、自分も強くなったような……そういう気になれる」

　今、そう語る藍あい夏かはどんな表情をしているんだろう。声こわ音ねのように凜り々りしいのか、実は意外と弱々しいのか。

　考えてみてもわからなくて、ひとまず「そうなんだね」と僕ぼくは返事をしてみる。

「だからわたしは黒が好き。バリアカラーなんだ、わたしにとっては」

　バリアカラー。

　もっとこう、たとえば夏生まれでひまわりの花が好きだから黄色が好きとか、そういう理由なら安易に受け止めることができた。

　けれど藍あい夏かが語ってくれた理由はどこか消極性が含ふくまれていて、そこにはまだ僕ぼくの知らない何かがある気がした。少なくとも、藍あい夏かには守らなくてはいけない自分があるのだ。

「さて、じゃあ一着目！」

　カーテンが開け放たれる。

　試着を済ませた藍あい夏かの姿のお披ひ露ろ目めだ。

「おお、黒い！」

「一言目、それでいいの？　ていうかさっきも同じくらい黒かったけど！」

「だって黒いんだもん……」

　フリフリのピンクのリボンが施ほどこされたワンピース。肩かたの部分が露ろ出しゆつしていて、そこからは藍あい夏かの白い肌はだが露あらわになっている。

　けれどもやはり主張してくるのは全体カラーの黒であって、確かに藍あい夏かの言うように圧あつ倒とうされる部分がある。

「どう……かな」

「似合ってると思うよ。藍あい夏からしいし！」

「わたしらしい？」

「うん。わかんないけど、そんな気がする」

　良くも悪くもギャップはなかった。僕ぼくの知っている藍あい夏かはこういう服を着ているし、街ですれ違ちがえば恐おそらく「おお？」となるけれど、それを含ふくめてきっといつもの藍あい夏かだ。

「夏物だから肩かたも出てるんだけど、似合うかな？」

「僕ぼくはいいと思うよ。日焼け止めはちゃんと塗ぬらなきゃいけなさそうだけど」

「そうだね。でもナオがそう言うなら、これは買おうかなぁ……」

「そんな目で見られても、ＡＴＭにはなれないよ!?」

「いや、もともとそんなつもりないし！」

　──ともかく。

　お世せ辞じ抜ぬきに、本当に似合っていると思った。ファッションには別に明るくないけど。

　世せ間けん一いつ般ぱんに言えば、それはやっぱり「地じ雷らい系けい」と呼ばれるものなのかもしれない。けれど、別にそれでもいいと思った。

　きっと藍あい夏かの中で、確固たる信念というかこだわりがあって、今の形に辿たどり着ついたように感じられるから。だとしたら、僕ぼくはそれを肯こう定てい的てきに見てあげるべきだ。

　少なくとも色なんてものに特段の感情も抱だいたことのない僕ぼくからすれば、黒が好きな理由をしっかりと述べられる時点ですごいことで。

「もう一着も着てみるね」

「うん、そうしてみて」

　そしてカーテンが再び閉まり、藍あい夏かが服を脱ぬぎ始はじめる。この瞬しゆん間かんだけは二度目になっても緊きん張ちようしてしまう。

「ねえ、ナオ」

「うん？」

「今度さ、わたしがこういう服じゃないのを選んだら、ナオはなんて言う？」

「えっ……」

　すごく漠ばく然ぜんとした、抽ちゆう象しよう的てきな問いかけだ。

　どう答えていいのかわからず、僕ぼくは黙だまり込こんでしまう。

「だから、その……たとえば、お姉ちゃんが着るような感じの。清せい楚そっぽい……っていうのかな。そういう服を着てるわたしは、わたしらしくない？」

「あー、そういう……」

　言いたいことの意味は理解できた。

　けれど、やっぱり明確な答えをすぐに用意してあげるのは難しくて。

「どうだろう……。藍あい夏かと知り合ってからそんなに経たったわけではないけどさ。でも、今の感じの藍あい夏かに僕ぼくはだいぶ慣れちゃったから、もしかしたら困こん惑わくはするかもしれない。いつもと違ちがうわけだから」

「そう……だよね……」

　少し寂さびしそうな声。顔は見えないけれど、今度はしっかりと感じ取ることができた。

「でも、絶対に否定はしないよ。何か思うところがあって藍あい夏かが違ちがう藍あい夏かになろうとするのなら、見てみたいと思うかな」

「……わかった、ありがとう。そうなるのはもう少し先になるかもしれないけど、その時はお姉ちゃんもだけど、ナオにも見ててほしいかも」

「了りよう解かい」

　果たしていつになるのだろう。夏頃ごろにはそうなっているかもしれないし、あるいは来年か、五年後十年後かもしれない。

　──結局。

　藍あい夏かは試着した二着とも買うことにした。僕ぼくがどっちも「似合ってるよ」と言ってしまい、決めかねてしまったみたいだ。

　バイトで稼かせぐから大だい丈じよう夫ぶとのことだったから、きっとこれからも頑がん張ばって働いてくれると思う。

　僕ぼくも藍あい夏かのように、自分を守ってくれる存在が欲ほしくなった時は何に頼たよるのだろうかとか、そんなことを考えた。
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　電話でもいいよと伝えられた。だけど直接顔を合わせて話がしたかった。

　相手は無論、櫻さくら子こさん。藍あい夏かもそれは察していたようで、けれど僕ぼくと会っている時にそれを口にすることはなかった。僕ぼくと櫻さくら子こさんのことを、藍あい夏かはどう思っているのかは謎なぞのままだ。

　待ち合わせ場所になっているのは、櫻さくら子こさんの通う京けい王おう大学のキャンパス。

　大学というのは僕ぼくの通っている高校とは比べ物にならないほど、何もかもがが大きかった。

　敷しき地ちの広さ、設備の規模、すれ違ちがう人の数──。何から何まで僕ぼくの思っていた以上のものが広がっていた。

「ええと……図書館裏のベンチはこっちかな？」

　午後五時時半に図書館裏にあるベンチのあたりで待ち合わせようと、昨日櫻さくら子こさんから伝えられていた。

　学校が終わってやることのなかった僕ぼくは早めに赴おもむいてキャンパス内を散策していたのだけど、そろそろ待ち合わせの時間だ。

　もしかしたらひよりさんと出会うんじゃないかと思っていた。けれどこんなに広かったら、そんな偶ぐう然ぜん出会えるはずもなかった。

「ナオ！」

　初めての大学という場所の感かん慨がいに耽ふけっていると。

　僕ぼくより櫻さくら子こさんのほうが先に到とう着ちやくしていたようで、座すわっていたベンチから立ち上がってこちらに手を振ふってきた。

「ごめんなさい。時間作ってもらっちゃって」

　二人同時にベンチに腰こし掛かける。

「いや。私もさっき授業終わって、あと一時間くらいは暇ひまだから」

「そうなんですか？　手ぶらですけど……」

「授業は手ぶらで受けられるよ～」

　え、そうなの……？

　さすがにノートと筆記用具くらいは必要じゃないの？　あと教科書とか。

「スマホいじってたら授業終わってたね」

「それでいいんですか？」

「うん。大事そうなパワポのスライドはカメラで撮さつ影えいしたし」

「えぇ……」

　大学生ってみんなそんな感じなの？　それとも櫻さくら子こさんがおかしいだけ？　後者であることを祈いのるばかりだ。

「どう？　京けい王おう大学は」

「素す敵てきだと思いました。オシャレだし施し設せつも綺き麗れいだし。都心なのに緑もたくさんあってびっくりしました」

　まだオープンキャンパスなどに行ったことはなかったから、僕ぼくにとっては大学は本当に今日が初めての場所だった。

「まあ、私は東大に行きたかったんだけどね。浪ろう人にんしたうえに現げん役えきより成績落ちちゃったからドヤ顔できないんだけど」

「でも、ここもいいところじゃないですか。僕ぼくは東大を知らないですけど」

「まあ、あんまり真面目に大学通ってないけどね」

「せっかくフォローしてるのに何なんですか!?」

　ポジティブに褒ほめてるのに「まあ」とか言いながら否定してくるんですけどこの人。ちょっとキレそう。

「自じ虐ぎやくコミュニケーションだね、うん」

「これは違ちがうと思います」

　櫻さくら子こさんはツッコミ待ちの時はあからさまに視線を向けてくる。僕ぼくもそれを察することができるようになってきたけど……。

「──それで。私に話があるんだっけ、ナオは」

「はい」

　昨日の夜。

　僕ぼくが櫻さくら子こさんにその旨むねを伝え、直接会う場をセッティングしてもらったのだ。

　どうしても伝えたい、問いただしたいことができたのだ。

「ひよりさんとランチに行ってきました」

「お疲つかれ様さま。どうだった？」

「櫻さくら子こさんのアドバイス通りにやって、仲良くなれたと思います」

「……いいじゃん」

　新しく教えてもらった技わざ、ミラーリング。

　あれがどれほどの効果があったのか数値で測定できるわけではないけれど、同じタイミングで食べたり飲んだりすることで、会話のテンポが良くなったような気はした。

　櫻さくら子こさんが推すい薦せんしてくれた店の雰ふん囲い気きも良く、大学の近くだというのに落ち着いていてかつリーズナブル。まさに穴場スポットという言葉が相応ふさわしかったように思う。

「人生で初めてです。女の子と二人で食事に行ったのは」

「それにしては上う手まくやれたって感じ？」

「そうだと思います」

　実際、自己評価としてもあのランチは悪くなかったどころか、かなり好こう感かん触しよくで良かったんじゃないかと思う。

「どんな話をしたの？」

「そうですね……」

　櫻さくら子こさんにそのランチの模様を搔かい摘つまんで説明していく。

　最初に年ねん齢れいを偽いつわっていたことを打ち明けられたのも良かった。櫻さくら子こさんの言うように、やがて仲良くしていくんだとしたらあんな噓うそを突つき通とおせるわけもないのだから。

　そして大事なのは、ひよりさんが語ってくれた過去と、それに伴ともなう街コンに参加した動機についてだ。

　ひよりさんはもともと大人しい高校生で、恋れん愛あいなんかとは無む縁えんの中で学生生活を送っていたこと。

　そして頑がん張ばって勉強した末に進学した京けい王おう大学。そのボランティアサークルに入ってすぐ、先せん輩ぱいから告白されたこと。

　恋れん愛あいがしてみたかったひよりさん。その先せん輩ぱいのことはまだ全然知らなかったが、付き合ってから知ってくれればと強く言われ、承しよう諾だくしたこと。

　しかし先せん輩ぱいは他の女の子にも同様の告白をしていたことがわかり、自分が二ふた股またの被ひ害がいにあっていたこと。

　それがサークルにも知しれ渡わたって居にくくなり、辞やめるしかなかったこと。

　それでヤケになって街コンで出会いを作って忘れようとしたけど、今振ふり返かえるとその行動はあまりに愚おろかだったこと。

「──ひよりさんは全部赤せき裸ら々らに教えてくれました。本当に辛つらかった。騙だまされたこともそうだし、それでサークルでの居場所をなくしてしまったことも耐たえ難がたいことだった、って」

　新しい環かん境きようというのは誰だれでも最初は不安なものだろう。

　そこで優やさしく迎むかえ入いれてくれた先せん輩ぱいに騙だまされていた。それも、その内容が人生で初めての恋れん愛あいに関わることだった。

　それを聞いて、なんてひどい話なんだと僕ぼくは思った。

「でもひよりさんは言ってくれたんです。僕ぼくは優やさしくて、誠実な人だって。年ねん齢れいを偽いつわっていたことを自分から打ち明けて謝あやまったことや、その時の態度だったりを。これは櫻さくら子こさんからのアドバイスでしたね」

　とにかく最初に謝あやまること。誠実に頭を下げること。

　そうすることが損そこなう信しん頼らいを最小限に抑おさえられるうえ、その後の対応によってはプラスに作用するかもしれない、と。

「そうなんだ。ひよりちゃん、そんなことがあったんだね」

　櫻さくら子こさんも真面目な顔をして頷うなずいている。

「でもナオのことは信しん頼らいしているって様子だったの？」

「そう……だと思います。街コンでいくつか連れん絡らく先さきの交こう換かんはしたみたいなんですけど、僕ぼくとしかその後続いている人はいないって言ってましたし……」

「へえ。本当だとしたらすげえじゃん！　その展開は私もびっくりだよ」

「そうですね。我ながら驚おどろきです」

　僕ぼくのどこにひよりさんを惹ひき付つける要素があったのだろう。

　そういうのって自分ではわからないんだよなぁ……。

　街コンでは櫻さくら子こさんなら何と言うかというのを考えつつ最後に友達になってくださいと告げたけど、評価してくれているのはそれだけじゃないだろうし。

「結果的に、ナオが年下でしかもあんまり男らしくないのが功を奏したかもね」

「どういう意味ですか？」

「ナオは背も低いし、顔立ちも中性的。今の時代にこういう言い方をするのもあれだけど、強さとか逞たくましさみたいな概がい念ねんとはちょっとズレはするよね」

「は、はぁ……」

　言っていることは確かにもっともかもしれないけど、シンプルにディスられているよね？　もうちょっとオブラートに包んで欲ほしい。

「でも、それが関係あるんですか？」

「聞く限りだと、ひよりちゃんはそういう経験から、男性に対して警けい戒かい心しんみたいなのがあるんだと思う。自分が搾さく取しゆされるんじゃないか。また都合良く使われるんじゃないか──って」

「それはあるかもしれないですね」

「けれど、ナオはその恐きよう怖ふの対象から遠いところに位置してるんだよ。守ってくれそうな強さは感じられないけど、逆にそれは攻こう撃げき性せいがないと解かい釈しやくできる。そして何より年ねん齢れい差さ。ひよりちゃんのほうが年上なんだから、その部分で気持ち的にリードもできる」

「僕ぼくというより、僕ぼくの属性の問題なんですね……」

「それだって立派な恋れん愛あいの要素だよ」

　男女関係などド素しろ人うとの僕ぼくにでもわかるくらいには、ひよりさんは僕ぼくに好意的な態度を示してくれていた。

　それが恋れん愛あい的てきな好意なのかはわからないけれど、櫻さくら子こさんの言うような僕ぼくの属性が今回はその追い風になっていたというのか？

「また会おうみたいな約束はしたの？」

「はっきりと決めたわけではないですけど、今度バイト先に来たいって言ってました。僕ぼくとしては働いてるとこ見られるのは、だいぶ恥はずかしいけど」

「おおっ！　すごいじゃん！　エスコートしてあげな～」

　この報告には櫻さくら子こさんも興奮気味に声をあげる。

　僕ぼくもそう言ってもらえたのはまさかまさかの展開だった。

「私が糸を引いておいてこう言うのも変だけどさ。ナオは想像以上だよ。いいじゃん、この調子でひよりちゃんにどんどんアプローチしていこう！」

「……その件なんですけど」

　そう。その件だ。

　僕ぼくがこの話をすれば、櫻さくら子こさんがいいぞこの調子だ突つき進すすめと言うのは目に見えていた。

　だから僕ぼくは、直接会って話がしたかったのだ。

「櫻さくら子こさんの言ってること、おかしいと思います」

　まずは結論から伝える。櫻さくら子こさんの推すい奨しようするやり方は間ま違ちがっているのではないかと。

「僕ぼくはこれ以上、誰だれかを騙だますような真ま似ねはできません」

「騙だます……？」

「藍あい夏かの彼かれ氏しになるというのが僕ぼくの目指すべきところなんですよね？　そのためにひよりさんを道具に使うのだとしたら、それは騙だましていることになると思います」

　櫻さくら子こさんは言った。恋れん愛あい工こう学がくの観点から見て、モテスパイラルを構築してしまうのが手っ取り早い方法であると。グッピー理論とはそういうものであると。

　けれどその理論に基もとづくと、僕ぼくはひよりさんを練習台にすることになる。藍あい夏かという目的のために。

「誠実だとか、優やさしいだとか。僕ぼくはひよりさんからそういう風に評価してもらいました。心の底からそう言ってくれていたと思います。でも今後も僕ぼくが櫻さくら子こさんのアドバイスに沿って行動するのだとしたら、それはあまりに不誠実じゃないですかッ！」

　最初から違い和わ感かんがあった。

　櫻さくら子こさんの唱えたグッピー理論。複数の女性に同時にアプローチしていくことが正しいと言わんばかりの話は、簡単に頷うなずけるものではなかった。

　けれど一いつ旦たんは受け入れることにした。櫻さくら子こさんを信じていたから。

「教えてください。櫻さくら子こさんの言う恋れん愛あい工こう学がくって、こういうことなんですか？　僕ぼくのことを信しん頼らいしてくれた人を踏ふみ台だいにして、本命の子を狙ねらうための道具にする──。これが正しいことだと、櫻さくら子こさんは本気で主張するんですか？」

　僕ぼくは違ちがうと思った。

　こんなの、絶対に不誠実で優やさしくない。

　二ふた股またの被ひ害がいに遭あって苦しい思いをしたひよりさん。そんな彼かの女じよに、その気になるように継けい続ぞくしてアピールしていくのが正義なのだとしたら。

「私は道具だとも踏ふみ台だいだとも思ってない。その先に何かあろうと、少なくとも目の前にいる誰だれかに優やさしくすることは悪いことじゃない。それに、そうした経験を糧かてにして次に活いかして誰だれかのためになることは、正しい成長だと私は思う」

　至って真しん剣けんな眼まな差ざしだった。

　そこには自信が垣かい間ま見みえた。言いい淀よどむことなく堂々とした振ふる舞まいだ。

「おかしいですよ、そんなの……」

　だとしても、やはり僕ぼくにはわからない。

　理解できないし、したいとも思えなかった。

「だって……だって！　そんなやり方、藍あい夏かに対しても失礼じゃないですか……ッ!!」

　今日一番の声でもって叫さけぶ。

　最終的に目指すところは藍あい夏かのはずだ。

　けれどそこまでの道のりが不誠実であるなら、経由される女の子はもちろん藍あい夏かにだって不誠実な行こう為いだ。

「……なに？」

　櫻さくら子こさんからその言葉が発された瞬しゆん間かん、ここの空気が変わったような気がした。

　空も暗くなり人通りも少なくなってきた図書館裏。そのベンチに腰こし掛かける僕ぼくと櫻さくら子こさんの間に、緊きん張ちよう感かんが生まれている。

「藍あい夏かに対して失礼？　ううん、そうじゃない！」

　僕ぼくに負けない大きさの声で櫻さくら子こさんが叫さけぶ。それは、ちょうど通りがかった学生が思わずこちらを向くほどの勢いで。

「私は藍あい夏かを愛してる。姉として、家族として。そのために、私なりにできることをやってきたつもり。少なくとも、私のやっていることは全部藍あい夏かのため。それだけはナオにしっかり伝えておくよ」

「櫻さくら子こ……さん……？」

　どうしたんだ？

　今の発言には違い和わ感かんがあった。ここまで僕ぼくの意見に対してはそれなりの理り屈くつに基もとづいて反論していた櫻さくら子こさんだが、どうにも今の発言は少しズレている気がする。僕ぼくの行動の話をしているはずなのに、櫻さくら子こさんの個人的な自負の話にすり替かわっている。

「で、でも……！　櫻さくら子こさんが僕ぼくに提示していることは……ッ」

　なんとか話を戻もどそうと試みる。しかし、櫻さくら子こさんは応じてくれない。

「全部だよ！　それも含ふくめて、私は藍あい夏かに対して失礼なんてことはない！」

　怒いかりだ。これは櫻さくら子こさんの怒いかりの感情だ。

　ここまで冷静だった櫻さくら子こさんだったけど、藍あい夏かに話題が及およんだ途と端たんに感情的になっている。
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「ひよりちゃんに対して不誠実？　そんなことはない。今のひよりちゃんはナオを求めてる。だったら、それに応えてやるのが男としての誇ほこりであり、ひよりちゃんのためになることなんじゃないのかな？」

「でもそれはひよりさんを騙だまして……」

「騙だましてないよ。何もひよりちゃんを彼かの女じよにしろって言ってるわけじゃない。またランチに行きたいってことなら行く、遊びたいようなら遊ぶ。キスしたいようならキスする。それじゃダメなの？」

「…………」

　言葉が見つからなかった。

　僕ぼくの主張が櫻さくら子こさんに理解してもらえている限り、対話の余地があると思っていた。櫻さくら子こさんは頭も良くて、自分一人で色んなことをできてしまう人だ。僕ぼくなんかより遥はるかにすごい能力をたくさん持ち合わせている。

　僕ぼくはその実績と経験値を買っていた。だから少し疑問に思うことがあっても、ひとまず従ってきたつもりだ。

　でもここに来て、埋うめることのできない溝みぞが生まれてしまった気がする。

　──だとするなら。

「……降ります」

　僕ぼくはゆっくりとベンチから立ち上がる。

「ごめんなさい櫻さくら子こさん。僕ぼく、やってられないです」

　実質的な別れの宣言だ。

「櫻さくら子こさんに唆そそのかされるままにやってきましたけど、僕ぼくにはわからないです。櫻さくら子こさんの考え方がどうしても」

　ここに来る前は期待していた。

　僕ぼくが異を唱えれば、櫻さくら子こさんが譲じよう歩ほしてくれるかあるいは別の角度からのアプローチを提案してくれるんじゃないかと。

　けれどそんなことはなく、櫻さくら子こさんは櫻さくら子こさんの正義を声こわ高だかに主張した。

　だとしたら、僕ぼくが退く以外に手段はない。

「…………わかった。ナオ、変なことに巻まき込こんじゃったね」

　少し間を置いたのち、櫻さくら子こさんも同意する。さすがに限界だと悟さとったのだろう。

「私が言ったことは忘れていいから。ナオはナオの思うように生きて欲ほしい」

「はい、そうします。……ありがとうございました」

　ベンチのほうを振ふり返かえり、頭を下げる。

　あとはここを立ち去るだけ。そうすれば全てが終わる。

　一歩。そしてまた一歩と足を踏ふみ出だす。

　もう櫻さくら子こさんの顔は見ない。キャンパスの出口がどちらかわからないけど、とにかく今は櫻さくら子こさんの視界から消えるのが最優先。

　──あーあ。何やってたんだろ。

　真っ暗になり明かりが灯ともり始はじめたキャンパスに、僕ぼくは虚きよ無むを思う。

　自分よりも年上で優ゆう秀しゆうな彼かの女じよに師事をして、少し大人になった気になっていたのかもしれない。

　けれど恋れん愛あい偏へん差さ値ちがゼロの僕ぼくには、櫻さくら子こさんの言っていることがわからなかった。

　基き礎そ中の基き礎そだという恋れん愛あい工こう学がくの部分に納なつ得とくがいかなかったのだとしたら、僕ぼくが向いていなかっただけの話。

　何が正義なのかはわからないが、少なくとも僕ぼくの思うものはここにはない。それだけは確かに言えることだった。

　だから僕ぼくは消えるんだ。

　もう一生この人とは関わらないんだろうな。

　関わりたくないという主体的な感情ではなかった。極きわめて客観的な立場から関わることはないのだろうと達観していたた。

　恋れん愛あい工こう学がくなんてクソだと思った。
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　中間テストが終わり、答案用紙の返へん却きやくが始まった。

　終えてみての感想は、今まで通りだなということ。二年生に進級して最初のテストだから何か変化があるかもと構えてはいたが、特段そういったこともなく昨年度と同じ要領でどの科目も出題されていた。

　放課後。

　この日は体育館が空いていることが判明。そんな絶好の機をうちのクラスメイトが逃のがすはずもなく、他クラスを相手にバスケ勝負となった。

「ナオ！　シュート決めろ！」

「え、あ。うん……！」

　僕ぼくのもとへとパスが回ってくる。

　しかしどこかぼうっとしていた。投げられたボールに反応が間に合わず、キャッチし損そこねてしまう。

「うあっ!?」

　さらに弾はじいたボールを相手チームにさらわれ、ドリブルで抜ぬかれる。

　そして為なす術すべなくシュートを決められてしまった。

「おーいナオくん？」

「しっかりしろ～」

　今のは間ま違ちがいなく僕ぼくのミスだ。あんなスルーパスを取りこぼしてしまえば、そりゃ𠮟しつ責せきも飛んでくる。

「ごめん！　ちゃんと見てなかった」

「ドンマイ。次行こ、次」

「うん、ありがと……！」

　とは言っても、所しよ詮せんは遊びでやっているだけの放課後バスケ。

　高校生男子だ。ボールが回ってくれば本気でシュートを狙ねらいに行くが、そうはいっても何が何でもチーム全体で勝ちに行こうというわけではない。

　テストから解放されて暇ひまを持て余している男が集まっているだけなので、凡ぼんミスをしたからといって激しく咎とがめられることもなかった。

「ナオに汚お名めい挽ばん回かいのチャンスを与あたえてやろう」

　そう言われ、再び僕ぼくのもとにパスが回ってくる。

「汚お名めいは挽ばん回かいしたくない！」

　それを言うなら汚お名めい返へん上じようか名めい誉よ挽ばん回かいだよ！

　それはそれとして、みんなで楽しくやろうと気き遣づかってくれてのパスだ。ここは気合いを入れてゴールを狙ねらっていこう。

「くっ……」

　しかし目の前に立たち塞ふさがる相手チーム。男子高特有の上半身裸はだかに制服のズボンという謎なぞスタイルで、なかなか引ひき締しまった筋肉を見せつけてくる。

　やっぱり体格差が厳しい。みんな僕ぼくより一回りは大きい男子だ。バスケのような体のサイズが物を言うスポーツは、ただでさえそんなに運動が得意でない僕ぼくにとってはかなりのハンデになる。

　正せい攻こう法ほうじゃ無理だ。でも所しよ詮せんこれが遊びなのだとしたら。

「いやトラベリング！」

「えぇ!?　してないしてない！」

　反則上等。なんでもいいからゴールネットに向けてボールを投げてしまえ！

　たぶん五歩くらい歩いている。誰だれが見たってトラベリングだ。

　でもただ奪うばわれてまたカウンターを決められるのは面おも白しろくない。それだったら、おもしろおかしいほうがみんな笑えていいと思った。

「おいおい。うちのナオ様だぞ！　トラベリングもオフサイドも適用外なんだが？」

「そーだそーだ」

　クラスメイトもそれに乗っていじってくれる。

　うん、これでいい。あんまり戦力にはならない僕ぼくがこういう場に呼ばれているのは、キャラとしていてもいいからだ。

　──そうだ。

　本来の僕ぼくの高校生活って、こういう感じだったじゃないか。

　クラスの中心人物なんかからは程ほど遠とおい位置だけど、うるさくて脱ぬぎたがりで汗あせ臭くさい野や郎ろう共に囲まれて孤こ立りつしているわけではない。

　その集団の中でいじられキャラに徹てつし、少しばかりの存在価値を発揮する。

　それがあるべき姿の水み無な瀬せ那な央おじゃないか。

「彼かの女じよ欲ほしい～。セックスしてえ～」

「いきなりどうしたんだよ」

「なんで私の放課後はバスケなんだよ、意味わかんねえ～」

「じゃあそのへんでナンパでもしてこいよ」

「いや冷静に考えて無理でしょ、ナンパとか」

　ゲーム中に唐とう突とつに交かわされる欲求不満な猿さるたちの会話。一日教室にいれば似たような内容の話は耳にたこができるほど聞く。

　でもこれが男子高の日常で、あるべき姿なんだ。

　女子という存在から縁えん遠どおくて、デリカシーもクソもない男社会。彼かの女じよができるなんて事態は夢の世界で、現実の延長線上にあるものとは誰だれも考えていない。

　そういう常識で回っている社会が、僕ぼくが収まるべきコミュニティに他ならない。

　僕ぼくの日常からは、女子というものが徐じよ々じよに消えつつあった。

　テスト期間でバイトにあまり入ってないせいもあり、ここしばらく藍あい夏かとシフトが被かぶる日がなかった。

　目的がよくわからなくなり、ひよりさんとのトークもなんとなく区切りの良いいところで既き読どくをつけてそれきり何も送っていない。

　櫻さくら子こさんと京けい王おう大学のキャンパスで話したあの日以来、僕ぼくは今までの僕ぼくに急速に回帰していた。

　そんな日常は居い心ごこ地ちが良かった。慣れないことを頑がん張ばったり背せ伸のびする必要のない生活というのは快適で、ストレスがない。

「ナオ、今度こそ決めてみろよ」

「おっけ。パスちょうだい！」

　水み無な瀬せ那な央おの高校生活は、こういうのでいいんだよ。
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　藍あい夏かと久しぶりにシフトが被かぶった。

　テストが終わってから一週間。週末の金曜日、ロッカールームで着き替がえを済ませて通路に出たところでちょうど藍あい夏かと鉢はち合あわせたのだ。

「あっ。ひ、久しぶり……！」

　しばらく話してなかった。

　櫻さくら子こさんとの共犯関係を解消した。

　この二つの要因で藍あい夏かとの距きよ離り感かんをどうしたらいいのかよくわからなくなり、なんだかきょどった挨あい拶さつになってしまった。

「……うん」

　それは藍あい夏かも同じのようで、僕ぼくの顔を見るなり伏ふし目めがちに小さく頷うなずくだけ。口元まで完全に隠かくしたマスクのせいで表情がほとんど読み取れない。

　挨あい拶さつの一言だけっていうのもなんか変だし、ここは軽く何かしら話しておいたほうがいいよなぁ……。

「ええと。……あ、テストどうだった？　日本史とか」

　かなり迷いながらも話題を見つける。

　休きゆう憩けい中ちゆうに頑がん張ばって日本史の勉強をしていたのを思い出したのだ。

「別に……」

「え？」

「だから、別に……」

「そ、そう……」

　しかし藍あい夏かはいつもと違ちがうというか、僕ぼくと話したくなさそうな雰ふん囲い気き。

　会話を広げようという意思がないどころか、僕ぼくと目を合わせようとしない姿勢。どうにも拒きよ絶ぜつに近い印象を受ける。

「着き替がえるから、どいて」

　そして藍あい夏かは僕ぼくを押おしのけるようにして「女じよ性せい更こう衣い中ちゆう」の札を掛かけるとともにロッカールームへ。

「何かしちゃった……？」

　自分の藍あい夏かへの振ふる舞まいを振ふり返かえる。

　けれど怒おこらせてしまうようなことをした記き憶おくは見つからない。だってしばらく会ってすらいないのだ。不和が生まれようがない。

　まるで出会ったばかりの頃ころのよう。取り付く島もない女の子だった。







　週末の金曜日ということもあり、その日のバイトは激務を極きわめた。

「ナオ。バッシング間に合ってない。向こうのほう頼たのんでいいか？」

「了りよう解かいです。ここ片付いたらすぐ行きます」

　隙すきあらば仕事をサボっている店長も、今日は隙すきを見つけることができていない。

　そろそろヤニを摂せつ取しゆしたくてたまらないだろうに、それをぐっと堪こらえてもう何時間も店内を動き回り続けている。

　今日はシフトに入っている人数がそんなに多くないのも、忙いそがしさに拍はく車しやをかけていた。売上がどうだろうとバイト的には正直どうでもいいので、今日は運が悪い。

　店長に言われた席の清せい掃そうへ向かう。

　と、そのテーブルへ歩いている途と中ちゆう。なぜか何をするでもなくただ突つっ立たっているだけの店員がいる。

　──藍あい夏かだ。

「おい、藍あい夏か。何やってんだよ」

「…………」

「藍あい夏か！」

「え……？　あ、うん……」

　背中のあたりを叩たたいてようやく、藍あい夏かはこちらに反応を示す。

「どうかした？　体調でも悪い？」

「ううん。別に、そんなことはない」

「じゃああそこの席のバッシング、一いつ緒しよに手伝って」

「……うん」

「大だい丈じよう夫ぶ……？」

　実は今日の藍あい夏かはずっとこんな調子だった。

　仕事が始まっても心ここにあらずといった様子で、とにかく動きが鈍にぶい。テキパキ業務をこなすというのが基本だけど、それが今日の藍あい夏かはできていないうえ、今のような感じでぼうっとしていることが多く見受けられる。

「……頼たのむよ」

　しかし藍あい夏かにずっと構っているわけにもいかない。

　来店したもののまだ席につけないお客さんも多く待たせているわけで、とにかく自分の仕事を最優先にしなければ。

　最後に藍あい夏かに一声かけ、急いで清せい掃そう業ぎよう務むに向かう。

　皿を一つにまとめる。お手て拭ふきなどのゴミを集め、皿の上へ。食塩や爪つま楊よう枝じなどのカスターを適切な位置に戻もどす。それが済んだら、ダスターで一気にテーブルを拭ふきにかかる。

　──よし、完かん了りよう。

　結局、藍あい夏かに頼たのむまでもなく僕ぼく一人で終わらせてしまった。

　椅い子すなどに忘れ物がないことだけ最後に改めて確かく認にんし、待たせてしまっているお客さんを案内しにかかる。

「お待たせしました。一名様でお待ちのモモヤマ様──って……あれ？」

「ナオくん、久しぶりっ！」

「うわ！　ひよりさんじゃないですか！」

　どこかで聞き覚えのある苗みよう字じだと思ったら、なんとその人ひよりさん。大学からの帰りだろうか、落ち着きめのコーデにリュックサックという格好だ。

「最近全然連れん絡らくないから心配だったんだけど……良かった。ナオくん元気そうで」

「ご、ごめんなさい……！　テストで急がしくて……」

　確かにテスト勉強はぼちぼちやっていたが、メッセージに返信する時間が惜おしいほど根こん詰つめていたわけではない。普ふ通つうにスマホいじってる時間もあったし。

　櫻さくら子こさんと口論して以降、ひよりさんとのやりとりも止めていた。どうしていいのかわからず、適当なところで既き読どくをつけて終わらせていた。

「嫌きらわれちゃったのかと心配したんだけど……そういうわけじゃない……よね？」

「もちろん！　全然そんな。心配かけちゃってごめんなさい……」

　でもだからといって、こうして心配をかけてしまった以上、連れん絡らくを取らないでいたのは反省しなければいけない。難しい、僕ぼくは一体どうすれば……。

「とりあえず席、案内しますね」

「うん、ありがとっ！」

　一いつ緒しよにランチに行ったあの日、そのうち僕ぼくのバイト中に遊びに来ると宣言したひよりさん。

　でも急に来られると……やっぱり少し緊きん張ちようしてしまう。

　こないだ荻おぎ野のさんがやってきたのとはわけが違ちがう。ひよりさんとは二人で出かけて、ある程度親密さを増した相手だ。

　奥おくの一人席用のテーブルへとひよりさんを案内する。

「すごいね……ナオくん、しっかり働いてる！」

「どうしたんですか、急に」

　案内した席に腰こし掛かけたところで、ひよりさんが心なしか目を潤うるませながら呟つぶやく。

「お店に入って待ってる時もね、ナオくんの姿を見つけたからこっそり見てたんだけど……てきぱきお仕事こなしてるから……」

「そんなことないですよ。忙いそがしい時はテンパったりしますし」

「私も大学生になってこないだからバイト始めたばかりだけど、失敗ばかりしちゃってる。それに比べてナオくんはすごいなって、尊敬しちゃった」

「尊敬なんてとんでもない！　慣れただけです。もう半年くらい働いてますし」

　勝手に体が覚えていくだけだ。勉強のように、覚えようと頑がん張ばって覚えたわけじゃない。毎日そこに通っていれば道を覚えるのと同じで、それは主体的な結果じゃない。

「すごいなぁ……ナオくん」

「すごいなんてそんな。ひよりさんも慣れてくればできるようになりますよ。ひよりさんは何のバイトをしてるんですか？」

　すごいすごいと褒ほめられ続つづけていて痒かゆくなってきたので、話題を転てん換かん。ひよりさんのバイトしてる場所……根こん拠きよは特にないけど、僕ぼくの予想はスーパー。

「私はドラッグストアでバイトしてるよ」

「ドラッグストア！　そうなんですね」

　惜おしい。小売店なのは当たってた。

「うん。あの商品どこって聞かれてもわからなくてお客さん困らせてばかりだし、レジ打ちも間ま違ちがっちゃうこと多くて……」

「小売店だとあのたくさんの商品を覚えないといけないのかぁ……」

　ファミレスのメニューとは扱あつかっている数が桁けた違ちがいだ。働き始めて間もなければ、わからないのも無理がない。

「ところで、気のせいかもしれないんだけど。ナオくんって喋しやべる時のクセがある気がする」

「えっ……クセですか？」

　なんだろう、急に。クセ？　うーん、それっぽいことは指し摘てきされたことないし、思い当たる節はないんだけど……。

「勘かん違ちがいだったらごめんね！　なんかね、私の喋しやべった言葉を繰くり返かえしてナオくんも言う時、たまにあるなぁ……って感じたの。今日も私がドラッグストアって言ったら、ナオくんもすぐドラッグストアって返してきたなあって」

「あー……」

　確かにそれは──少なくとも今日に限って言えば、クセだったと言える。

　櫻さくら子こさんに教えてもらった技わざ・リフレイン。街コンの時、そして二人でランチに行った時は意識的に織り交ぜながら喋しやべっていたけど、あの日以来、そういうのはもう止やめるようにしていたつもりだった。けれど、無意識のうちに出てしまっていたのか……。

「言われてみれば……って感じ？」

「そうですね、言われてみれば」

「ほら、今も！」

「あっ……」

　やばい。もしかしたら本当にクセになっているのかもしれない。

　恋れん愛あい工こう学がくも、そして櫻さくら子こさんのことも、もう僕ぼくには関係のないことだ。そう思ってあの日、櫻さくら子こさんとは決別したはずだ。

　それだと言うのに、僕ぼくの体は自然と実じつ践せんしてしまっているのだろうか。恋れん愛あい工こう学がくを。櫻さくら子こさんのメソッドを。

「……あ、ごめんね。お仕事中なのにどうでもいいこと話し過ぎちゃったね」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです……！　注文決まったらまた呼んでくだ──」

　ガシャ────────ン!!

　ひよりさんのテーブルを離はなれようとした、ちょうどその時。

　店内にものすごい破は壊かい音おんが響ひびき渡わたり、それまでガヤガヤと賑にぎやかだったフロアが一気に静まり返る。

　今のは間ま違ちがいなく食器が割れた音だ。しかも一つじゃない。複数の食器が同時に割れなければあんな音にはならない。

「ど、どうしたのかな……!?」

「僕ぼく、見てきます」

　思わず不安げな声を出すひよりさんにそう言い、急いで音のした場所へ向かう。

　出入口のほうだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？　──藍あい夏か」

　そう。けたたましい音を出してしまったのはお客さんではなく、店員の藍あい夏かに他ならなかった。

「ちょっと下がってろ。ナオと片付けるから」

　そこに店長もやってきて、どうしようもなく棒立ち状態の藍あい夏かを半ば強ごう引いんにどける。

　料理を運んでいる最中にお盆ぼんに載のっていたものを丸ごとひっくり返してしまったようで、ハンバーグなどの肉類からライス、スープに至るまで全て床ゆかにぶちまけてしまっている。

　不幸中の幸いなのは、お客さんには被ひ害がいがないということか。これで料理がお客さんの服にかかっていたら目も当てられなかった。

「ナオ、裏から箒ほうきとちりとり持ってきて」

「わかりました」

　こういう時に、これでも店長は店長なんだと思わされる。他の店員にも迅じん速そくかつ的確に指示を飛ばし、事態の収しゆう拾しゆうに努める。このあたりの冷静さは、やっぱり店長がトップなんだと感じられる部分だ。

　落としてしまった食器や料理を片付け、床ゆかをモップと雑ぞう巾きんで綺き麗れいにする。その間にも厨ちゆう房ぼうには新しい料理を大急ぎで作らせる。

　それらの作業が全て終わり一いつ旦たん裏にスタッフが戻もどったところで。

「藍あい夏か、もう帰っていいよ」

　ひどく冷れい徹てつな声でもって、店長が藍あい夏かにそう告げた。

「…………」

　藍あい夏かは俯うつむきがちに黙だまりこんだまま。そんな新人バイトに店長が畳たたみかける。

「今日の藍あい夏かはちょっと気が抜ぬけてるよ。何があったのかはわからないけど、こんな状態だとスタッフにもお客様にも迷めい惑わくかけるだけだから。だから今日は帰ってゆっくり休んで、パフォーマンス戻もどしてまた働いてくれればいいから」

　そこには確かな優やさしさがあった。

　明らかに店長は怒おこっている。けれど、その怒いかりの中にもしっかりと藍あい夏かに対する配はい慮りよも忘れない。

　頭ごなしに怒ど鳴なり散ちらすのではなく、次にしっかり期待していることも伝える。

　そして何より今日は恐おそろしく忙いそがしい。猫ねこの手も借りたいくらいだ。

　藍あい夏かの動きが緩かん慢まんとはいえ、何もできないわけではない。今のミスで緊きん張ちよう感かんも出るだろうし帰らせる余よ裕ゆうはないのが正直なところだけど。

　それでも店長は藍あい夏かを気き遣づかい、帰宅を促うながした。僕ぼくはそれを優やさしさだと思った。

「……はい」

　それに対し藍あい夏かは、ゆっくりと頷うなずく。

「ごめんなさい。失礼します」

　本人も今日はもうダメと悟さとったのだろう。みんなに頭を下げ、帰る準備を始める。

「ほら。みんなは仕事に戻もどって。遅おくれたぶん、取とり戻もどすよ！」

「はいっ！」

　店長はテンションを高めてみんなに呼びかける。そうだ、いつまでもこの雰ふん囲い気きのままではいられない。

　藍あい夏かがいなくなってしまうぶん、他のメンバーで乗り切らなければ……！

「…………」

「…………」

　最後に藍あい夏かと目が合った。

　けれど何と声をかけていいのかわからず、藍あい夏かは僕ぼくの横を通り過ぎていく。

　どこか虚うつろな瞳ひとみをしていた。

　僕ぼくが最後に見た藍あい夏かの顔は、なんだか寂さびしそうだった。
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　すごく印象的だった。

　翌日になっても、藍あい夏かのその表情ばかりが脳のう裏りにこびりついていた。

　どうしてだろう。藍あい夏かがずっとフラッシュバックしていた。お風ふ呂ろに入っている時も、布ふ団とんに入っている時も、朝になってごはんを食べている時も。

　けれど櫻さくら子こさんという僕ぼくと藍あい夏かを繫つなぐための言い訳は、もうとっくの昔に僕ぼく自じ身しんが退けてしまっていて──。

　櫻さくら子こさんに唆そそのかされるまま、藍あい夏かを彼かの女じよにするべく恋れん愛あい工こう学がくとやらを学び、実じつ践せんしてきた。

　けれど僕ぼくが藍あい夏かの気を惹ひこうと手を講じる必要はなくなった。僕ぼくが櫻さくら子こさんの操あやつり人にん形ぎようになる契けい約やくは、もう解消されたのだから。

　そのはずなんだ。

　なのに、どうしてだろう。昨日の夜からずっと藍あい夏かのことが気になって仕方がない。

　バイトに来た時から、明らかに様子が普ふ通つうじゃなかった。

　最初は僕ぼくに対して怒おこっているのかと思ったけど、仕事中の藍あい夏かを見る限りだとそういうわけでもなさそうだった。

　何かあったんだろうなぁ……。

「──ああ、もう！」

　モヤモヤして仕方ない。

　今日が平日ならまだ良かった。授業を聞いて休み時間に友達と話していれば、藍あい夏かのことは一時的には忘れられていただろうに。

　けれど休日で家で暇ひまをしていると、どうしても藍あい夏かのことを考えてしまう。

　──あらかじめ宣言しておく。

　別に藍あい夏かが心配になったわけじゃない。モヤモヤしたままでいるのが精神衛生の観点で不適切だっただけだ。

「こういう時に頼たよれる人といえば……！」

　スマホをタップし、連れん絡らく先さきを呼び出す。

　きっと彼かの女じよであれば、何か知っているに違ちがいない。それを期待しつつ、僕ぼくはコンタクトを取ってみた。







　彼かの女じよへの連れん絡らくはすぐについた。

　午後五時半。原宿にあるチェーンのカフェ。

「せんぱ～い！　ごめんなさい、待たせちゃいましたか？」

　若い子で溢あふれかえる中、彼かの女じよ──荻おぎ野のさんは現れた。

「ううん。僕ぼくも今来たとこ」

「彼かれ氏しのセリフだったら最高なんですけどね～」

「荻おぎ野のさんこそ、遅おくれた人が言う皮肉ではないと思うよ!?」

「え～。でもいきなり時間を作ってあげたのはあたしじゃないですかぁ～？　そんなこと言われるのはぴえん通とおり越こしてぱおんですよ」

　ぱおん……ぴえんの進化形か!?　ゾウさんじゃん……。

　本来の待ち合わせから三十分ほど遅おくれての登場だった荻おぎ野のさん。

　なんでも、今日は昼からモデルの友達と原宿で遊んでいたようで、それが終わった後からだったら時間を作れるということだった。

　確かに荻おぎ野のさんが言うように、時間を工面してもらったのは僕ぼくのほうだからな……。ていうか僕ぼくも原宿の地理がわからなすぎてちょっと遅おくれたし……。

「藍あい夏かのことで聞きたいこと……でしたっけ？」

「うん。ちょっと気になってさ」

　情報が知りたいと思った時、選せん択たく肢しは実質一いち択たくだった。

　藍あい夏かについて一番詳くわしいのは、まず間ま違ちがいなく櫻さくら子こさんだろう。

　しかし僕ぼくと櫻さくら子こさんは、絶ぜつ縁えんとまではいかないものの微び妙みような関係になってしまった。

　すると頼たよれるのは自おのずと一人に絞しぼられた。荻おぎ野のさんだ。

「藍あい夏かさ、昨日のバイト中ずっと心ここにあらずって感じで……。それでしまいには運んでいた料理を全部ひっくり返して、店長から帰れって言われて……」

　昨日の出来事を搔かい摘つまんで説明する。色々あったけど、要約すると何か理由があって仕事に全く集中していなかった。その一点に尽つきる。

「あー……。たぶんあれのせいですね」

「心あたりがあるの？」

「はい。あれだろうなっていう目星はつきますよ」

「マジか！」

　もしかしたら知っているかも、くらいの心積もりで僕ぼくはアポイントを取った。

　しかし話し始めて一分かそこらで謎なぞの解明が終わりそうな勢い。さすがにこれは想定外の展開だった。

　そして荻おぎ野のさんは、その思い当たる節をためらう様子なく教えてくれた。

「多分これで間ま違ちがいないと思うんですけど……あれです。中間テストです」

「こないだあったやつ？　え、それの点数がひどかったの？」

　そんな理由？　バイトの休きゆう憩けい中ちゆうも頑がん張ばって勉強してたみたいだけど、結果がいまいちだったから落おち込こんでるの？

「逆です！　藍あい夏かはテストの点数がめっちゃ良かったんですよ」

「えっ、どういうこと？」

　結果が悪かったならともかく、良かったのに落おち込こんでるとは……。

「でもそれなのに、櫻さくら子こさんからご褒ほう美びがないって拗すねて……拗すねていたというよりすごく落おち込こんでました。ぜんぜん褒ほめてもらえなかったって……」

「そういうことか」

　一いつ瞬しゆん、荻おぎ野のさんが何を言ってるのかと思ったけど。

　そういう内容なら、相談相手を荻おぎ野のさんにして正解だったな。

「藍あい夏かが勉強を頑がん張ばってるのって、櫻さくら子こさんのためなんです。良いい成績を取れば櫻さくら子こさんに褒ほめてもらえて、美お味いしいご飯に連れてってくれるから。だから今回も頑がん張ばるんだって、あたしにずっと言ってました」

「そういえば、僕ぼくも教えてもらった気がするな。頑がん張ばったらご褒ほう美びに外食に連れて行ってもらうって」

　確か街コン会場で藍あい夏かと話した時だ。

　最近は家でよく二人で料理をするけど、たまに綺き麗れいな夜景の見えるホテルとかで外食をすることもある……と。

　それを話している藍あい夏かは本当に嬉うれしそうにしていたのも印象的だった。

　だとするなら、頑がん張ばって結果を出したのに櫻さくら子こさんからあまり褒ほめてもらえなかったというのは、藍あい夏かにとっては相当ショックなことだっただろうなぁ……。

「ご飯に関しても、しばらく企き業ぎよう案あん件けんのほうが忙いそがしいから厳しいと渋しぶられたって……。ちょうど明日の日曜日から仕事でどっか地方に行くみたいで、それでバタバタしていてあんまり構ってもらてないって……」

「地ち方ほう遠えん征せい……！　そんなこともするのか……」

　動画のほうが忙いそがしいというのは藍あい夏かも言っていた。

　実際、チャンネル登録者の人数もたまに覗のぞきに行くたびに増えているし……。

　しかし、それにしても地方に撮さつ影えいか。わかんないけど、櫻さくら子こさんも準備とかで色々大変なのだろうか。

「藍あい夏かって本当に櫻さくら子こさんのことが好きですからね～」

　そんな親友を荻おぎ野のさんは微ほほ笑えましそうにして語る。

「だよね。最初に櫻さくら子こさんと藍あい夏かのやり取りを見て、僕ぼくと話す時と態度がめちゃくちゃ違ちがうからびっくりしたよ」

　櫻さくら子こさんと電話をした際に、家で甘あまえる様子の藍あい夏かの声を聞いたこともある。

　藍あい夏かの行動原理は櫻さくら子こさんという存在に収束される。それがここしばらく藍あい夏かと接してきてわかったことだ。

　でも──一体それはなぜだろう。

　昨日の藍あい夏かに起きていたことはわかった。もちろん今のが正解だと決まったわけではないけれど、藍あい夏かの精神状態をあんなに左右するものとなれば櫻さくら子こさん絡がらみのものと考えて差さし支つかえないだろう。

　だからその件はいい。

　次に気になって来るのは、藍あい夏かがどうして櫻さくら子こさんのことをそんなに好きなのか──ということだ。

「荻おぎ野のさんは知ってたりする？　藍あい夏かがあんなにも櫻さくら子こさんのことが好きな理由……みたいなのって」

　藍あい夏かが荻おぎ野のさんについて僕ぼくに教えてくれた時、親友だと言って紹しよう介かいした。

　その言葉が示す通り、藍あい夏かはテストの件について荻おぎ野のさんに感情を吐と露ろしていたようだし、関係性の深さが窺うかがえる。

　なら藍あい夏かのその根本的な部分についても知っているのではないだろうか。

「どうしても知らなきゃいけないんですか？」

「……え」

「せんぱいの今の質問です。藍あい夏かがどうしてああなったのか……興味本位でしたら聞くのはやめたほうがいいと思います。てか、やめてください」

「…………」

　さっきまでとはまるで違ちがう荻おぎ野のさんの雰ふん囲い気きに、思わず言葉に詰つまってしまう。

　今の荻おぎ野のさん……とてつもなく真しん剣けんだ。

　テストの件は簡単に教えてくれたけど、それとは何かの重みが違ちがうということが否いやが応おうでも伝わってくる。

　それでも僕ぼくは聞くべきなのだろうか。

　荻おぎ野のさんから覚かく悟ごを問われている気がする。僕ぼくと藍あい夏か──その間に横たわる関係性がそれほどのものでなくていいのなら、僕ぼくは退ひくべき話題なのだろう。

　どうするべきか。三十秒……いや、一分ほどは黙だまって考えたと思う。

　出した結論は──。

「教えてほしい。藍あい夏かのこと」

「……わかりました」

　目を見て伝えると、荻おぎ野のさんはゆっくりと頷うなずいた。

　櫻さくら子こさんとの関係が切れた時点で、僕ぼくと藍あい夏かは単なるバイト先の同どう僚りように他ならなかった。

　けれどそう割り切れるほど、僕ぼくは藍あい夏かに無関心になれなかった。

　その事実を僕ぼくは信じたいと思った。覚かく悟ごを問われているのなら、あると答えてやる。
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「藍あい夏かは昔から可か愛わいかったんです。あたしなんかと違ちがって、先天的に可か愛わいいの女め神がみに愛されて生まれてきた子です。……これ、藍あい夏かの中学校の入学式の写真なんですけど。すごくないですか？」

「……可か愛わいい」

　荻おぎ野のさんがスマホに保存していた昔の藍あい夏かの写真を見せてくれる。校門の前で撮さつ影えいされた藍あい夏か単たん体たいでの写真。世せ間けん一いつ般ぱんに「可か愛わいい」と評価されるには充じゆう分ぶんすぎる姿だ。

　……そうか。

　もうこの頃ころには、荻おぎ野のさんは東京に引ひっ越こしていたのか。確か、小学生の時って言っていたもんな。

「でも今より遥はるかに物静かな子でした。それこそクラスの子とはそんなにはしゃがずに本を読んでいるような。当時は櫻さくら子こさんとも普ふ通つうの姉し妹まいって感じで、仲が悪いことはないけど特別良かったわけでもない……みたいな」

「へえ、なんか意外」

　当たり前のことだけど、僕ぼくが知っているのは今の藍あい夏かだけ。物静かで読書家というのはまったく想像できない。

「だから中学でも男子から好こう奇きの目で見られることも多くて、何度も告白を受けたそうです。全部断ってたみたいですけど」

「そりゃモテるよなぁ……」

　自分が中学生だった時のことを思い出す。当時はなんてことない公立の共学だったから、クラスで人気の女子と席せき替がえで隣となりになって胸が高鳴ったことがあった気がする。藍あい夏かはきっとそのポジションだ。

「──中学三年生の時です。藍あい夏かは六時間目の体育で足でしったけ……忘れちゃいましたが、とにかくどこかを怪け我がしちゃいました。少し擦すりむいた程度の大した怪け我がではなかったみたいですけど。それで保健室で治ち療りようを受けていたら、その間に授業が終わって放課後になってしまったそうです」

　荻おぎ野のさんの話が具体的なものに突とつ入にゆうした。恐おそらくこれがきっかけとなったエピソードになるのだろう。

「藍あい夏かは着き替がえる場所がなくなっちゃいました。そこで担任の先生が、使われていない空き教室を案内してくれて、そこで着き替がえることになったんです。でも──事件が起こります」

「っ……」

　事件。

　荻おぎ野のさんの表現に、僕ぼくの体が強こわ張ばるのを感じる。

「空き教室での藍あい夏かの着き替がえ、覗のぞかれていたんです。校舎がコの字型になっていて、一つ上の階からクラスの男子が……」

「うわあ……」

　事件というフレーズを出された時から、まさかと思っていた。

　嫌いやな予感というのは当たってしまうもので、思わず顔が歪ゆがんでしまう。

「覗のぞかれてただけならまだマシでした。藍あい夏かが覗のぞかれていることに気づいた時には、スマホを向けられてたんです。盗とう撮さつですね、はい」

「えぇ……」

　さすがにそれはちょっと……。

　盗とう撮さつまでいってしまうと度が過ぎるよなぁ……。

「気づかれて男子たちもヤバいと思ったのか、逃にげ帰かえっちゃったみたいです。藍あい夏かも大人しい子だったから先生にも言えなくて、そのまま家に帰ったそうで」

「んー……」

　ひどい話だ。

　藍あい夏かの性格も災わざわいしたのかもしれない。もっと勝ち気で活発な女の子だったら、男子もそこまでしなかった可能性はある。わからないけど。

「でも藍あい夏かは不安になって櫻さくら子こさんに電話で相談しました。そしたら櫻さくら子こさん、それを聞くなり飛行機のチケットを取って北海道に飛んできたんです」

「あっ……藍あい夏かが中学三年ってことは二年前。そっか、櫻さくら子こさんはもう上京して寮りようで浪ろう人にんしている頃ころか……！」

　すごいな櫻さくら子こさん。電話で相談されたからって、妹のためにわざわざ北海道まで飛んできたというのか。

「それで櫻さくら子こさん、どうしたと思います？　次の日の朝、関係したと思われる男子たちを待ち構えて締しめ上あげたそうです。今すぐ動画を消せ、共有した人がいるならその人の名前も全員教えろ……って」

「うわっ。すごい行動力……！」

　それにしても締しめ上あげるって。中学生とはいえ、男子相手にそれだけやるとは……。

「一応、それで全員のスマホから動画は消したことにはなりました」

「一応？」

「だって、データなんて本当に全部消したかどうかってわかんないですから……」

「そうだよね……」

　タップ一つで無限に拡散できてしまう時代だ。共有者全員に消させたといっても、本当のところはわからないし、確かく認にんしようがない。端たん末まつから消えていることを確かく認にんしても、送信した履り歴れきからデータを取とり戻もどすのは容易も容易。

「だから藍あい夏か、気持ち悪さと怖こわさで学校に通えなくなって……。地元にいるのが嫌いやになって、それで東京に──」

「……あ！」

　全てが繫つながった。

　執しゆう着ちやくと表現していいまでに櫻さくら子こさんを好いていること。

　わざわざ地元を離はなれ、東京の高校に進学したこと。

　そしてもう一つ。京けい王おう大学のキャンパスで櫻さくら子こさんと衝しよう突とつしたあの日。藍あい夏かに対して不誠実だと言った僕ぼくに対し、普ふ段だんは理知的な櫻さくら子こさんが感情を露あらわにしたことも。

　こんなふうに藍あい夏かを守るくらいには、櫻さくら子こさんは妹の藍あい夏かを大切にしてきた自負と過去があるんだ。そのくらいには、櫻さくら子こさんなりに考えての何かがあったのだ。こと藍あい夏かに関しては、何よりも最善を尽つくしてきたつもりなのだろう。

「藍あい夏かは男の子が信しん頼らいできなくなりました。そして同時に、櫻さくら子こさんを心の拠より所どころにするようになったんです。一番信しん頼らいの置ける人だって」

「そんな……」

　着き替がえシーンというあまりにデリケートすぎる動画が地元の男子の間では広まっているかもしれない。そんな中で地元の高校に進学するのは耐たえられない。

　だから藍あい夏かは脱だつ出しゆつした。そして、北海道まで飛んできて助けてくれた姉のいる東京──それも男子のいない女子高への進学を決めた。

　……いや、決めたというよりそれしか選せん択たく肢しがなかったのだろう。

　裏で自分の恥はずかしい動画が回っているかもしれないと恐きよう怖ふする中で生きるなんて、想像するだけで吐はきそうだ。

「櫻さくら子こさんしか信じられないんです、藍あい夏かは。本当に苦しい時に手を差さし伸のべてくれて、今では生活のすべてを櫻さくら子こさんが支えているんですから」

「……そっか」

　知らなかった。

　藍あい夏かの極度なまでのシスコンの裏には、こんな凄せい絶ぜつな物語が隠かくされていたなんて。

　話を聞き終えて思うのは、今の藍あい夏かの状態というのは当然の帰結だということ。

　櫻さくら子こさんに対する激げき烈れつな愛情。

　初めてその模様を目もく撃げきした時は、正直言って引いてしまった。

　けれど、そうなって当たり前じゃないか。そんなトラウマを植え付けられ、味方になってくれたのが姉しかいなかったのだから。

「僕ぼく、最低だ……」

「何がですか？」

　そして痛感する。僕ぼくはなんてひどいことをしてしまったのだと。

「藍あい夏かの初バイトの日なんだけどさ。僕ぼく、藍あい夏かの着き替がえを見ちゃったんだよ。『女じよ性せい更こう衣い中ちゆう』って札がかかっていたのに気づかずに、ロッカールームの扉とびらを開けて……」

「あら、そんなことが……」

　今の話を聞いた後だと、あの日の一件が持つ意味は大きく変わってくる。

　ただ覗のぞいてしまっただけ、という話では済まされない。藍あい夏かのトラウマとなっただろう中学時代の事件と同じ着き替がえの覗のぞきを、僕ぼくはやってしまったのだ。

「でもせんぱい、わざと見たわけではないですよね？」

「もちろん……！　でも僕ぼくがやったことって……」

　全てにおいて僕ぼくに悪気はなかった。

　でも、藍あい夏かにとっては他の人以上に深く深く傷ついていたに違ちがいない。

「それに、こないだ聞いたんだよ。藍あい夏かが黒色が好きな理由」

「黒……ですか」

「うん。藍あい夏かは言ってたんだよ。黒は自分のことを守ってくれるバリアカラーなんだ──って」

「そう……なんですね……」

　荻おぎ野のさんもそこまでは知らなかったようで、合が点てんがいったように頷うなずく。

　どうして藍あい夏かは自分のことを守らなければいけないのか。それについては、あの日の僕ぼくは知ることができなかった。

　けれど今になれば一いち目もく瞭りよう然ぜん。その一件で傷ついてしまった自分を守るために、強く見せるための手段として、ビジュアルとして強い黒という色に縋すがったのだ。

　地じ雷らいなんてものではない。それどころか、むしろ周囲の地じ雷らいにバリアを張るためのものが、藍あい夏かにとっての黒なのだ。

「藍あい夏かは最初、すごく僕ぼくに当たりが強かったんだよね」

「みたいですね」

「ちょっと理り不ふ尽じんじゃないかと思ってた。だけど今になってみれば当たり前だよね。僕ぼくが藍あい夏かを深く傷つける真ま似ねをしてたんだから」

「せんぱいに悪気はないし、そんな事情だって知らなかったじゃないですか。知らなかったんだから仕方ないですよ」

「でも……っ」

「でもじゃなくて！」

　勢いで荻おぎ野のさんが机を強く叩たたいてしまい、カフェにいる人たちからの視線が集中する。

　そのおかげで僕ぼくたちの感情もトーンダウン。少し落ち着きを取とり戻もどし、再び荻おぎ野のさんと向かい合う。

「──知らなかったほうが良かったですかね、せんぱいは」

「そんなこと……ないよ」

　ないよ。

　ない。ない……けど……ッ！

「藍あい夏かのこと、何も知らなかったんだなって……。そのことを痛感して自分の至らなさを悔くやんでるよ……」

　事情もわからないのに、勝手にあいつはヤバそうだ、地じ雷らいなんじゃないかって理解した気になって。

　そんな自分をようやく発見して、嫌きらいになってしまいそうだ。

「ありがとね、荻おぎ野のさん。教えてくれて」

「……はい。でもせんぱい、気に病やまないでくださいね？　藍あい夏かは強いです、大だい丈じよう夫ぶだってことはあたしが保証するので」

　荻おぎ野のさんは優やさしい女の子だった。

　時間を作ってくれて、真面目な話をする時はちゃんと態度で示してくれて、しまいには慰なぐさめの言葉もかけてくれて……。

　藍あい夏かは東京で素す敵てきな人に巡めぐり会あえたんだな。

　──唯ゆい一いつ、僕ぼくという欠けつ陥かん人にん間げんさえいなければ。
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　その日、家に帰ってからも重苦しい気分は晴れなかった。

　荻おぎ野のさんが教えてくれた藍あい夏かの過去。

　すべてはそこから始まった。そのせいで藍あい夏かは男性不信に陥おちいり、唯ゆい一いつ味方になってくれた櫻さくら子こさんだけを信じるようになった。

　たった一つの出来事それだけで、人は変わってしまうんだ。

「知らなかった……」

　今日、僕ぼくは何度この独り言を繰くり返かえしているのだろう。

　荻おぎ野のさんといた時も、帰りの電車に乗っている時も、家でお風ふ呂ろに入っている時も。

　悔くやしいと感じた。藍あい夏かのことを全然知らなかったことに気づかされ、そのことが何より僕ぼくの心をモヤモヤさせる。

　男性という存在に対する潜せん在ざい的てきな不信感。あれだけのトラウマを植え付けられたら、どんな女の子だってこうなってしまうだろう。

　地元にいるのを恐おそれ、櫻さくら子こさんのいる東京で女子高通いを選せん択たくするしか生きる道がなったのだと思うと、どれだけ凄せい絶ぜつだったかがわかる。

　繰くり返かえしになるけれど、僕ぼくは藍あい夏かがただの度が過ぎたシスコンな女の子だと思っていた。

　けれど、そうなってしまうのも致いたし方かたないどころか、そうなって当然の境きよう遇ぐうだったように今は思える。

　藍あい夏かのことを誤解していた自分が情けなかった。

　知らなかったんだから仕方ないですよ、と荻おぎ野のさんは言ってくれた。

　でも僕ぼくは、知らないことで藍あい夏かのことを間ま違ちがって解かい釈しやくしていたのだとしたら、とても悔くやしいことだと感じる。

　事実、ひよりさんの男性や自己に対する考え方、過去の重要な出来事なんかは少しは知ることができている。

　だからこそ、僕ぼくは櫻さくら子こさんに自分の意見をしっかりと述べ、強く異論を唱えるまでになったのだ。

　もう一度、口から零こぼれそうになる。知らなかった……と。

　けれどそう発する直前、着信を知らせるスマホの振しん動どうで僕ぼくは目を見開くことになった。

「櫻さくら子こさん？」

　画面に表示されているのは「木き村むら櫻さくら子こ」の文字列。

　なぜ。なんで。どうして。

　疑問視がたくさん頭に浮うかび、通話開始のボタンを押おすまでにはひどく時間がかかってしまった。

『ナオ！　助けてくれ！』

　音割れの激しい声がスピーカーから聞こえ、思わずスマホを遠ざける。

「ど、どうしたんですか櫻さくら子こさん……」

『悪い。ナオ、頼たのむ……藍あい夏かを……藍あい夏かを……』

「藍あい夏か？」

　一いつ瞬しゆん、櫻さくら子こさんじゃないのかと思うほどには普ふ通つうじゃない。息が切れ、激しく取り乱した様子なのが伝わってくる。

　先日、あれだけ喧けん嘩か別わかれのような形になってしまった僕ぼくと櫻さくら子こさんだが、とにかく今はそんなことを言っている状じよう況きようでないことだけはすぐに理解できた。

「藍あい夏かがどうかしたんですか？」

『ああ……藍あい夏かを助けてやってくれ……頼たのむ……』

「落ち着いてください！　藍あい夏かの身に何かあったんですか!?」

　藍あい夏かを助ける？　一体、何があったんだ？

『ストーカーに追いかけられていてヤバいらしくて……。バイト帰りに誰だれかにつけられてるんだって……ッ！』

「ストーカー？　今もつけられてるってことですか？」

『今もだよ。ずっと同じ人がつけてくる、間ま違ちがいないって……ッ！』

　本当だとしたら大変だ。

　藍あい夏かも女子高生。夜道で事件に巻まき込こまれる可能性も充じゆう分ぶんに考えられる。

『そうだ。とりあえず近くのコンビニに逃にげろって言ってはいるんだけど……ッ！』

「警察には連れん絡らくしましたか？」

『いや、まだ……』

「今すぐしてください！」

　最悪だ。

　櫻さくら子こさんは今、東京を離はなれている。助けに行こうにもどうしようもないのはすぐに理解できた。唯ゆい一いつ藍あい夏かが頼たよれる存在が、今は頼たよれる状じよう況きようにない。

　しかし冷静な櫻さくら子こさんらしくない。本当に動どう揺ようしているのがよくわかる。

　僕ぼくに電話する前にまずは警察だろう。けれど、こうなったからには僕ぼくもすぐに向かうほか選せん択たく肢しはない。

　ベッドから起き上がり、通学カバンに入っている財さい布ふだけ握にぎりしめて部屋を飛び出す。リビングにいるお母さんが「どこ行くの！」と叫さけんでいるが、そんなのに返事をしている余よ裕ゆうがあるわけなかった。

「今から僕ぼくが藍あい夏かのところに行きます！」

『おい、行くって言っても、どこのコンビニにいるかなんて……』

「知ってます。藍あい夏かの位置情報はリアルタイムで」

『あ……！』

　そう。僕ぼくは藍あい夏かがどこにいるかを知っている。電源さえ切れていなければ、藍あい夏かのいる場所などゼンリーがすぐに教えてくれる。

　これは……バイト先のほうじゃないな。ということは櫻さくら子こさんと藍あい夏かが住んでいる家の近所だろう。

　つまり藍あい夏かをつけているというストーカーは、バイト先から電車に乗って帰る藍あい夏かをずっと追いかけ続けているっていうのか？

　駅まで全力でダッシュする。自転車を使えば良かったと思うも、もう後の祭りだ。

　三分くらい走っただろうか。ようやく駅まで辿たどり着つく。

「いた、タクシー！」

　電車なんかを利用している時間はなかった。奇き跡せき的てきに通りがかった一台のタクシーを止め、急いで乗のり込こむ。

「この場所まで急いでください！　何キロ出してもいいんで！」

　ゼンリーの位置情報をそのまま見せ、急行してもらう。車にはあまり乗らないから曖あい昧まいな推測だけど、十五分くらいかかってしまうかもしれない。

　櫻さくら子こさんにタクシーを捕つかまえて向かっている旨むねのメッセージを送信し、早くつかないものかと窓の外を見つめ続ける。

「ていうかストーカーって……」

　そこで妙みような違い和わ感かんに思い当たる。

　つい最近、藍あい夏かについて妙みようなことを言ってくる人間がいなかったか？

　──『今日ってあの黒い子、いない感じですかね？』

　思い出した。

　少し前、来店して僕ぼくがお冷を出した二十代後半くらいの男性のお客さんが、確かそんなことを言っていた。

　まず間ま違ちがいなく藍あい夏かのことだと思って、ちょうど休きゆう憩けいに入りましたと馬鹿正直に答えてしまった記き憶おくがある。

　けれど、よく考えるとおかしな話だ。

　藍あい夏かは確かに黒色の服しかほぼ着ていない。しかし、当然だけどバイト中はファミレスで定められた制服姿だ。

　勤務時間外の藍あい夏かの様子を知らないと、そんなのわかるわけがない。

　──もしその人なのだとしたら。

「僕ぼくの責任じゃないか……！」

　今思えば明らかにおかしいじゃないか。質問された時点で警けい戒かいして、何らかの対策を施ほどこさなければならなかった状じよう況きようだ。

　藍あい夏かはずっと前からマークされていた可能性がある。そして、少なくとも僕ぼくはその異変に気づくことができる立場にいた。

「何してんだよ……」

　タクシーの車内で、自分に対する怒いかりが湧わいてくる。藍あい夏かを危険に晒さらした責任は、まるきり僕ぼくにあるじゃないか……ッ！

　気づくと舌が血の味を感知していた。思いっきり唇くちびるを嚙かみ出血してしまったらしい。

　それでも気持ちが収まらなかったのか、爪つめを剝むいていた。両方の親指と人差し指はもうボロボロになっている。

「着きましたよ～」

「ありがとうございます！　お釣つりいいんで！」

　ようやく到とう着ちやくしたらしい。

　足りるだけの千円札を財さい布ふから引ひっこ抜ぬいてドライバーに渡わたし、車外へ。

　そのコンビニの前までつけてくれていた。走る。走る。サンダルで走る。

　すぐそこの交差点に目を遣やると、信号を渡わたる気もなさそうにずっと突つっ立たっているだけの男がいて、コンビニのほうを見ているような気がする。

　暗くて顔まではよく見えないけど、あいつかもしれない。いや、きっとあいつだ。そうに違ちがいない。

　藍あい夏かが出てくるのを待ってるのだろうか？　コンビニまで入っていくのは不ふ審しんだと警けい戒かいして、外で待っているのか？

　けれど今は、とにかく藍あい夏かを探すことが最優先だ。コンビニに突とつ入にゆうする。

　藍あい夏かの過去は知らなかった。

　けれど、藍あい夏かに及およんだつきまといに関して僕ぼくは知っていた。知ることができていた。

　なのにどうして──ッ！

　ここにいてくれ。無事でいてくれ。

　そう願いながら店内へ。

　そして──藍あい夏かはいた。

「藍あい夏かッ！」

　店内の最さい奥おう。ペットボトルのドリンクが並んでいるそこに、震ふるえた手でスマホを握にぎりしめている藍あい夏かが見つかった。

　顎あごにかかったマスクと、今は少し乱れてしまったショートヘアが、彼かの女じよが藍あい夏かであることを証明している。

「な……お……」

「うん。僕ぼくだよ、ナオだよ」

　僕ぼくの姿を視界に捉とらえた瞬しゆん間かんのことだった。

　藍あい夏かはまさに膝ひざから崩くずれ落おちるようにしてその場にへたり込こむ。憔しよう悴すいしきった様子で、力なく……。

「大だい丈じよう夫ぶだった？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……」

「ごめんね、遅おそくなって」

「ううん……」

　蚊かの鳴くような、力のない声だ。

　藍あい夏かは泣いていた。ボトボトと涙なみだが店内の床ゆかにこぼれ落ちる。

「怖こわかった……ナオ、本当に怖こわかった……」

「そうだよね。怖こわかったよね」

　店内には僕ぼくらのほかにも数人のお客さんがいた。

　けれど藍あい夏かは構わず泣き、僕ぼくも構わず彼かの女じよの背中をさする。

　僕ぼくは小こ柄がらだ。そんな僕ぼくでも、今の藍あい夏かの身体からだは本当に小さいと感じる。

　知らなかった。こんなに藍あい夏かって弱々しくなってしまうんだなんて。

「わたし、死んじゃうかもって……。どこかに連れて行かれて、わけわかんないことになっちゃうかもって……」

「うん、うん」

　今の僕ぼくにできることは、藍あい夏かが絞しぼり出だしてくれる言葉にただひたすら頷うなずくだけ。

　強がった藍あい夏かしかこれまで見たことがなかった。

　とりわけ男性に対しては、絶対に隙すきを見せないぞとばかりに心の糸をぴんと張り続けていた。

　それが藍あい夏かの絶対的な仮面だった。そうやって苦しい苦しい過去を乗のり越こえ、今の木き村むら藍あい夏かは完成した。

　僕ぼくは──それが本物だと思った。

　藍あい夏かだって僕ぼくと同じ高校二年生なんだ。こんなふうに弱ったり、泣なき崩くずれたりするときだってそりゃあるに決まってる。

「お店出た時から誰だれかにつけられている気がして。電車に乗ってもその人が同じ車両に乗っていて。改札を抜ぬけてもその人が──」

「そっか。ひどいね、怖こわかったね」

　いつもの何かで粉ふん飾しよくしていた藍あい夏かは、ここにはいない。

　そんな泣き顔をする藍あい夏かが、本物の藍あい夏かなんだ。まさに今ここにいる藍あい夏かが、ようやく知ることができた本物の藍あい夏かだ。

「藍あい夏か、頑がん張ばったね」

「うん。ごめんね、迷めい惑わくかけちゃって……」

「迷めい惑わくなんかじゃない。藍あい夏かが無事で良かったよ」

　本当に良かった。

　とにかく藍あい夏かの身に何もなくてほっとした。

　もし事件になっていれば僕ぼくは責任を感じて──いや、僕ぼくの責任がどうこうより、藍あい夏かがいなくなってしまうことそのものが耐たえられない。

　だから本当に安心した。本当に、本当に……。
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「ねえ、ナオ」

「どうした？」

「──ありがとう」

「うん、どういたしまして」

　そう言われ、ふと思い出す。櫻さくら子こさんから初めて言いい渡わたされた課題についてだ。

　藍あい夏かから「ありがとう」と言われること。最初は無茶だと思っていたけれど、取り組んでみるとあっさりとクリアできてしまった。

　しかし今の「ありがとう」は、前までのそれとは違ちがっている気がした。

　落としたペンを拾ってもらった時に言う「ありがとう」のような、条件反射的に出てくるものではない、真心の籠こもった一言に聞こえたんだ。







　その後、近くの交番から警察がコンビニまで駆かけつけてくれた。櫻さくら子こさんが通報していたためだ。

　店の前で僕ぼくと藍あい夏かで事情を話している時には、さっきまで交差点にいたはずの人ひと影かげはいなくなっていた。警察の姿が見えてさすがに退散したのだろう。

　ひとまず、この近辺やバイト先のファミレス付近のパトロールを強化してもらえるということだが、こちらが一方的に誰だれかにつけられていたと訴うつたえているだけの現状、これ以上の対策は厳しいとのことだった。

　今日に限って言えば何もなかったから良かったが、逆に言えばまだ何の事件にもなっていないとも言える。

　次に藍あい夏かが出勤した際、同様のことが充じゆう分ぶんに起こりえるということだ。

　事件として捜そう査さをしてもらえないかとも思うところではあるけど、客観的に見れば警察もこれが最大限の対応かなと納なつ得とくすることにした。悔くやしいけど。

　──まあ、それはそれとして。

「どうして藍あい夏かの家に……!?」

　２ＬＤＫの賃ちん貸たい。その三階にある一室。

　心理学やビジネス書がびっしり並んだ本ほん棚だなが印象的なリビング。櫻さくら子こさんの趣しゆ味みだろう。

　そこに僕ぼくは招かれていた。

「仕方ないでしょ。帰るお金ないっていうんだから」

「それはそうだけど……」

　コンビニまで来たタクシー代が、財さい布ふに入っていたお金で実は結構ギリギリだったのだ。

　お札はもうなくて、小こ銭ぜにが百円ちょっと。これでは電車に乗れず、家に帰ることすらままならなかった。

「カッコつけて釣つりはいりませんなんて言うからじゃん。ドラマに影えい響きようされた？」

「べっ、別にカッコつけたわけじゃ……」

　実際、ちゃんとお釣つりをもらっていれば帰りの電車賃は恐おそらくギリギリ足りていた。でもあの時は藍あい夏かのもとにいち早く駆かけつけたかったから、ちまちまと小こ銭ぜにを渡わたしてもらっている余よ裕ゆうはなかった。

　そんなわけで、とりあえず木き村むら家にお邪じや魔まさせてもらったのだけど……。

「それに、もう終電も無理なんでしょ？」

「さっき行っちゃったね……」

　そうなのだ。

　藍あい夏かの退勤がまず午後十時十分。そこから自宅の最も寄より駅えきまで二十分。コンビニに逃にげ込こみ、僕ぼくが到とう着ちやくするのに三十分。そして警察の人に事情を聞かれたりもろもろしているうちに、日付が越こえてしまい、終電がさようなら。

　それこそまたタクシーで帰る以外の方法がなくなってしまったのだ。

　でもだからって──。

「泊とまっちゃうのはまずくない……？」

　その結果、藍あい夏かの家に一晩泊とめてもらう流れになりました。

「お姉ちゃんも言ってるんでしょ？　とりあえず今夜は泊とまっていけって」

「確かにそう電話来たけどさ……」

　さっき無事であることを電話で報告すると、櫻さくら子こさんがうちに泊とまっていいと提案したのである。

　いやいや、でもダメでしょ！

　この家、僕ぼくと藍あい夏かの二人しかいないんですけど！

「わたしに何かする気……？」

「しないよ！　するわけないよ！」

　わざとらしく自分の腕うでを抱だいてみせる藍あい夏かに、僕ぼくは至って真面目にツッコミを入れる。

「じゃあいいじゃん」

「い、いいの……？　だって僕ぼく、一応男だし……」

「でも、あんなふうに助けに来てくれた人をお疲つかれ様さまでしたってタクシーで送り返すのは違ちがうと思わない？」

「んん～……」

　冷静に分ぶん析せきされると、藍あい夏かの言っていることも尤もつともに聞こえなくもない。

　でもやっぱり抵てい抗こうがあるのは間ま違ちがいなくて。

　そう思った矢先だった。

「……いてよ」

「えっ」

「だから、いてよ。帰らないで……」

「…………」

　伏ふし目めがちに小さな声で漏もれ出でた藍あい夏かの言葉。

　思ってもみない発言に、僕ぼくはぽかんとしてしまう。

「一人になるの、怖こわいから……。鍵かぎもチェーンもしたし安全だって頭ではわかるけど、でもやっぱり怖こわいから……」

「そう……だよね……」

　僕ぼくの想像力が足りなかった。

　藍あい夏かがストーカーの被ひ害がいを受けたのはついさっきのことなんだ。僕ぼくが来たところでその傷が癒いえるわけではないし、一人でいるのは心細いに決まってる。

　もし僕ぼくなんかでその不安感が少しでも拭ぬぐえるのであれば、今日くらいはいてもいい……かもしれない。──いや、いるのが藍あい夏かのためだ。

「ナオはお姉ちゃんのベッド使っていいから」

「わかった。ありがと」

　僕ぼくはもう自宅で風ふ呂ろに入ってパジャマに着き替がえた状態だった。走ったせいで少し汗あせをかいてしまったけど、このまま櫻さくら子こさんのベッドで寝ねかせてもらおうかな。

「藍あい夏かは自分の部屋があるんだっけ？」

「うん。でも、今日はこっちに布ふ団とん持ってきて寝ねようかなぁ……って」

「っ……」

　同じ部屋で寝ねるの……？

　でも一人でいるのは心細いだろうな。さすがに今夜ばかりは。

　だとしたら、僕ぼくがするべき返事は。

「いびき、うるさかったらごめんね」

　少し悩なやんだ末に選んだ。きっとこのあたりのセリフがジョークにもなって適切な気がする。

「その時は鼻に洗せん濯たくバサミして口にガムテープ貼はっとくから大だい丈じよう夫ぶ！」

「それは勘かん弁べんしてほしいな」

　さすがにそれは死んでしまう。童どう貞ていのまま死ぬのは少し悔くやしい。

「じゃあわたしはお風ふ呂ろ入ってくるね。先、寝ねてていいから」

「わかった。おやすみ」

「うん、おやすみ」

　手を軽く振ふったのち、藍あい夏かはお風ふ呂ろ場のほうへ消えていく。

　僕ぼくはお手洗いに行ってから先に寝ねかせてもらおうかな。正直、緊きん張ちようやら興奮やらで全然眠ねむれそうにないけど。

　──しかし今日は長い一日だった。

　荻おぎ野のさんから昔の藍あい夏かについて聞き、喧けん嘩か別わかれしたはずの櫻さくら子こさんからいきなり電話がかかってきたと思ったら藍あい夏かに身の危険が迫せまっていて。

　それがなんとか一息ついたと思ったら、こんなところに泊とまることになって。

　自分でも驚おどろきの大だい冒ぼう険けんだった。こんなにも濃こい一日を過ごした経験は今までなかったかもしれない。

　それと同時に、悔くやしいという気持ちを強く感じた日でもあったように思う。

　藍あい夏かのことを知らなかった。仕方がないとはいえ、それでも感情的に悔くやしいものは悔くやしかった。

　ストーカー事件もそう。

　本来であれば、僕ぼくは今いま頃ごろ自分の部屋でぬくぬくと眠ねむりこけていたはずだ。

　櫻さくら子こさんが東京に不在というイレギュラーな事態があったからこそ、その代理として僕ぼくはここにいる。

　仮に櫻さくら子こさんがいつも通りにいれば、颯さつ爽そうと藍あい夏かのもとに駆かけつけて手でも繫つなぎながら一いつ緒しよに帰って寝ねていたことだろう。

　僕ぼくがここにいるのは、あくまで偶ぐう然ぜんの出来事だ。何もなければ、藍あい夏かがあんな顔で泣くことも一人で寝ねるのを怖こわがることも、そのすべては知る由よしもなかった。

　櫻さくら子こさんがいないから、その代わり。藍あい夏かだって、本当だったら櫻さくら子こさんが助けに来てくれるのが絶対に一番良かったに決まってる。

　それがなんだか悔くやしくて、でも当たり前だという感情もあってわけがわからなくなって──気づくと僕ぼくは眠ねむりこけていた。
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　思っていたより気温が低くなってきた。

　上に羽織るものを一枚持ってくれば良かったという後こう悔かいが次し第だいに大きくなる中、僕ぼくの待ち人はようやくやってきた。

「あれ？　ナオじゃん」

　珍めずらしく黒のチノパンに白のトレーナーというラフな格好で僕ぼくに駆かけ寄よってきたのは、言うまでもない──櫻さくら子こさんだ。

　手に持っているのはトートバッグとお土産みやげのお菓か子しが入っているのであろうビニール袋ぶくろの二つだけ。とても関西まで一泊二日で行ってきたとは思えない荷物の量だ。

　藍あい夏かのストーキング事件から一夜明けた本日、夕方。

　そんな櫻さくら子こさんを、僕ぼくは新幹線の発着駅の改札を出たところで待ち構えていた。そろそろ来るだろうなという目星もつけたうえで。

「おかえりなさい。待ってました」

「待ってた？　私は藍あい夏かたちみたいにゼンリー入れてないけど……」

「そろそろ東京に返るってＳＮＳに投とう稿こうしたのが昼過ぎ。そろそろ着くかなと思って、しばらく待ってたんです」

　それでも、道行く人の中から目ざとく櫻さくら子こさんを見つけられた自分に少しびっくりしているけど。見つけられなかったらどうするつもりだったんだ、僕ぼくは。

「ファンの子だったらストーカーじゃん。藍あい夏かにつきまとってたの、ナオじゃないの？」

「あんまり笑えないですね、それ」

「笑えないよ、ほんと」

　昨日の今日の出来事に、櫻さくら子こさんもまだテンションが万ばん全ぜんではない様子。からかうようなことを言うその口ぶりも、どこか本調子ではなさそうだ。

「ナオはわざわざ駅まで迎むかえに来てくれたの？」

「まあ、それもありますけど」

「けど……？」

「藍あい夏かに会う前に伝えたいことがあったので」

「ふうん……」

　念のため、今日のところは藍あい夏かには外出を控ひかえてもらっている。僕ぼくが櫻さくら子こさんを迎むかえに行いくと言った時には藍あい夏かもついて来ようとしたが、そこは僕ぼくが強めに慰い留りゆうしてなんとか留守番を頼たのみ込こんだ。

　誰だれよりも櫻さくら子こさんに早く会いたいのは藍あい夏かだろうに……けど、やっぱりまだ藍あい夏かを外に出すのは得策に思えなかった。

　さて、櫻さくら子こさんにどこから話そうか……。

「──ナオ、ありがとう」

「えっ」

　と思ったのも束つかの間ま、櫻さくら子こさんが僕ぼくに対して頭を下げた。多くの人が行いき交かう改札前にもかかわらず、深々と。

「ナオがいなかったらどうなっていたか……。本当に助かったよ、ありがとう。私とあんなことがあって微び妙みような距きよ離り感になっていたのに、すぐに向かってくれて」

「いえ、そんなこと気にしてる場合じゃなかったので。藍あい夏かが危なかったんだから当然です」

　大学で櫻さくら子こさんと口論のようになったきり、一いつ切さいの連れん絡らくを取ってなかった。もう櫻さくら子こさんとは会わないんだろうなと思っていた。

　でも、そんなのを理由にして藍あい夏かのもとに向かわないのは絶対に違ちがっていたはずだ。

「実は、ナオと藍あい夏かの関係を発展させようとしたのは、こういう時のためでもあったの。すごい今いま更さらなんだけど……」

「え？　こういう時のため？」

「おかげさまで仕事のほうが好調で、最近は色々と幅はばも広がってきた。それで家を空ける機会が多くなりそうだから、藍あい夏かが私以外の人にも頼たよれるような環かん境きようを作っておきたかったの」

「それでバイトに……」

「もちろん、警備とか用心棒という意味ではないけどね。さすがにストーカー事件なんて想定してなかったし。ただ、とにかく私に頼たよりきりの状じよう況きようからの自立は図はかりたかった。接客業を経験するのは成長になるのもあるし」

　ずっと不思議に思っていた。藍あい夏かがどれだけ櫻さくら子こさんにゾッコンだとしても、櫻さくら子こさんが藍あい夏かを僕ぼくに近づけてくるというのは妙みようだった。

「結果的にはナオを騙だますというか、目的と手段を誤ご魔ま化かしていた部分はあった。それは申し訳なく思ってるよ」

「そう……だったんですね」

　藍あい夏かを彼かの女じよにするという僕ぼくの行動それ自体が櫻さくら子こさんの目的ではなかった。

　本当のところは、藍あい夏かを一人にさせないための手段として、僕ぼくは藍あい夏かと関わる方向へ誘ゆう導どうされていたのか。

　だとしたら、荻おぎ野のさんと僕ぼくをかなり早い段階から交流させようとした櫻さくら子こさんのやり方にも納なつ得とくがいく。藍あい夏かの周りにいる人たちの繫つながりを強化したかったというのが、櫻さくら子こさんの目的だったのかもしれない。

「それだけじゃないよ。自立させたからといって藍あい夏かに悪い男が寄っても困る。だから男側もある程度、私が面めん倒どうを見ていたかった。それが──ナオだよ」

「えっ……」

「藍あい夏かに優やさしく、誠実に関わってくれる男がいい。お姉ちゃんとしてそれは当然思うこと。素す直なおでいい子だって、さっちゃんが言ってたから。私はあの人のことをすごく信しん頼らいしてる。それもあってさっちゃんの店に藍あい夏かを預けた」

「店長が、僕ぼくをそんな風に……」

　そこで思いも寄らない人の名前が。いつも僕ぼくと適当に関わっているように見える店長が、僕ぼくのことをそう評価していたなんて……。

「さっちゃんはナオのこと、すごく素す直なおで飲のみ込こみが早いって言ってたよ。勉強は知らないけど、日常のことにおいては論理的な思考もできる──と。だから私は、恋れん愛あい工こう学がくをナオに仕し込こんでみることにした」

「どういう意味ですか？」

　その店長の評価と恋れん愛あい工こう学がくの関連性がわからず、僕ぼくは首を傾かしげる。

「知っての通り、恋れん愛あい工こう学がくは進化生物科学や心理学に依い拠きよしたとする理論だね。ナオはそういう理論立ったものに合理性を見み出いだして取り組んでくれるんじゃないか。そうであれば藍あい夏かにもたくさん考えを巡めぐらせながら接してくれるんじゃないか。そんな仮説を立てたんだよ」

「なるほど……」

　わかったような、わからないような。

　とにかく、櫻さくら子こさんなりに藍あい夏かを大切にしようと試みた結果が、僕ぼくを恋れん愛あい工こう学がくで導くというものだったという。

　すべては愛する妹のための行動だった。

　あの日、櫻さくら子こさんからの必死の助けを求める電話を受ければ、それは明白なことだ。

「まあ、他にも理由がなくはないんだけど。それはまた今度でいいかな」

「まだあるんですか。もったいぶりますね」

「オトナにはね、色々あるんだよ」

「はいはい、そうですか」

　もうなんでもいいや。どうせ今は教えてくれなさそうだし。

　──さて、そろそろ僕ぼくの話をしようか。

「今日は藍あい夏かのことで伝えたいことがあったんです。だからここに来ました」

「そうだったね。私が遮さえぎって最初にべらべら喋しやべっちゃったね、ごめん」

　流れで櫻さくら子こさんの本音をまず聞くことになってしまったが、もとはと言えば僕ぼくに用事があって帰京したところに突とつ撃げきしたのだ。その話をしなければ。

「やっぱり、僕ぼくは櫻さくら子こさんの言う恋れん愛あい工こう学がくは理解できません。少なくとも現時点では」

「…………」

　櫻さくら子こさんと口くち喧げん嘩かになってからしばらく。

　その期間、僕ぼくは何度も何度も考えた。櫻さくら子こさんの唱える恋れん愛あい工こう学がくとはなんたるか。でもやはり、たくさんの女性との経験を積むことが最大の近道──という櫻さくら子こさんの理り屈くつは、僕ぼくの理解の埒らち外がいだ。

「でも──僕ぼくは櫻さくら子こさんの恋れん愛あい工こう学がくを全否定することはしません。それは撤てつ回かいします」

　そう。だからといって、僕ぼくは恋れん愛あい工こう学がくにそっぽを向くことはしない。

「どうして？　ナオと私の考えは違ちがうんじゃないの？」

「違ちがいます。恋れん愛あい工こう学がくの目的──という点においては」

「難しいこと言うね、ナオは」

「櫻さくら子こさんもさっき言ったじゃないですか。目的と手段の話は」

　恋れん愛あい工こう学がくを全否定はしない。翻ひるがえせば、僕ぼくは部分的には恋れん愛あい工こう学がくの有用性を認めるのだ。

　今からそれについて、僕ぼくは櫻さくら子こさんに話をする。

「昔の僕ぼくは意い気く地じなしで、それこそ同い年の女子と会話をするのさえガチガチに緊きん張ちようして目を見るなんてとてもじゃないけど無理でした。でも櫻さくら子こさんと出会って色々と教えてもらっているうちに、どんどんと自分にできることが増えていくのを感じました」

「できること……ね」

「はい。ひよりさんの抱かかえている悩なやみ──それは櫻さくら子こさんが教えてくれた恋れん愛あい工こう学がくの理論を実じつ践せんしたから聞かせてもらえたものでした。他にも、実は荻おぎ野のさんから藍あい夏かの過去のことを教えてもらったんですけど、それだって櫻さくら子こさんから能動的に動く訓練をさせられたからこそできた行動だと思うんです」

　僕ぼくの中で意識に変化が起きた。

　小さい成功体験を積んでいくことで、今まで知らなかった物事やその人自身のことについて知ることができた。

　櫻さくら子こさんが何らかの科学的な根こん拠きよに基もとづいて行動する指針を示してくれた。だから根こん性じようなしの僕ぼくでもやってみようと思えたのだ。

「僕ぼくは知る喜びがあることを知りました。それは恋れん愛あい工こう学がくが教えてくれたことに間ま違ちがいないと思うんです」

「そう言ってくれると私も救われるよ」

　恋れん愛あい工こう学がくで目指す櫻さくら子こさんの理想を、僕ぼくは今のところ理解はできない。いくら考えても、複数の女の子と関係を深めるのが最善手という理論は不誠実だと思うから。

　けれど、確実に得るものはあった。その点はしっかりと認めなければならない。

「昨日の事件。藍あい夏か、僕ぼくが駆かけつけてすぐ大泣きしたんです。あれだけ勝ち気だった藍あい夏かが、人目も憚はばからずにぎゃんぎゃん泣いたんです。あれだけ怖こわい思いをしたんだから当然ですけど、僕ぼくはその藍あい夏かを見て、新しい藍あい夏かに出会えたなって思ったんです」

「新しい藍あい夏か……ね。ナオは面おも白しろい言い回しをするね」

　ここまで説明して、櫻さくら子こさんは何かを含ふくんだような笑い方をした。もしかしたら、僕ぼくの話の着地点が見えたのかもしれない。

　ならば、言ってやろうじゃないか。

　昨晩とそして今日。長い時間ではなかったけれど、その間に僕ぼくが考えて出した結論を。

「僕ぼくは藍あい夏かのことをもっと知りたいです。どんな食べ物が好きなのか。どんなキャラクターが好きなのか。小さい頃ころは北海道でどんなことをしていたのか。将来はどんな人になりたいのか。櫻さくら子こさんとの恥はずかしいエピソードはあるのか。僕ぼくのことをどう評価してるのか。藍あい夏かについてまだ僕ぼくには知らないことがたくさんあって、僕ぼくはそれを知りたくなったんです」

　たとえば、ひよりさんとは二人で食事に行った。そこでどんな人なのか、彼かの女じよの価値観の根底に関わるエピソードを教えてもらい、より深く知ることができた。

　でも藍あい夏かについては、実はまだあまり知らなかった。パーソナリティに関わるような会話はそれこそ黒が好きな理由しか知らない気がする。

「もっと一いつ緒しよに同じ時間を過ごして、僕ぼくは色んな藍あい夏かを見たいんです。あんな事件に対してこんなことを思うのは失礼かもしれないんですけど、藍あい夏かの泣いた顔を見て、僕ぼくはその気持ちを強くしました。だから──」

　あの泣いた藍あい夏かの姿だって、本来であれば僕ぼくは知らなかったはずだ。

　僕ぼくの代わりにあの場にいるのは櫻さくら子こさんのはずで、昨日はたまたま東京にいなかっただけに過ぎない。

「引き続き僕ぼくに恋れん愛あい工こう学がくを教えてください！　藍あい夏かのことを深く知るために、櫻さくら子こさんの力を貸してください！」

　一時は、恋れん愛あい工こう学がくなんてクソだと吐はき捨すてた。

　けれど振ふり返かえってみれば、僕ぼくは櫻さくら子こさんから教わった様々なアドバイスによって新しい世界を目もく撃げきしてきた。そのことに偽いつわりないはずだ。

「やがて僕ぼくの目指すところが何になるのか、それはまだわかりません。でも誰だれかと仲良くなるにあたって、誰だれかと関わりを持つための手段として、恋れん愛あい工こう学がくは僕ぼくを助けてくれる教科書になると思うんです」

　僕ぼくと櫻さくら子こさんの目的は違ちがうかもしれない。どこかで道が分ぶん岐きし、別々の方向に歩き出すかもしれない。いや、既すでにそうだと思う。

　けれど履はいている靴くつは同じ「恋れん愛あい工こう学がく」というブランドなんだ。僕ぼくはその靴くつで自分の思う道を歩くんだ。

「お願いします！　櫻さくら子こさん、また僕ぼくに恋れん愛あい工こう学がくを教えてください！」

　さっき櫻さくら子こさんが下げた角度よりも、もっと深く。

　一度は否定し、背を向けてしまった相手だ。

　それを撤てつ回かいしてもう一度教えを乞こうのだ。それなりの覚かく悟ご、誠意をもって態度にしなければならない。

「ナオ。顔、上げて」

「……はい」

　ゆっくりと姿勢を戻もどす。

　視界には拳こぶしが広がっていた。ぎゅっと握にぎりしめられた櫻さくら子こさんの右手が、僕ぼくの目の前に突つき出だされていたのだ。

　そして櫻さくら子こさんは──。

「いいよ、私に任せな！」

　柄がらにもなく、熱血風な声を出して拳こぶしを突つき出だしてきた。

「やってやります！」

　だから僕ぼくも、思いっきりグーパンチでお返しするんだ。

　なんかこういうの、男子高みたいだな。よくわからないノリなんだけど、どうしてだかワクワクが止まらないこの感じ。

「今のナオ、カッコイイよ。自分のやりたいことをはっきりと口にして、その達成のために全力を尽つくそうとしていて。私はそういうの、カッコイイと思う！」

「櫻さくら子こさん……」

「今、とっても嬉うれしい。そういう志のある人を見ると、応おう援えんしたくなっちゃう」

　びっくりした。いつもクールな櫻さくら子こさんが、今は鼻息を荒あらくして語っている。その姿も、新しい発見だ。

「藍あい夏かって、本当はすごく可か愛わいくて優やさしい子なんだよ。ナオにはそんな私の妹をたくさん見つけてあげてほしいな」

「そのつもりです」

　ようやくスタートラインに立てた気がする。

　僕ぼくのやりたいこと。櫻さくら子こさんのやりたいこと。

　その二つの謎なぞ解ときがようやく終わり、方向性の一いつ致ちを見たように思える。

「イントロダクションはここまでだよ。ナオに恋れん愛あい工こう学がくの神しん髄ずいってやつを叩たたき込こむ」

「しっかり履り修しゆうしてみせますとも」

　恋れん愛あい工こう学がくの深しん淵えんには何が待ち受けているのか。

　今の僕ぼくには想像もできないし、どこまで僕ぼくが許容できるかもわからない。

　けれどその取しゆ捨しや選せん択たくは僕ぼく自じ身しんがすればいい。まずは受け止める姿勢をもって、情報に対して前のめりになること。

　その入口を塞ふさいでしまわないことが大切なんだ。

「ナオはイイ男になれる。私は今、その確信が持てたよ」

「その期待に恥はじないよう全力を尽つくします」

　この日、僕ぼくと櫻さくら子こさんは再びの師し弟てい関かん係けいを結んだ。結び直した。

　恋れん愛あい工こう学がくの先達と、その申し子。

　まだ僕ぼくにはあまりに足りないことが多すぎるけど、藍あい夏かを知りたいという気持ちに曇くもりがなければ、きっと──。

　大だい丈じよう夫ぶ。

　僕ぼくはもっと強くなれる。

　男子高だから。経験がないから。

　そうやって言い訳していた自分もいた。けれど、もう過去のことだ。

　僕ぼくは藍あい夏かともっと仲良くなって、色んな藍あい夏かを見つけたい。そのために彼かれ氏しになるのが必要なら、その選せん択たく肢しだって──。

　それくらいの覚かく悟ごをもって、僕ぼくは櫻さくら子こさんと笑い合った。
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　ストーカー騒そう動どうからのお泊とまりを終え、櫻さくら子こさんと和解を果たしてから二週間。

　しばらく、僕ぼくの日常には平へい穏おんが訪おとずれていた。

　藍あい夏かはしばらくバイトを休むことになり、櫻さくら子こさんがつく中で生活することになった。

　そうして警けい戒かいしていただけあり、それ以降、特にトラブルに見み舞まわれることない日々が続いているという。

　そんな中での、とある平日。

「お疲つかれ様さまでーす……って藍あい夏かか。久しぶりじゃん」

「あ、ナオ。久しぶり！」

　放課後。

　いつものようにバイトに出向くと、ロッカールームには先客がいた。藍あい夏かが自分のロッカーの前に座すわり込こみ、荷物の整理をしている。

　あれ……。

　藍あい夏かとは日々連れん絡らくを取り合っていたけど、今日からバイトに復帰なんて話は特にしていなかったぞ……？

「今日からバイトも復帰？　女じよ性せい更こう衣い中ちゆうの札、かかってなかったよ」

　また着き替がえを覗のぞいてしまうところだった。まだ脱ぬぎ始はじめてなかったから良かったけど、再び悲劇が起こってしまうところだったぞ。

「ううん、着き替がえじゃない。ていうか今日はシフト入ってないし！」

「あれ、違ちがったっけ？　じゃあ何してるの？」

　おかしいな。僕ぼくの記き憶おくが正しければ今日は藍あい夏かもシフトに入っていた気がするんだけど……勘かん違ちがいだろうか。

　するとしゃがんでいた藍あい夏かは立ち上がり、畳たたんだお店の制服をゆっくりと部屋中央のテーブルの上に安置した。

「実はわたし、ここのバイトを辞やめることにしました！　引退します！」

　そして放たれた力強い宣言。

　藍あい夏かの顔はとても晴れやかで。そのギャップもあって、僕ぼくは面食らってしまう。

「……え、本当に？　藍あい夏か、本当に辞やめるの？」

「うん、辞やめる。もうお姉ちゃんにも店長にも相談して、了りよう承しようはもらってる。短い間だったけど、お世話になりました」

「そうなんだ……」

　櫻さくら子こさんと店長から了りよう承しようを得ているんだったら、もう僕ぼくから言うことはないよなぁ……。

「まああんな事件もあったし、ここに通うのは危ないかなっていうのもあって。それで今日は荷物をまとめに来たの」

「それは確かにあるね……」

　結局、藍あい夏かのストーカー犯についての続報はない。

　僕ぼくの知る限りあれからうちの店を訪おとずれている様子はないけど、だからと言って油断できる状じよう況きようでは全くない。

　恐おそらく藍あい夏かの住んでいる家までは辛かろうじて割れてないだろうし、このファミレスに立ち寄らないようにするのが、現状で取れる最善の手段だろう。その点を考えても、バイトを辞やめるという選せん択たく肢しは正しいとは思う。

「でも……僕ぼくにも相談してくれても……っ！」

　やっぱり僕ぼくが思うのはこれだ。

　櫻さくら子こさんはわかる。店長ももちろんわかる。

　そしてもう一人──僕ぼくにだって教えてくれて良かったじゃないか。どうして荷物を片付けて去る当日になっての報告なんだ。

　それくらいには、僕ぼくは藍あい夏かの関係者じゃないのか？　バイトにおいては先せん輩ぱいで、こないだの事件だって……！

「……ごめんね。でも、理由があるの」

「理由？」

「うん。これからのこと」

「……！」

　これから。

　その四文字に、僕ぼくは自分の心臓が動いたのを自覚する。

「ここのバイトは辞やめるんだけど、別の所でまた新しくバイトを始めることにした。可か愛わいい制服のカフェなんだけど」

「マジか！」

「うん。バイトアプリで探して、履り歴れき書しよも書いて。それで昨日面接してもらって、正式に働くことになった。今度はちゃんと自分でやりたいと思った」

「すごいじゃん」

　なるほど。それで忙いそがしくて、僕ぼくへの報告が遅おくれてしまったのだろうか。あるいは、採用が決まったから正式にうちを辞やめることに決めたのか。

「いつまでもお姉ちゃんに頼たよってるわけにもいかないから。わたしにできることは少ないけど、今度はわたしがお姉ちゃんのことも助けてあげたい」

「……かっこいいじゃん」

　──だから『姉あね離ばなれ』をさせたい。わかってくれる？

　カフェで話した際、櫻さくら子こさんはそんなことを言っていた。僕ぼくが恋れん愛あい工こう学がくを履り修しゆうするバックボーンになっていたのは、そんな姉の願いがあったからだ。

　櫻さくら子こさん。妹さんに、その願いは伝わってますよ。

「頑がん張ばってね、藍あい夏か」

「ありがと！　それで……一つ提案というか、お願いがあるんだよね」

「お願い？」

「昨日面接したらね、男子のバイトも欲ほしいんだって。三月にたくさん辞やめた人がいるみたいで、だいぶ人手不足みたい」

「ま、まさか……」

　この話の流れを受ければ──。

　次に言われることを想像するのは、足し算をするより簡単だ。

「ナオも働きに来ない？　今度はナオのほうが、木き村むら姉し妹まいのコネで！」

「ん～!?」

　そうなるよなーと思いつつも、難しい提案だ。藍あい夏かと離はなれ離ばなれになるのは寂さびしいし、せっかく誘さそってくれてはいるけど。
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　でもそうは言っても、僕ぼくだってここでのバイトがあるわけだし、ダブルでやれるほどの余よ裕ゆうがあるわけでも……。

「──いいんじゃないか？　行って来なよ、ナオ」

「店長？」

　背後から声がして振ふり返かえると、そこに立っていたのはくたびれた様子の店長の姿。

「せっかく藍あい夏かが誘さそってくれてるんだ。女の子の誘さそいを無む碍げにしてるような男じゃ、ナオは死ぬまで童どう貞ていだぞ」

「それは関係ないでしょう……！　というか、僕ぼくだってここのシフトが……」

「いやぁ……それがさ」

　すると店長はなんともバツが悪そうな顔を浮うかべながら、ポケットからくしゃくしゃになった紙を取り出し、こちらに放り投げてきた。

「この紙は？」

　藍あい夏かがそれを拾い上げ、くしゃくしゃになったそれを広げる。

「本社からの通達。要約すると、隣となりの駅の系列店が潰つぶれることになって、労働先がなくなったそこの店のスタッフをうちで面めん倒どうみてくれっていう内容。マジでふざけてる……ッ！」

「うわあ……」

　それでこんなになるまで丸まるめ潰つぶしたのか、店長は……。

　うちの店てん舗ぽもまあ人手不足ではある。けれど、だからといっていきなり他所のスタッフが何人も押おし寄よせてきたら、それはそれで大変なのは目に見えている。もちろん、その責任を背負わされるのは店長だ。

「そういうわけで、人手不足だったのが一気に人員過多になりかねないんだよ。あのクソ本社の思いつきのせいでさ」

「なるほど……」

　──話が見えてきた。

　つまりバイトがダブつくから、整せい理り解かい雇ことまではいかなくとも、僕ぼくのシフトがだいぶ減ることになりそうだと、そういうことっぽい。

「無む駄だに他所の勝手を知ってる人間ってクソ面めん倒どうじゃん。うちとしてもナオが色々やってくれたほうが助かるよ。でも……そういうわけなんだよな」

「店長……」

　すごく悔くやしそうな表情をしている。だからこそ、僕ぼくのことを評価してくれているようなさっきの言葉は、紛まぎれもない真実なのだと思う。

　そうか。僕ぼくはこの店で、店長から少しくらいは頼たよりにされていたのか。

「本当に本当に申し訳ないんだけどな。ナオのシフト、これからは少し減らしながら回していかないとダメそうなんだよ。だからこういう言い方するのは不誠実かもしれないんだけど、藍あい夏かについて行ってくるといいと思う」

「……わかりました。そういうことなら」

　良くも悪くも、それしか選せん択たく肢しがなくなってしまった。

　藍あい夏かから誘さそわれ、店長からも勧すすめられ。そしてきっと櫻さくら子こさんも、そうなることを予想しているに違ちがいない。

　だったら、僕ぼくは頷うなずくしかない。

「ナオ、来てくれるの？」

「うん、僕ぼくもそっちのバイト行くよ。可か愛わいい制服のカフェだっけ。男の僕ぼくが何するかわかんないけどさ」

「嬉うれしい！　ありがとう、ナオ！」

　──どうやら、藍あい夏かとお別れというわけにはいかなそうだ。

　さっきバイトを辞やめると聞いた時には、もう会うことがなくなってしまうんじゃないかと思った。学校が一いつ緒しよのわけでも、ことさらに家が近いわけでもない。全然会えない距きよ離りではないけど、きっかけらしいきっかけは見当たらなかった。

　けれど事情が変わった。もう少しだけ、時折藍あい夏かと会いながらの日々の中で、僕ぼくの高校生活は続くらしい。

「可か愛わいい制服だっけ？　ナオも着ればいいじゃん。ちっちゃいし、ちゃんとメンズメイクとかすれば案外いけるんじゃない？」

「ちょっと店長！　またそうやって僕ぼくのこと言って……」

「名前もナオだし、それっぽいかもね？」

「藍あい夏かまで……」

　まったく。なんなんだよ、本当に。

　いつまでもイジられ続けるのも癪しやくだから、ちょっとここらで筋トレでもして見返してやろうか。……三日も持たないだろうけど。

「カフェのバイトは女の子がたくさんいるから、ナオの彼かの女じよ探さがしでも手伝ってあげるよ！」

「いいって。なんか藍あい夏かに手伝ってもらったら、デートしたときに毎回藍あい夏かの顔がチラつきそうで嫌いやだし」

「ちょっ!?　今のはちょっとひどくない!?　男子高のくせに自分一人で彼かの女じよ作れるとでも思ってるわけ!?」

「それを言ったら藍あい夏かも女子高じゃん！　藍あい夏かに何ができるっていうんだよ！」

「ぐっ……」

　お、いい感じに言い返せたぞ。

　こういうときに、図はからずも櫻さくら子こさんのおかげかもしれないと思ってしまう。自信を持って藍あい夏かとのコミュニケーションに挑いどむことができている。きっと前の僕ぼくだったら、何を言うのも怖こわくてどうにもできなかったんじゃないだろうか。

「──じゃあ私、もう行くね。ごめんねナオ、バイト前なのに喋しやべりすぎちゃった」

「ううん、こっちこそ！」

　ついに藍あい夏かが荷物の入ったカバンを持ち上げた。自身のロッカーに貼はっていた「木き村むら」の札を剝はがし、それを──僕ぼくに渡わたしてきた。

「ん……？」

「ナオが預かっといて。これお姉ちゃんのお下がりなんだけど、また使うかもしれないから」

「え……三人兄きよう妹だい!?」

「違ちがうよ。お姉ちゃんが炎えん上じようして垢あかＢＡＮされたらまた働きにくるかもしれないでしょ？」

「まさかの出で戻もどりパターン……」

　藍あい夏かがたまに言うボケ、実はわりと好きだったりする。普ふ段だんから学校でいじられキャラやってるだけあって、僕ぼくもわりと突つっ込こめるし。

　そして藍あい夏かはロッカールームのドアノブに手を掛かけた。

「またね、ナオ。バイト頑がん張ばって！　あと履り歴れき書しよも一応書いといて」

「わかったよ。藍あい夏かのほうこそ、次のバイト先では食器落とすなよ」

「それはもういいじゃん！　じゃあね、ばいばい！」

　──扉とびらが閉まる。藍あい夏かの姿はもう見えない。

　僕ぼくらは最後まで軽口を叩たたき合あっていた。

　感動的な言葉のやり取りはなかった。でも、だからこそ、これで終わりじゃないんだと理解できる。また次に会う日も近い。

　藍あい夏かと出会って、櫻さくら子こさんと出会って。

　僕ぼくの生きる世界は劇的な広がりを遂とげ、漫まん然ぜんと生きていた人生に変化をもたらした。

　それは「世界が変わった」と表現されることだと思う。別に大げさなんてことはなく、僕ぼくにとってはそれが紛まぎれもなく真実だ。

　最初はとんでもない地じ雷らい女おんなだと思った。見た目もそうだし、中身だって。

　でも、それだけじゃないことを今の僕ぼくは知っている。服の好みは確かにいわゆる地じ雷らい系けいかもしれないけれど、その内にある気持ちの部分は、きっと等身大の高校二年生に違ちがいなくて。

　そんな藍あい夏かと、僕ぼくはもうちょっと関わっていくことになりそうだ。新しい環かん境きようで再出発するんだ。

「あー。タバコ吸ってこよ。ナオ、あとは適当に頼たのんだわ」

「はーい、了りよう解かいです」

　──さて、もういい加減準備に取りかからないと。バイトの時間だ。店長もいい加減ヤニの吸引をしたいようだし。

　自分のロッカーから店の制服を取り出し、着き替がえ始はじめる。

　ワイシャツを脱ぬぎながら、僕ぼくはぽつりと呟つぶやいていた。こんなことを。

「藍あい夏かの彼かれ氏しになったら、世界はどう変わるのかな……」








〈了〉
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　もし中高生の少年少女が読んでいたとしたら伝えたい。君にも輝かがやけるステージが必ずどこかに用意されているはずです。必死に足あ搔がいてそれを見つけてください。




　これはデビュー作のあとがきに綴つづった一節です。あれから三年が経たちました。中学生だった子は高校生、高校生だった子は……まだ学生かな。社会人になった子もいるのかな。いかがですか。輝かがやけるステージを見つけることができましたか？

　二年ぶりに本を出しました。デビューした時は大学生だった僕ぼくも、春から社会人になりました。あと出版社もＫＡＤＯＫＡＷＡになりましたね。環かん境きようの変化を感じながらの日々です。僕ぼく自じ身しん、その中で必死に足あ搔がきながら生きているつもりですが、少しばかりお待たせしすぎちゃいましたね。ごめんなさい。

　作家として、甘あま酸ずっぱくて瑞みず々みずしい誰だれかの青春物語を書きたい時期もありました。あるいは自分の伝えたいこと、思ったことを物語にして届けたい時期もありました。今作はどうなんでしょう。ひとまず「こんなのもいいかな」と信じることができたものを書きました。

　原点回帰──というわけではないですが、ファンタジー要素なしの物語にしました。ただし、『もし男子高に通う恋れん愛あい弱じやく者しやの非モテくんが恋れん愛あい工こう学がくなるものに挑ちよう戦せんしたら？』というある意味では思考実験的な仮説の物語です。リアリティの特異点がどこにあるかは、皆みなさんそれぞれの設定に委ねます。

　感想はもちろんですが、本書を実じつ践せんしての卒業報告もお待ちしています。その際には、初体験の感想と併あわせてお菓か子しの詰つめ合あわせなどを送ってくださると執しつ筆ぴつの励はげみになります！

　それでは今回はこの辺で。またお会いできたら嬉うれしいです。
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